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一章　二学期に来た転校生





　二学期最初の朝が来た。

「う～ん……」

　春はる紗しや学がく園えんの中高共用図書館の書庫で、高等部一年二組・新あら木き陣じんは目を覚ました。

「そうか、ゆうべは図書館で寝たんだ……」

　陣は、まだ少しぼんやりした頭の中から記憶を呼びさます。

　昨日は八月三十一日。夏休み最後の日だったので、図書館の閲覧室でみんなと宿題を仕上げたあと、この書庫に寝ていたのだった。まだ早朝らしく、窓から入ってくる光が弱々しい。

　陣は、三度の飯より楔くさび形がた文字が好きという重症の考古学マニアだ。考古学が好きすぎて、あまり他人と関かかわらずぶっきらぼう、という点をのぞいてはごくふつうの男子である。いや、マイ『ランプの魔神』を持っている時点で、あまりふつうではないかもしれない。

　書庫の壁には可動式の本棚がびっしりと並べられ、真ん中に大きな机が一個だけ置いてある。陣じんは、その上に寝ていた。寝たまま、時計を見ようとして首を横に動かす。

「すー」

　耳をくすぐる安らかな寝息に、陣は心臓が口から飛び出るほど驚いた。

　陣の隣には、ほろほろと淡い朝の光に包まれ、分厚い辞書をひとつ枕まくらにして、朝露を含んだ白い花にも似た絶世の美少女が眠っている。

　彼女は陣のクラスメイト、座ざ堂どうシエラ。大金持ちのお嬢様で気立ても良く、学園じゅうの憧あこがれの的である。陣たちとは別の部屋で家庭科の宿題の浴衣を縫っていたはずだったが……。

「ざ、座堂……なんでこんな所で寝てるんだよっ？」

　陣は、あたふたと周囲を見回した。

　彼女の長い髪が、机の上に広がっていた。サマーワンピースからのぞく腕は、白くて細くて華きや奢しやで、信じられないぐらいすべすべに見えた。自分と同じ人間という種類だとは、とても思えない。側そばに寄ると、ふんわりとかすかに良い香りがした。

「あれ……石せつ鹸けんの匂においかな」

　陣は、花の香りに誘われる虫のように、シエラに顔を近づける。

　その瞬間、シエラは人の気配を察したのか、ぱちりと目を開いた。大きくてこぼれそうな目で、きょとんと陣を見る。



    

  
    
      



    

  
    
      　澄み切った琥こ珀はく色いろの目に見つめられて、陣じんの心臓は止まりそうになった。

「きゃああああああああああああああああっ！」

　シエラは真っ赤になって悲鳴を上げると、枕まくらにしていた辞書を両手に取り、絶叫しながら陣の頭をばしばし叩たたきまくった。

　彼女があまりにも狼ろう狽ばいしているので、シエラの頭から噴炎のように湯気が出ている幻すら見えた。陣の心臓は、別の意味で止まりそうになる。

「やめろやめろやめろっ！　こらバカやめろ、俺おれはゴキブリじゃねーぞ！」

　陣は手で頭をかばいながら、シエラから辞書を取り上げた。

　シエラは机の上にぺたんと座って、びっくりしたのか目に涙をにじませ、真っ赤な顔で頬ほおをぷうっと膨らませている。頭から出ていた湯気も、ぷしゅー……っとおさまった。

「ゴキブリなら、こんなに本気出して叩かないわよ。だって、一寸の虫にも五分の魂っていうじゃない」

「遠回しな虫ケラ以下呼ばわりはやめてくれ」

「じゃあ虫ケラ以下さん、どうしてここにいるわけ？」

「念のために言っとくが、直接的な虫ケラ以下呼ばわりならＯＫって意味じゃないからな」

「わがままねえ……。それじゃ、庶民」

「二学期になっても、やっぱり庶民呼ばわりなのかよ」

「だって、庶民は庶民でしょ？」

「こんな暴言や乱暴狼ろう藉ぜきの数々をおまえに憧あこがれてるやつらが見たら、ショックで熱出して寝込むぞ」

「大丈夫よ、猫かぶってるから」

「その猫、俺の前でかぶる予定は無いのかな」

「どうして、今さら庶民の前で猫をかぶる必要があるのよ」

　シエラはランプの魔神の家系である。ある日突然ランプの魔神デビューをして、陣に仕えることになった。陣が魔法のランプをこするとあら不思議、ご主人様に奉仕しやすいようメイド服に変身してランプから現れるのだ。

　といっても実際には、魔法レベルはゼロだし性格はワガママだしで、まるっきり使いものにならない。ともあれ、シエラは超絶セレブの自分がメイド服姿で他人に仕えることは屈辱だと思っている。その事実を知っている陣に対して、猫をかぶる理由などないわけだ。

「たしかにメイド服を着てる上から猫までかぶったら、要素が多すぎるけどさ……」

「ちょっと庶民！　今、ネコミミメイドとか超萌もえるとか思ったわね！　このわたしを見て夢想したわね！」

「ははは、座ざ堂どうは愉快なことを言うなあ。ネコミミメイドの中身がおまえみたいなわがまま大魔王で、萌もえるとでも？」

　シエラは黙って、携帯電話を取りだし、耳に当てた。

「もしもし、ミハイル・イワノビッチはいるかしら？　ええ、狙そ撃げきを一件依頼したいんだけど……報酬はいつもどおり、スイス銀行に振りこむわ」

「闇やみの権力を使う前に、ちょっとは話し合う努力をしような」

「あら、命いのち乞ごいなんて男らしくないわよ。わたしのベッドルームに立ち入った時点で、床に白いチョークで死体の形を描かれても文句言えないってことだわよ」

「事件現場によくあるあれか。事件は起こるものじゃなく、作られるものだったんだな」

「せっかくだから、非常口のピクトさんみたいなポーズを取らせてあげるわ」

「あの非常口から逃げようとしている緑色の人は、ピクトさんっていうのか」

「カレーを入れる銀色のランプみたいなあれは、カレー用ソースポットというのよ。最初からカレーがかかっているライスしか食べたことのない庶民は知らないでしょうけど」

「いや、おまえから百回ぐらい聞いたから知ってる。それに、かき氷にシロップをかけるあの小さい銀色のやつの正式名称が甘露じゃくしだってことも知ってる」

「それも百回聞いたわ。そろそろ、新しいネタを仕入れたほうがいいんじゃなくて？」

「とりあえず何か。俺おれは怪しい組織のスナイパーに狙撃されて、ピクトさんのポーズで床に白いチョークで描かれることになるのか。ここは地獄に一番近い図書館か」

「図書館？」

　シエラは机の上に座ったまま、くるりと首を回して、ポンと手を叩たたいた。

「……ああ！」

「気づくのにずいぶん長い時間がかかったなあ」

「思い出したわ。わたしたち、宇う多た田だくんと香か住すみさんが夏休みの宿題を全然してなかったものだから、それを手伝って仕上げるために、みんなで図書館で泊まったのね」

「さて、では次は俺が『どうしておまえがここにいるんだ』と聞かせてもらう番だな」

　陣じんが腕組みをして、シエラをにらむ。

「おまえはゆうべ、二階でトーレムと浴衣を縫ってたろ？　そのまま二階で寝たんじゃなかったのかよ？」

「トーレム？」

　シエラはきょとんとする。トーレムとは、こんな顔をした、シエラの魔法力で作られた陶器のゴーレムだ。身長十センチほどなので、シエラの携帯電話のストラップになっていても、まったく違和感がない。現在、シエラは魔力を完全にリセットされてしまって何の魔法も使えない状態なので、その分トーレムがこき使われているのである。

『ぷ……ぷきゅ～……』

　弱々しい声と、ずるり、ずるり、と何かを引きずる音が聞こえて、陣は書庫の扉を開けた。

　そこには、本来こんな顔のトーレムが、こんな顔でフラフラしながら、浴衣を引きずって立っていた。倒れかけたトーレムを、陣じんがあわてて両手ですくい上げる。

「危ない、割れるっ！」

『ぷきゅうぅ……』

　トーレムは、陣の手の中でぐったりしていた。廊下に広がっている浴衣は、綺き麗れいに仕上げられている。陣は振りかえって、じっとりとシエラをにらんだ。

「おまえ、さては最後までトーレム一人でやらせたな……」

「ほほほ。だって、寝不足はお肌の大敵なのよ。今日から二学期、学園のみんなが夏休みのあいだ見られなかったわたしのご尊顔を拝みたいと願ってやまないのに、最高の顔で迎えるのが礼儀というものじゃないかしら？」

　シエラはトーレムをつまみあげると、携帯電話のストラップにくっつけた。シエラがランプの魔神であることは秘密だから、魔法で出したトーレムの存在もまた秘密なのだ。

「さあ、これで良し。どこから見ても、可愛かわいいストラップのお人形ね」

『ぷきゅっ……』

　トーレムはこんな感じでぶらーんとぶら下がっていた。陣は、心配して言った。

「おい、魂が半分ぐらい抜けてるぞ」

「じゃあ閲覧室の香か住すみさんに、できたわよって電話しましょ。もう起きてるかしら？」

　シエラが、携帯電話のボタンを操作しようとする。陣が、怪け訝げんな目をシエラに向けた。

「ははーん、どうしておまえがここで寝てたのかわかったぞ。二階で寝たら、トーレムが縫い物をしているから灯あかりがまぶしい。かといって閲覧室のほうに行ったら、夕ゆう也やたちがいるからサボってるのがバレる。それで、書庫に寝に来たんだな」

「サボってるのは庶民も同じでしょ。どうして書庫で寝てたのよ」

「俺おれは、自分の分のノルマを済ませたからだ」

「ノルマ以上はしませんって、そういうの役人根性っていうのよ」

「ケジメをつけて切り上げないと、夕也がサボって全部俺にやらせようとするからな」

「やってあげれば良かったのに。冷たいわね」

「少しは自分でやらなきゃ困るだろ。夏休み明けの課題考査だって、成績に入るんだぞ？　夕也が補習になったら、文化祭の準備に支障が出るじゃないか」

「文化祭？」

　シエラはちょっと首をかしげて、うーんと考えて、ぱんと手をたたいた。

「そうか！　軽音楽部で何か出し物をするのねっ？」

「そういうことだ。生徒会の作った軽音楽コンクールの壁新聞が大好評だっただろ？　それで、文化祭実行委員から、文化祭でもぜひやって欲しいっていう要望があったんだとさ。だから夏休みの間、俺おれと夕ゆう也やが山ごもりして修行してたってことになってるけど」

　実際には、夕也は夏休みいっぱい、呪のろいで塩の柱になっていたのである。

　シエラは、懐かしそうに目を細めた。

「軽音楽コンクール……ライバルに出場妨害されたり、いろいろあったけど楽しかったわね。いろいろありすぎてもう懲りたのかと思ってたけど、また演やれるなんて嬉うれしいわ！」

　シエラはニコニコしていた。

　猫をかぶっていないシエラは、傍若無人だったり暴虐非道だったりするけど、笑顔は可愛かわいい。猫をかぶっているときのシエラは天使のような笑顔をたたえているけれど、猫をかぶっていないときの笑顔はちょっと違う。

　というか、笑顔に関してだけは、猫をかぶっていないときのほうが百万倍良いんだよなあ……と、陣じんは思う。

（猫かぶってないモードの座ざ堂どうの超絶ワガママも、この笑顔で帳消しにされてるところは、認めたくないけどたしかにあるよなあ……）

　シエラは机の上に座ったまま、トーレムの両手を指でつまんでくるくるとダンスをさせた。トーレムは、眠くてこんな状態のまま、携帯電話をずるずる引きずって踊る。

「プリプリ、前回はゴタゴタがあってアドリブ連発だったけど、今回こそは百パーセントのステージにしたいわね♪」

『ぷ……ぷきゅ……』

「おい、トーレムのライフはもうゼロだぞ。それから、バンド名をプリプリって略すのは絶対おかしいと思うけどな」

「プリティプリンセス＆サーバンツだから、略してプリプリでしょ？　ねえトーレム？」

『ぷき……ぷき？』

　トーレムはどうやら「プリプリ」を言えてないようだ。

「だからっ！　略した時点で『サーバンツ』の存在が完全に消えてるし！」

「あら、召使サーバントは自分という存在を殺して主人に仕えるものでしょ？」

「っていうか、自分以外のメンバーを召使呼ばわりってどうなんだ？」

「庶民って、考古学オタクよね。楔くさび形がた文字が三度の飯よりも好きな、筋金入りの考古学オタクよね」

　ふと、シエラが真剣な表情で陣を見つめた。急に何だ、と陣はとまどう。

「あ、ああ……まあ飯も好きだけど。特に天かすとそうめんつゆをかけたやつな」

「天かすとそうめんつゆ？」

「天てん丼どん風味になるんだ」

「天丼を食べればいいじゃない」

「恐ろしいことを言うなよ。俺は、パンが無ければケーキを食べればいいようなセレブじゃないんだ」

「天てん丼どんってセレブ料理だったかしら」

　シエラは眉まゆをひそめて悩む。

「……まあ、取りあえず話を元に戻しましょう」

「カツ丼どん風味の作り方も気にならないか？」

「全然気にならないわ。どうせパン粉を揚げて、ソースをかけるんでしょう」

「天才だな、おまえ」

「貧乏料理の話はどうでもいいの！　庶民は考古学オタクでしょ、って話よ」

　と、シエラが陣じんをビシッと指さした。

「考古学オタクの庶民なら、世界史はバッチリよね？」

「まあ、日本史に比べりゃな。地理・政経・日本史・世界史で一番難易度高いのは、日本史らしいしな」

「じゃあ、当然プロイセンの宰相ビスマルクが『愚者は経験に学び、賢者は歴史に学ぶ』と言ったことばは知ってるわよね？」

「それと、他人を召使サーバント呼ばわりするなって話と、どうつながってくるんだ」

「過去、被支配者層が支配者層に盾突いて、ただで済んだためしは無いじゃない？　ならば、召使が召使と呼ばれてそれに異議を唱えるなんて、自分で自分の首を絞めるようなものなのよ。召使はおとなしく召使の地位に甘んじているのが一番平和なの、いわゆる『奴隷の安楽』ということよね」

「要約すると、『文句があるならベルサイユへいらっしゃい』ってことだな」

「誰だれがマリー・アントワネットよ」

「惜しい、ちょっと惜しい」

　正解は「ベルサ○ピユのばら」のポリニャック伯夫人のセリフである。

（まああれだ。プリプリがプリティプリンセス＆サーバンツの略でなく、座ざ堂どうの怒りっぽい性格をあらわす擬音だとすれば、それはそれで納得だな）

　口に出すとシエラが絶対ほんとにぷりぷりするので、陣は心の中でだけつぶやいた。

「そうそう、忘れてたわ。香か住すみさんに電話するんだった」

　シエラが携帯電話を再び操作しようとしたとき、

『ハムハム　ラビラビ♪』

　携帯電話から可愛かわいい声が聞こえてきた。シエラが軽音楽コンクールで歌ったときの歌声だ。

「あら、先にかかってきたわ」

　シエラが携帯電話の画面を見る。陣は呆あきれて、目を点にした。

「おまえ、マイ着うた作ったのかよ！」

「ステキでしょ。夏休みの間に、百万ダウンロード突破したんですって」

「しかも配信してたのかよ！　まさに金持ちの道楽だな」

「静かにしてよ、香か住すみさんからよ」

　シエラは唇に人差し指を当てて「しー」と言ってから、携帯電話の受話ボタンを押して、耳に当てた。トーレムは携帯電話にぶら下がったまま、疲れてもう眠っていた。

『あー、シエラ様！　起きられてましたっ？』

　愛あい花かは、朝からけっこう高いテンションだ。シエラは、ふふっとほほえむ。

「おはよう、香住さんは元気ね。ゆうべ、ちゃんと寝られたの？」

　陣じんは、シエラの横顔を見つめた。彼女の傍若無人な本性を知っている陣ですら、その素晴らしい猫っかぶりモードの、優しくて上品なお嬢様ぶりには胸がどきんとしてしまう。

『はいっ、毒どく呂ろ先輩や本ほん田だ先輩に手伝ってもらって宿題も全部できあがりました！』

　愛花の元気いっぱいの声が、陣にも聞こえてくる。

「良かったわ。浴衣も縫えたわよ」

『わああっ、ありがとうございますっ！　シエラ様が縫ってくださった浴衣、一生家宝にします！』

　本当はトーレムが縫ったのに……と言いたそうに、陣がシエラをジト目で見つめた。シエラは華麗に無視する。

『あの、愛花、コンビニで皆さんの朝ごはん買ってきたんです。セレブでグルメなシエラ様のお口には絶対合わないと思いますけど、良かったら食べてください。おにいちゃんも書庫にいるから、これから呼びに行きます』

「えっ？」

　シエラは、焦って陣のほうに目を向ける。

「い、いいわ、わたしが呼びに行くわ。そこで待っていてね、いいわね！」

　シエラは電話を切って、陣に視線を向ける。

「聞いてたわね？」

「うん」

「と、いうわけで。みんなの所に行っても、わたしといっしょの部屋で寝ていたなんて絶対に言わないでよね、いいわねっ！」

　そう言い捨てると、シエラはさっさと書庫を出ていった。

「……勝手な奴やつだな」

　二学期早々、相変わらずのシエラのペースに疲れて、陣はふーっとため息をついた。

　自分も書庫を出ようとして、ふと陣は気づく。書庫の窓辺に、長なが椅い子すが置いてあった。寝そべりながら本を読めるようになっているのだろう。

「座ざ堂どう」

　陣じんが、廊下をずんずん歩いていくシエラを呼び止めた。くるり、とシエラが振りかえる。

「何？」

「聞き忘れてたけど……おまえ、なんで俺おれの机に寝てたんだよ」

　そう問われて、シエラの白い頬ほおがぽんっと赤くなった。

「べ、別に庶民がいたから寝たわけじゃないわよ、何勘違いしてるわけっ？　机が一個しか無かったから、仕方なくに決まってるでしょ？　それとも、机から蹴けり落として床で寝かせて欲しかった？」

「たしかに、いつもの座ざ堂どうなら絶対に蹴り落としてるよな。それ以前に、硬い机よりずっと寝心地の良さそうな長なが椅い子すが窓際にあるのに、なんでそっちで寝なかったんだ？」

　陣のつっこんだ質問に、シエラは怒ったような顔でうつむいた。

「そ、それは……」

　白い顔が、真っ赤になっている。何て答えるんだろう、と陣が待っていると、シエラは真っ赤な顔をキッと上げ、拳こぶしをぎゅっと握って、大きな目で陣をにらんだ。

「だって……お化けが出るじゃない！」

「は？」

　陣はすっとんきょうな声を上げた。冗談かと思ったが、シエラの目はあくまでも真剣だ。

「お化……け？」

「知らないの？　窓際で寝るとお化けが来るのよ！」

「それ小学校の修学旅行で聞いたなあ」

「わたしはいわゆる『歩く身代金』だから、誘拐されないように修学旅行には行ったことがないけど、修学旅行関連の知識は本でばっちりなのよ。三人で写真を撮ると、真ん中の人は早死にするとかね」

「それは修学旅行に限らない。っていうか、迷信だ」

「それから、バナナはおやつに入らない、とかね！」

「自信たっぷりに言ってるところ悪いけど、それ遠足だ」

「とにかく！　窓際で寝るとお化けが来るのよ、わかったっ？」

　シエラは腰に手を当てて、ぷんすか怒った。陣は、呆あきれながら窓際の長椅子を振りかえる。

「おまえ……お化けが怖くて、俺の隣で寝てたわけか」

　シエラは赤いままの顔で、くるっと陣に背中を向けた。

「お……おかげで、お化け出なかったわ。このセレブのわたしが庶民なんかに感謝してあげるんだから……ありがたく思いなさい、よね！」

　背中を向けたまま一気に言い切ると、シエラは、廊下をずんずん歩いていった。緊張しているのか、右手と右足が同時に出て動きがぎくしゃくしている。頭からも、今にも爆発しそうに煙がもくもく上がっていた。

「煙がもくもく？」

　陣じんはあわてて目をこする。シエラはもう廊下を曲がっていて、姿が見えなかった。

「何だったんだ、今のは。さっきの湯気といい……漫画的表現ってやつか？」

　それにしても……と、陣は思う。

　猫っかぶりで強がりのシエラの性格からすると、お化けが怖いと他人に告白することも、怖いからいっしょに寝てくれと頼むことも、まずありえない。夏休みが終わって、距離が少し縮まったのかな……と、陣は感じた。

（けど……俺おれの記憶がたしかならば、座ざ堂どうはこの夏休み、中国で動く兵へい馬ば俑ようと戦ったり、世界を破壊しようとする恐怖の大魔王みたいなやつと戦ったりしたはずだよな。そっちのほうが、たぶんお化けより百万倍怖いような気がするんだが……初めて会ったころにお化けが怖いって言ってたけど、まだ怖かったのか）

　陣は「ぷっ」と吹きだした。とたんにシエラが、廊下の曲がり角から顔を出して怒る。

「今『ぷっ』って言った人！」

「うわー、地獄耳」

　陣は冷や汗をかいた。

　シエラは怒りながら、再び閲覧室のほうへずんずん歩いていった。

　最後に見せた真っ赤になったふくれっつらが、少しだけ可愛かわいかったな、と陣は思った。猫っかぶりのシエラが、決して他ほかの人間には見せない、飾らない素直な感情である。もちろんそれが少しばかりうるさいときもあるのだけれど、陣は、ちょっと楽しい気分になった。

「さあて、二学期だ！」

　ちょっとだけ涼しい、すがすがしい朝の空気の中で、陣は大きくのびをした。



　閲覧室のほうに移動すると、机の上にコンビニのレジ袋が山積みになっていた。

　お茶とレモンティーとアイスコーヒーのペットボトル、紙コップ、おにぎりとサンドイッチと弁当とスパゲッティ……と、もりだくさんだ。

「うわっ、愛あい花か！　これ、全部一人で買ってきたのか？」

　陣はびっくりして、机の上を見回した。

　陣の幼おさな馴な染じみで妹分の香か住すみ愛花は、春はる紗しや学がく園えん中等部一年生である。くりくりした大きなお目々で身長のちびっこい彼女は、外見は小学生にしか見えない。

　外見は小学生にしか見えない、というと中身は大人かという誤解が生じそうなので念のために注釈しておくと、中身はどう贔ひい屓き目めに見ても幼稚園児である。愛花は、てへへ、と笑った。

「うん、だって朝早すぎてアルフライラは閉まってるし……」

　アルフライラは、学校裏にあるペルシャ料理の食堂だ。

「じゃなくて！　何で俺おれを呼ばないんだよ、重くて大変だっただろ」

　陣じんは愛あい花かの小さな手を両手でつかむ。愛花の柔らかい手のひらに、レジ袋の重さで赤い筋がついていた。そんな陣を、シエラはにこにこしながら見守っている。

「まあ。新あら木きくんはほんとに、香か住すみさんを実の妹みたいに大事にしているのね」

　などとマドンナのほほえみでコメントしているが、心の中はちょっぴり穏おだやかではない。

（庶民ったら、どうして香住さんにばかりそんなに甘いのよ！　わたしだって同じ女の子なのに、ちっともいたわってくれたり優しいことばをかけたりしてくれないじゃない！）

　心の中はプンスカプーなのだが、その原因の百パーセントぐらいは自分の性格と態度にある、ということにはシエラは気づいていないらしい。

　ちなみに、どんなに心の中がぐつぐつとシチューのように沸騰していても、筋金入りの猫っかぶりゆえ、表面的にはマドンナのほほえみがわずかも揺らぐことはない。それゆえに、シエラの寂しさもヤキモチも、陣になかなか気づかれないわけなのだが……。

「夕ゆう也や！　おまえ、愛花一人で買い物に行かせたのかよ！　小さい女の子に重い荷物を持たせて、かわいそうだろ！」

　陣が、机の上に半分突っ伏していた夕也にかみついた。



    

  
    
      



    

  
    
      　宇う多た田だ夕ゆう也やは、陣じんの同級生で「橘たちばな寮りよう」のルームメイトだ。軽音楽が好きで趣味はラジオの音楽番組を聴くこと、得意な楽器はエアギター。陣より背が高く、寡か黙もくな陣に対してチャラチャラした軟派な男だが、なぜか無愛想な陣と気が合っている。

「すまん……寝てて、愛あいちゃんが買い物に行ったの気がつかなかった」

　夕也は半開きの目で、フラフラしながら答えた。目の下には真っ黒なくまができている。

「愛ちゃんって何だ！　愛あい花かの名前は愛花だ、勝手なあだ名をつけるな！　むしろ名字にさん付けで呼べ、なれなれしい奴やつめ！」

「っせーな、おまえは保護者か。耳元で大声出すなよ、寝不足で頭が痛いんだ」

　夕也は顔をしかめて、両耳を押さえた。陣が、愛花に声をかける。

「愛花、夕也に変なことされたらいつでも俺おれに言うんだぞ」

「はいっ、おにいちゃん♪」

「うふふ、新あら木きくんは本当に香か住すみさんのことが大事なのね」

　シエラは、もはやヤキモチを通りこして、ちょっと引いている。微妙に青ざめながら、顔の筋肉の力だけでほほえんでいた。

「安心しろ、誰だれが胸より腹が出た幼児なんか相手にするか」

　夕也はあくびをしながら、愛花が買ってきたごまだれ冷やし中華に手を伸ばす。

　陣は机を両手でバーンと叩たたいて、夕也にどなった。

「愛花は幼児じゃないぞ！　こんなに可愛かわいいのに全然魅力を感じないとか、おまえの視神経は腐ってるのか！」

「おまえ、手を出されたいのか出されたくないのかどっちなんだよ」

　夕也はうんざりしながら、ごまだれ冷やし中華を腕の中にキープしつつペットボトルのアイスコーヒーをコップに注そそぐ。あら、とシエラは部屋の中の人数を数えた。

「毒どく呂ろさんがいないんじゃ……？」

「ああ、毒呂は今日は早く学校に行かないといけないって言って先に帰った」

「そうなの。どうしたのかしら……」

「十三組に転校生だって。あいつ、あの毒舌のくせしてクラス委員らしいから、お世話係なんだってさ」

「まあ、転校生が来るの」

「軽音に引っ張れるようなら引っ張れって言っといたけど、どうなるかな……」

「軽音楽部に？」

「やっぱプロ志向でいくとなると楽器も増やしたいし、ハモリとかもやりたいからさ」

　夕也はため息をつく。陣はジト目を夕也に向けた。

「その前に、おまえがエアギターじゃなくてふつうのギターを弾く練習をすべきだろ」

「いや。ぶっちゃけ、ギターよりベースのほうが簡単だということに俺は気がついた。ギターはコードを覚えないとどうしようもないけど、ベースは弦一本押さえてベンベンしとけば何とかなるだろ」

「おまえ、全世界のベーシストに謝っとけ。それでプロ志向とか語るな」

「俺おれはもともとボーカルなんだよ。女の子がボーカルしたほうが受けるから、座ざ堂どうにボーカルをゆずったけど」

「『バンドメンバー募集』で一番多いのって『ギター・ベース・キーボード・ドラム募集。当方ボーカル希望』だよなあ」

「俺は虚栄心ばっかで無芸な『当方ボーカル』とは違うぞ！　作詞作曲だってするし！」

　夕ゆう也やがぷんぷん怒っている。

　しかし、その作詞作曲したという歌は、詩人ランボーの詩にインスパイアされた『君はランボー・ガール♪　乱暴すぎるぜ♪』というほんとに乱暴すぎる歌だったりする。

「軽音に入りたい子って、多いんじゃないですか？　軽音ガールって流行ってるし、軽音楽コンクールで優勝した壁新聞見て友達もみんな入りたがってたし。なんたって、憧あこがれのシエラ様と同じ部だし」

　と、愛あい花かがたずねた。夕也は、チチチッと指を横に振る。

「残念ながら、実力の無いミーハー部員は要らないんだ。俺たちはプロ志向だからなっ」

「夕也が何にもしないから、それをフォローできるような人材でないと困るってわけだ」

　陣じんが冷静にツッコミを入れた。夕也がかみつく。

「だからっ、作詞作曲とかもするって！」

「そうよ。宇う多た田だくんの曲、わたしはすてきだと思うわ」

　シエラが天使のほほえみで言った。夕也は赤くなり、とろけそうにデレデレする。

「聞いたか、陣。やっぱりセレブにしか俺おれの曲の良さはわからないんだなあ。しょせんおまえは、俺の才能がわからない凡人だってことだ」

　夕也が勝ち誇って、陣のわき腹をひじでぐりぐりとえぐる。

「ってわけで毒どく呂ろが帰るときに、優しくてセレブで美人で可愛かわいい座ざ堂どうによろしくってさ」

　夕也がシエラに伝えている一方で、中等部三年生で図書委員の本ほん田だ聡さと子こが、分厚い革表紙の本を読みながら、ごまだれ冷やし中華の蓋ふたを取って食べはじめた。

「毒呂先輩は毒舌大魔王ですけど、座堂先輩のことだけはいつも絶賛してますものね……ククク」

「あれ？　なんで俺のごまだれ冷やし中華がそこにっ？」

　夕也はびっくりして、目を白黒させる。腕の中にキープしていた冷やし中華が忽こつ然ぜんと消えているのだが、聡子がそれをいつ取っていったのかさっぱりわからない。彼女と夕也は別のテーブルに座っているから、夕也のもとまで来なければ冷やし中華をかすめ取ることもできないはずだ。しかし、聡子は自分の席から一歩も動いていなかった。

「あら、すみません。どなたも手を出されなかったので、誰だれも要らないのかと……」

「い、いや、手は出したけど。思いっきりキープしてたけど……？」

　キツネにつままれたような夕ゆう也やを無視して、聡さと子こは冷やし中華の麺めんをちゅるるんと吸いこんだ。彼女は長い黒髪にメガネで、一見おとなしそうな読書家だが、実はモーゼの十じつ戒かいの石版に封じられていた妖魔ダイモンである。

　十戒の石版が入った「聖櫃アーク」を、陣や考古学者である彼の両親は探しつづけていた。アークは、聡子たちのような十戒の戒いましめを破る聖櫃の妖魔アークダイモンを封印していた。陣じんが一度それを見つけたものの、激しい争奪戦の果てに、今は火山の底で眠っている。聡子はその戦いで人類の味方についたはずだった、が……。

（魔力で好きな弁当を横取りするとは、やっぱりこいつってまだまだ邪悪だよな。『ソロモンの指ゆび環わ』で悪魔でも召喚したのか？　まさか『死者の書ネクロノミコン』で召喚したゾンビじゃないだろうな……食事中に腐った物を召喚されたら不衛生だからな）

　陣は聡子に警戒の目を向け、彼女の手元にある革表紙の本に気づいて注意した。

「本田。おまえ図書委員のくせに、本を読みながら飯食うなよ」

　聡子は、陣から本の表紙が見えないようにパタリと閉じて、ニヤリと笑った。

「あら、すみません。ちょうど面白いところでしたから……ククク」

「何でクククだ」

「気にしないでください……クックッ」

「おまえ、また何かたくらんでないだろうな？」

　聡子はどうも信用ならない。疑わしげな陣を、聡子は涼しい顔でスルーした。

「シエラ様は、どれにされますか？」

　愛あい花かが、シエラに声をかける。他ほかにあるのは、鮭さけ弁当、鶏とりそぼろ弁当、からあげ弁当、カレーライス、カツ丼どん、ハンバーグスパ、タラコスパ……。

「ちょ……ちょっと、人数の割にお弁当が多くないかしら？」

「何言ってるんだ、弁当はみっつめからが本番だろ」

　と、陣が当然のような顔をして言った。シエラが、一気に疲れて額を押さえる。

「あ……ああ、そうだったわね。新あら木きくんルールではそうよね」

「座ざ堂どうが何でもいいなら、前菜におにぎり、サラダとしてレタスサンド、スープとしてカレーライス、魚料理として鮭弁当、メインの肉料理としてカツ丼、デザートにハンバーグスパをいただいていいかな」

「炭水化物いっぱいのフルコースね」

「っていうか、聞くだけで胸焼けしてくるんですけど」

　シエラと夕也が、低いテンションでツッコミを入れた。ふと、シエラが、首をかしげる。

「ところで、スープとしてカレーライス、の意味がわからないんだけど……」

「ははは、世界中の珍味を味わっているはずの座堂なのに、意外にグルメの知識が無いんだな。カレーは飲み物じゃないか」

「食いしん坊的な視点からは、そうなのかもしれないわね……。でも、カレーは飲み物じゃないし、そもそもスープは飲み物じゃなくて食べ物の分類よ」

「俺おれはハンバーグスパがデザートの理由がわからない」

「ははは、夕也もグルメがわかってないな。スパゲティの横のちっちゃい皿にポテトサラダが入ってて、そこにさくらんぼが乗ってるだろ」

「グルメはわかってるつもりだが、おまえの大食いに対しての理解がまだまだ足りなかったのはわかった。ついでに、なんで朝からそんなに胃に物が入るんだよ」

　夕ゆう也やが生あくびをしながら、タラコスパに手を伸ばした。

「なぜか冷やし中華が無くなった今、俺はこれでいい。寝不足で麺めんしか腹に入らない」

　愛あい花かが、残った弁当を数えてシエラを見上げる。

「な、なんだかぼんやりしてるあいだに、どんどんお弁当がなくなっちゃいましたね。からあげ弁当と鶏そぼろ弁当しかありませんけど……シエラ様、どちらにしますか？」

「わたしはどちらでもいいわ。香か住すみさんは？」

「うーん……。じゃ、じゃあ愛花、鶏そぼろ弁当にしていいですか？」

　愛花は、白いごはんの上に鶏そぼろが敷きつめられて塩ゆでのグリーンピースが散らされた弁当を手に取った。シエラは、からあげ弁当を手に取る。

「香か住すみさん、鶏とりそぼろが好きなの？」

「じゃなくて……からあげ弁当って、白いごはんと、からあげが五個ぐらい入ってるじゃないですか」

「ええ」

「だから、からあげ、ごはん、からあげ、ごはん……と食べて行ったら、最後に絶対、ごはんだけ余ったりしちゃいませんか？」

　愛花は思いっきり真剣な表情で言った。シエラは、目が点になる。

「あの……そういうときは、からあげを二口に分けて食べるとか、ここに入っている塩昆布でごはんを消費すればいいと思うんだけど」

「あっ、その手があった！　すごーい、シエラ様！　セレブで美人なのに頭までいいなんて、愛花シビれる憧あこがれるぅ！」

「陣じん。おまえの幼おさな馴な染じみ、もう一回保育園からやり直したほうがいいんじゃないか」

　夕也が呆あきれて、ため息をつく。陣は困惑したように「ははは」と笑った。

　夏休みが終わって、すっかり平和な日常が戻ってきた。まだひとつだけ、心配なことはあったが……。

　学校裏のペルシャ料理屋「アルフライラ」の看板娘、アルフ・シャムシールのことが、陣じんの胸によぎる。彼女は夏休みのあいだに、あれこれ何だかんだあって、まあ要するに意識不明の状態になっていた。

（そうだ。学校の帰りに、アルフライラに寄ってみるか）

　陣はハンバーグスパのさくらんぼを食べながら、そう思いついた。



　陣たちは朝食をとってから自宅や寮に戻り、制服に着替えてめいめい登校した。

　まず教室で宿題を提出し、それから講堂で始業式。始業式は十時で終わってしまった。

「まだ十時か……。今は、アルフライラは昼食の仕込みで一番忙しい時間帯かなあ」

　中庭のベンチに体をあずけて、陣はぼんやりと校舎の時計塔を見上げた。

　夏休みが明けたばかりで、まだ太陽はぎらぎらと真夏の気配を残している。中庭にうっそうと茂る濃い緑の葉陰が、ますます暑苦しい。

「でも……ここで時間をつぶすのも暑いなあ……」

　ため息をついていた陣は、遠くから涼しい声が聞こえていることに気づいた。

「秋しゆう風ふう起おこって白はく雲うん飛とび

　草そう木もく黄こう落らくして、雁がん南みなみに帰かえる

　蘭らんに秀はな有あり、菊きくに芳かおり有あり

　佳か人じんを想おもうて、忘わするる能あたわず」

　陣はそちらに目を向ける。

（漢詩……漢かんの武ぶ帝ていの『秋しゆう風ふうの辞じ』だな）

　陣から少し離れた濃い緑の藤ふじ棚だなの陰に、白いベンチが置かれ、シエラが座って、本を朗読していた。彼女の横顔ははかなげで、木漏れ日が長い髪にきらきらと透ける。

（『秋の風が吹きだして白い雲が流され、草木は枯れて葉が落ち、渡り鳥の雁がんは南へ帰っていく……蘭らんの花や菊の香りにふれるたび、美しいあの人を思いだして忘れることができない』……って意味か。何だか、座ざ堂どうのことをうたってるような感じだなあ……）

　シエラの周りには取り巻きの女生徒が何十人もいて、うっとりと耳を傾けている。

「素晴らしい朗読でしたわ！　まるで一足早く涼しい秋風が吹き過ぎて行ったよう……」

「夏休みのあいだ、ずっとシエラ様の朗読を聞くことだけを楽しみに新学期を待っていましたわ！　もう一いつ篇ぺん朗読してください、まるで心が洗われるようです！」

「ふふ……そんな、おおげさだわ。でもありがとう」

　シエラがたおやかにほほえむ。完全無欠の猫っかぶりであることがわかっているのに、そんな聖人君子なシエラもまたまぶしくて、陣はつい目をそらした。

　陣の前を、男子たちがざわめきながら通りすぎていく。

「うわー、綺き麗れいな声が聞こえると思ったらやっぱり座堂だ」

「上品なセレブのお嬢様なのに、俺おれたち下々の庶民にも気さくに接してくれるよな」

「美人なのに性格も良くて、天は二物を与えまくりだよなあ」

　褒めちぎるにもほどがあるそれらのことばを聞きながら、陣じんはどうしようもないほど、むずがゆくなった。

（やっぱり、座ざ堂どうってすごく人気あるんだなあ）

　浴衣を縫うのをトーレムに手伝ってもらったとはいえ、プチ徹夜明けの状態で漢詩の朗読など頼まれても、ちょっと断りたくなるものだろう。いくら猫をかぶっているとはいえ、嫌な顔ひとつせずそれを聞いてやるなんて、ふつうレベルの猫っかぶりでは不可能だ。

　シエラが陣に目を向けた。別のほうを向いていた陣の視界の端にそれが引っかかって、陣はどきんとする。続いて、陣が胸ポケットに入れていた携帯電話の着信バイブが、

「ブブブブブ！」

　と震えて、彼はますますどっきーんと飛びあがった。

「な……何だっ？」

　陣は携帯電話を手に取る。シエラからのメールだ。

　学園じゅうの憧あこがれであるシエラは、表面的にはあくまでも誰だれに対しても公平平等に付き合っている。したがって、陣にメールを送るときも、人の目を盗んでこっそりなのだ。

「座堂からのメールか。何だ？」

　携帯電話を開くと、

『渡したい物があるから、あとでわたしの家に来なさいよね』

「なんでプンスカプーだ」

　陣は呆あきれて、携帯電話を閉じる。シエラに目を向けると、彼女は何事もなかったかのような顔をして、取り巻きたちのリクエストににこやかに応こたえ、詩の朗読を続けている。

「……ま、ずっとあんなにいい顔してたら、そりゃ疲れて俺おれにはプンスカプーって言いたくなるか。仕方ないな」

　陣はシエラとの付き合いの中で、だいぶ彼女の性格や行動パターンはつかめてきている。

「まあ、愚痴でも聞いてやりましょうか」

　陣は再びベンチにもたれた。シエラが、何だかんだ文句は言っているものの、そういう態度を取るのも結局自分を頼っているからだということが最近よくわかるようになってきて、最近の彼は余裕すら見せている。木漏れ日がとてもまぶしくて、陣は目を細めた。

「あっ、陣！　いた！」

　ぼんやりしていた陣のもとに、夕ゆう也やがやってきた。いつものらりくらりしている彼だが、珍しく血相を変えている。彼の隣には、酷薄な目つきのスレンダー少女・毒どく呂ろ説せつ子こがいた。

　説子は漆しつ黒こくのショートヘアと黒髪色白のゴシックパンク娘だが、いつも毒舌をぶちかましている彼女も、なぜか青ざめている。

「何だ、宿題に抜けでもあったか？」

「じゃなくて！　十三組の転校生が来てないんだってさ」

　と、夕ゆう也やが説せつ子このほうを指さす。説子は、不安そうに胸を押さえながらうなずいた。

「待ってたんだけど、連絡も無いのよ。事故にでも遭あったんじゃないかって心配で」

「心配しすぎだろ。事故なら、警察から連絡が来るしさ」

「そんなのわからないじゃない！　大きな道路で車に轢ひかれて、ふまれてふまれてふまれてふまれて、ペッタンコになって道路と一体化しちゃって、それすらも磨ま耗もうしてしまってたら、誰だれにも気づかれないわよ」

「ちょっと待て、毒どく呂ろ。おまえ、毒舌とは別方向の精神攻撃まで始めたのか」

　陣じんは気分が悪くなり、耳を押さえながら言った。

「何よ、これぐらい。このあいだあたしが見たハトなんてねえ……」

「アーアー聞こえなーい！」

　陣は両目を手のひらでふさぎ、大声で叫んだ。

「陣をいじっていちびってる場合じゃないだろ、毒呂。転校生は携帯持ってないのか？」

　珍しくしっかりした夕也の問いに、説子は首を横に振る。

「持ってないんだって。家がお寺で、携帯は不健全な凡俗の世界への入り口だから持たせてもらってないって言ってたわ」

「すごいな。厳しいを通りこして時代錯誤入ってんじゃないか、江え戸ど時代かよ」

「時代錯誤が古代メソポタミア文明までさかのぼってるおまえに言われたくはないだろうけどな」

　と、夕也が陣に茶々を入れる。説子はひざに手を置いて身をかがめ、うなだれた。

「実家に電話したら、早朝とっくに出発したらしいし……どうしようかしら」

「まあそう落ちこむなって。俺おれもいっしょに探してやるから」

　と、夕也が自分を指さして言った。どこがいいのか知らないが、説子は夕也のことが好きらしい。夕也がどう思ってるのかは知らないし、というか夕也はシエラに憧あこがれているようだが、取りあえず彼が親身になっていっしょに探してくれているので、説子は心配は心配そうだけれども少しばかり嬉うれしそうにも見える。

「ありがと、宇う多た田だ。ヘリウムより軽い奴やつだと思ってたけど、意外なことに思いのほかけっこう頼りになるのね」

「ここは泣いていいところかな？」

「俺もいっしょに探してやりたいけど……」

　と、陣が携帯電話に視線を落とした。

「これからアルフライラに行って、そのあとも約束があるし。ごめん」

「しゃーねーな。じゃ、もう一度裏門のほう探してみるか。表門と間違えて、開かないなーって立ってるのかもしれないし」

　夕ゆう也やが言って、説せつ子こがうなずく。二人は少し歩きはじめたが、夕也がはたと足を止めて、陣じんにたずねた。

「もしかして、陣。おまえ、まさかここで座ざ堂どうウォッチングしたいから協力しない、ってわけじゃないだろうな！」

「何だよ、座堂ウォッチングって」

　陣は呆あきれる。説子は、藤ふじ棚だなのほうに視線を向けてうっとりと両手を組んだ。

「あっ、ほんとだ。あそこに座堂さんいたのね。ほんとにいつ見ても綺き麗れいで清らかで、腐り果て穢けがれきった地上に降りた光の天使のようだわ」

「それと同じ口で、フグが即死するレベルの毒舌を吐けるのが、俺おれには理解できんな」

　つぶやいた陣の肩を夕也がつかみ、人差し指を陣の顔にビシッと突きつけた。

「いいか、座堂は学園じゅうの憧あこがれなんだからな！　だからこの俺も座堂にだけはナンパせずに、友達としての距離を保ってるんだからな！　抜け駆けしようなんて思うなよ！」

「何だよ、抜け駆けって。俺は別に座堂のことなんか、何とも思ってないって」

「何とも思ってないわけがあるか、ルームメイトの俺の目はごまかせないぞ！　前まで座堂のことなんか見えてもなかったのに、最近いつも目で追ってるだろ！」

「め……目で追ってる、か？」

　指摘されて、陣はどぎまぎしてしまう。説子が思い出したように、陣にたずねた。

「ルームメイトと言えば……新あら木きって、二学期からも橘たちばな寮りようにいるの？」

「えっ」

　陣は目をぱちくりする。

「別に離れる予定は無いけど……どうして？」

「ゆうべみんなで宿題をしてたとき、図書館で話してたじゃない。ご両親が考古学の発掘旅行から帰ってきて、しばらく日本にいるんでしょ？」

「あ、うん。珍しい発掘品が多かったから、国から補助金が下りるんだってさ。それで、元の家がまだ空き家だったから買い戻して、当分のあいだ日本で発掘品の分類をするって言ってたな。大学と博物館を行ったり来たり、文部科学省でも仕事があるとか何とか」

「だとすると……新木に家ができたってことでしょ？」

　説子の指摘に、夕也は青ざめ、すがるような目で陣を見つめる。

「あっ、そうか……！　うっかりしてた、じゃあ寮は出ちまうのか？」

「だから出ないって言ってるだろ、今までどおりだよ」

「ほんとか？　家がまたできたんなら、家族と暮らすんじゃないのか？」

「家っていっても、どうせ発掘品であふれかえって俺が横に寝られるスペースも無いし」

「そっかあ！」

　夕也は胸を押さえて、心からホッとした表情になった。

「良かった！　ルームメイトのおまえがいなくなったら、宿題を教えてくれる人間がいなくなるところだったぜ。特に、三角関数と三角関係の違いとかな！」

「三角関数は、自分の力でやれ。三角関係は、なおさら俺おれを巻きこむな」

「そんな冷たいこと言うなよ、俺たち親友じゃないかぁ。あっ、もしかしてそれ、ツンデレってやつ？」

「都合のいいように解釈するな。もう一度言うが、宿題は自分の力でやれ」

「しくしくしく。陣じんがいじめる」

「そっか。新あら木きが寮を出て転校生は宇う多た田だの同室になるのかと思ってたけど、違うのね。それならこれからも軽音の話を口実に、宇多田に電話しても遠慮ないってことね……」

　二人の漫才をよそに、説せつ子こが小さな声でつぶやいた。陣が顔を向ける。

「毒どく呂ろ、今何か言ったか？」

「あっ、ううん！　別に！」

　説子はあたふたと首を横に振り、走りだした。

「そ、そうだ、転校生探しに行かなくっちゃ！」

「あっ、毒呂！　探すの手伝うって言っただろ！　だから新曲のアレンジ頼むな！」

　夕ゆう也やが説子を追いかける。陣は驚いて、目を丸くした。

「また曲作ったのか？　あいつ、宿題はやらないけどほんとに音楽は好きなんだなあ」

　陣は、側そばに落ちていた木の枝を二本拾うと、ドラムのようにベンチを叩たたく。

「俺も、毒呂にアレンジ任せっぱなしじゃなくて、自分で工夫しないといけないかな」

　ぽきり、と枝が折れた。陣は口をへの字にする。

「……でもドラムって、ちゃんとやると難しいんだよな。抑揚というものに縁のない、リズム感のない俺にはちょっと、荷が重いかも……」

　そのとき、チャイムが鳴った。顔を上げると二時間目の休み時間……十時半である。

「ああ。そろそろいいかな」

　陣は立ちあがって、アルフライラに向かった。



　アルフライラは、学校の裏門を出てすぐのところにある。ペルシャ料理屋とはいうが、見た目はふつうの食堂に見える。陣は、横すべりの戸をガラッと開けた。

「ヘイらっしゃい！」

　いきなり、聞き覚えのある明るいはじけるような声が飛んできた。

「……えっ？」

　陣は、呆ぼう然ぜんとする。

　小麦色の肌に黄金のツインテール、健康的でメリハリのある体型の少女が、トレードマークとも言える銀のお盆を片手に立っていた。

「えっ……ア、アルフっ……？　ほんとにアルフなのか？」

「なーに言ってんだい、陣じん！　こんなカワイコちゃん、他ほかに誰だれがいるってのさ！」

　アルフが銀のお盆で、陣の背中をばんばん叩たたく。このざっくばらんでちゃきちゃきな江え戸どっ子テイストは、間違いなくアルフ・シャムシールその人である。

　陣は信じられなくて、目をこすった。

「いや、だって……ゾンビ化の魔法が解けないまま、意識を失ってた、よな？」

「っぽいね。今朝ふつうに起きたら、お父とっつぁんもおっ母かさんも目を白黒させててさ」

　陣の声を聞いて、厨ちゆう房ぼうからアルフの両親、シキーンとシャウカも顔を出した。二人ともペルシャ人だが、ちゃきちゃきの江戸っ子である。

「いよう、陣の字！　すげえだろ、アルフが目を覚ましたんだぜ！　まったく、あっと驚くタメゴローってなもんよ！」

「タメゴローって何なんだよ。でも、とりあえず本気で驚いた」

　陣は、アルフの顔を何度もしげしげと見直した。アルフは赤くなってお盆で顔を隠し、陣の肩をドンと突き飛ばす。

「何だい、いくらあたしが美人だからってそんなに見つめちゃ照れるじゃないか！」

「うわあ！」

　アルフは腕っぷしが強いので、陣はテーブルを巻き添えにしてどんがらがっしゃーんと倒れてしまう。

　朝食にも昼食にも中途半端な時間なので、他に客がいなかったから良かったようなものの、ペルシャ料理店とは思えない食堂テイストの箸はし立てが落ちて、割り箸が床一面に散らばった。

「違う違う！　ふつう昨日まで意識不明だった奴やつがピンピンして店の手伝いしてたら、じろじろ見ちまうだろっ？　どうやって回復したんだよ？」

　陣が、割り箸を拾いながら言った。アルフがきょとんと首をかしげる。

「んーと……お父っつぁんのカレーを食べたからかな？」

「カレー？」

　陣はどうにも納得しかねて訝いぶかしそうにアルフを見つめるが、アルフが完かん璧ぺきに信じこんでいるため、合わせてポンと手を叩たたいた。

「ああ、風邪とかひいてもカレー食べたら治るもんな」

「だろだろ？　カレー最強だよね！」

　アルフは、何の疑問も無くニコニコしている。アルフの母シャウカだけが、

「風邪ひいててよくそんな重いもの入るねえ……」

　とツッコミを入れたが、そのツッコミも少しツッコミどころが違う気がする。

　アルフに合わせてはみたものの、どう考えても魔法がカレーで解けるとは思えず、陣は胸がモヤモヤした。だがニコニコしているアルフを前にすると、あまり難しい顔をして今まで心配していた両親にこれ以上無む駄だな心配をさせてもいけない気がする。

　陣じんは考えないようにして、明るい笑顔を作った。

「とりあえず、アルフが治って良かったよ。ホッとしたらおなかがすいた、シシカバブ定食にしようか超大盛りのスペルシャカレーにしようか、迷うから両方でもいいかな……」

　陣はほんの三時間ほど前に炭水化物のフルコースを食べたはずだが、小さなことは気にしない。ちなみに、シシカバブはペルシャ風の串くし焼やき肉のことである。

「アルフライラで食べるの久しぶりだから、迷うなあ。とりあえず水くれるかな」

「あいよっ、お冷一丁！」

　元気に返事するアルフの姿が嬉うれしい。

「やっぱり、平和が一番だよなあ……」

　懐かしいアルフライラの店内を見回して、陣はほっと一息ついた。



　どんがらがらがらがっちゃーん！



　さっき陣が倒れたときとは比べ物にならないほどすさまじい音が響いて、彼の平和は二秒ぐらいで打ち砕かれた。

「な、何だ何だっ？」

　陣はあわてて、外に飛びだした。事故か……と思ったのだが、見ると一人の少年が立っていた。

　少年の、緑色がかって見えるほどつややかな黒髪の美しさは、とても男のものとは思えない。春はる紗しや学がく園えん高等部の制服を着ているが、何しろ一学年十三組もあるので、面識は無かった。

　少年の足元には、九月だというのに、というか二十一世紀だというのに、ロング学ラン姿の、高校生らしき男二人が倒れていた。片方がリーゼント、もう片方がスキンヘッド。陣は知らないことだが、夏休みのあいだにこの付近をウロチョロしていて、説せつ子この毒舌攻撃に遭あった二人である。

「肩がぶつかったぐらいで難癖をつけるとは、低俗な。他人に喧けん嘩かを売るということは、当然返り討ちにあう覚悟もあるということだよね？」

　少年は、落ちつき払った静かな声でそう言った。

「てっ……てめぇ～！　女みてえな顔して、やってくれやがるのう！」

　リーゼントが立ちあがる。だが、すでに足に来ていて、フラついている。

「女『みたいな』……だと？」

　少年は、リーゼントをにらみつけた。

　彼は陣じんと同学年ぐらいに見えたが、それにしては童顔だし小柄だし、声が高かった。

　アルトの声。まだ声変わりしてないのかな、と陣は思った。ショートカットの髪は、そこらの女の子よりもサラサラとしている。目が大きくて、まつげが長い。

　たしかに「女みたいな顔」と言われても、こんなに綺き麗れいな顔をしているのなら仕方が無い……と陣は思った。ところが、その綺麗な顔に似合わぬ腕っ節の強さで、少年は立ちあがってきたリーゼントの顔面にパンチを入れる。

「摩ま訶か般はん若にや波は……羅らぁぁ――――っ！」

　何となくありがたい感じの怒声とともに放たれたパンチが、彼の数倍もある体格のリーゼントを吹っ飛ばした。

「ぬぐぁぁ！」

　ドシャア、とリーゼントは倒れる。

　少年は、パキパキと指を鳴らした。

「どうした、まだやるかい？　こっちは、転校初日に道に迷って始業式に間に合わなかったんで機嫌が悪いんだ。ちょいと肩がぶつかったぐらいで喧嘩を吹っかけてくれるなんて、憂さ晴らしのサンドバッグに立候補するボランティアかと思ったよ」

「転校初日？」

　陣が眉まゆをひそめる。



    

  
    
      



    

  
    
      　アルフがその後ろから、ひょこっと顔を出した。

「おや、喧けん嘩かだね。あの細っこいの、女みたいな顔してなかなかやるじゃないか」

「喧嘩っていうか、警察呼んだほうがいいレベルじゃないか？」

　と陣じんがたずねるが、アルフはからからと笑って言い捨てる。

「必要ないって。火事と喧嘩は江え戸どの花って言うだろ、もっとやれ！」

　アルフもペルシャ格闘技ズルハネを習得しているだけあって、血の気が多い。これでは話にならない。

「おい、ちょっと！　やめろよ、警察呼ぶぞ！」

　陣が出ていって、少年をはがいじめにした。ふわり、と柔らかい。

「あれっ？」

　陣は目が点になる。今まで、何度かシエラに触れたり抱えたりしてきて、この柔らかさには覚えがあった。

　大男二人をぶっとばすほどの腕力があるのなら、当然その体は鋼鉄のように硬い筋肉に覆われているはずだ。なのに、少年は「シエラのように」柔らかい。

（ま、ま、まさか……女の子だったのかっ？）

　とまどっている陣を、「少女」ははがいじめにされたまま振りかえった。

「おや、同じ制服だね。春はる紗しや学がく園えんの生徒かい？」

（しまった……この状態であわててはがいじめを解くと、意識したと思われてしまいかえってセクハラになる。電車の中でも、うっかり手が女の子の体にさわったとき、あわててうろたえたほうが痴漢と間違えられそうな気がする。ここはクールに、ゆっくりと離れなければ）

「ぼくの名は神じん宮ぐう寺じあすら。君は？」

（自分のことを『ぼく』と呼ぶとは……いわゆる『ボクっ娘こ』ってやつなのか？　そうに違いない。萌もえブームに乗っかってキャラを作ってるんだ、きっと）

「今日から転校してきたんだけれど、道に迷って遅刻してしまってね」

（迷うような道じゃないような……。十三組の転校生ってこいつなのかな？）

「始業式に間に合わなくて学校が終わっちゃったから、困ってたんだ」

（なんで男子の制服なんだろう？　そうか、転校生だからまだ制服が揃そろってなくて、誰だれかに借りたんだな）

「同じ学校の奴やつに会えてちょうど良かった。橘たちばな寮りようというのがどこか知らないかい？」

（転校生の女子が、橘寮に何の用があるんだろう？　ああ、誰か知り合いがいるのかな。この制服も、そいつに借りたに違いない）

「方向音痴には多大な自信があるから、できれば地図を描いてもらえると嬉うれしいんだけど」

（ああ、そうか。橘たちばな寮りようは女子禁制だけど、今は玄関ロビーまでなら入ってＯＫになってるから、あいさつに行くんだな）

　陣じんは何か大事なことを都合よく勘違いしながら、こころよくうなずいた。

「わかった、どうせ方向は同じだから案内してやるよ。俺おれは新あら木き陣」

「本当に？　転校初日から君のように親切な人に出会えてラッキーだよ、新木くん！　これも御み仏ほとけのお導きだ」

「ああ。神じん宮ぐう寺じって、神道なのか仏教なのかって思ってたけど、仏教なのか」

「家が寺でね。ぼくの名前も『阿あ修しゆ羅ら』からつけられたんだ」

「奈な良らの興こう福ふく寺じの阿修羅像かな。阿修羅はもともとインドの男の神だけど、興福寺の阿修羅像は華きや奢しやな美少女の姿に見える。そういえば、凛りんとした目元の美少女ってところが、よく似てるな」

　陣はあくまでも考古学マニアとしてそう評したのだが、美少女と言われた瞬間、あすらの顔がぽっと赤くなった。

「び……美少女なんて、言われたことがなかったよ。お世辞でも……何だか、嬉うれしいものなんだね」

「別にお世辞じゃないさ」

　とは言っても、陣はあすらが思っているように彼女の容姿を誉ほめたわけでもない。考古学マニアとしては当然の、学術的評価というやつである。

「それに……仏教に詳しいんだね。いつも友達には、『神社なら巫み女こさんとかがいて萌もえるけど寺かよ、興味ねー』って言われてたし、ぼく自身実家が好きじゃないから、あんまり詳しく知ろうとしてなかったんだけど……」

「おや。詳しく知りたいのかな」

　陣がニコッと笑った。後ろでようすを見ていたアルフが叫ぶ。

「神宮寺くんとやら、早く逃げな！　眠いうんちく聞かされるよ！」

　アルフはあすらを男の子だと思っているようだ。実際に触れてみなければ、外見だけでは女の子同士でもあすらの性別を判別できないようである。

　陣はくるっとアルフを振りかえって、含みのある笑みをうかべ、「来い来い」と手招きした。

「まあまあ、アルフもいっしょに聞かないか。そもそも『阿修羅』は古代ペルシャのゾロアスター教における光の神にして最高神『アフラ・マズダ』だった。アフラが転じてアスラになったんだ」

「あっ……あたし、店の手伝いしなくちゃ！　じゃっ！」

　アルフはあわてて店の中に引っこむが、うんちくモードに入ったマニアは万軍をもってしても止めることかなわず、陣は語りつづける。

「いっぽうインド神話では『提婆デーヴア』が天をあらわす最高神とされた。それでインド神話ではデーヴァが善神でアスラが悪神、ペルシャ神話では逆にデーヴァが転じたダエワが悪神になっているというわけなんだ」

「す、すごい……！」

　あすらは驚いて、目をきらきらと輝かせていた。

「新あら木きくんって、ものすごく仏教に造ぞう詣けいが深いんだね！　頭のいい男の子って尊敬しちゃうな。君も実家が寺なの？」

「いや、俺おれは考古学に興味があって……特に古代ペルシャとか楔くさび形がた文字とかハムラビ法典とか」

「ハムラビ法典！　知ってる知ってる、『目には目を、歯には歯を』って野蛮な復ふく讐しゆうの代名詞みたいに言われてるけど……実際には『自分がこうむった被害以上の復讐はしてはいけない』っていう、復讐のエスカレートを抑止して社会の安定を保つためのものだったんだよね」

「神じん宮ぐう寺じも詳しいんだな」

　陣じんは感心する。陣がこういう話をして逃走するどころか、返してきたのは男女ふくめて、あすらが初めてだ。

「べ、別に詳しくないよ、新木くんみたいなほんとに詳しい人にそんなふうに言われたら恥ずかしいよ。ぼくはただ伝統とか格式とか、そういうのが好きで歴史をかじってるだけだし、今までまわりにそんな歴史に詳しい人いなかったし……」

「そうなのか？　寺なんかだと、伝統や格式にうるさい人は多そうだけどな」

「たしかにうちの親父おやじはうるさいけど、その方向性が……」

　あすらが言いかけたとき、倒れていたリーゼントとスキンヘッドがむくっと起きあがった。あすらは、振りかえる。

「何だ。せっかくぼくらがアカデミックな話に花を咲かせているというのに、まだやるのかい？」

　怜れい悧りな視線が二人をにらみつける。整った顔立ちの眉まゆをひそめて、まさに奈な良ら・興こう福ふく寺じの阿あ修しゆ羅ら像にそっくりだった。

　顔立ちが美しいがゆえにその視線はなおさらすごみを増し、二人はあわてて土下座する。

「ちっ、違います！　もうギブアップです、失礼を謝罪します、お許しください～！」

　ぺこぺことコメツキバッタのように謝る二人を、あすらが見下ろす。

「ぼくに失礼なことを言ったのを、謝るのか？」

「もっ、もちろんですぅ！」

　リーゼントは半泣きになりながら叫んだ。

「女みたいなんて言って、すみませんでした！　アニキは男らしい男の中の男ですっ、お許し下さいアニキ～！」

「アニキ？」

　ぴくっ、とあすらのこめかみに血管が浮いた。次の瞬間、

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら！」

　あすらの連続パンチが、リーゼントに炸さく裂れつする。陣じんの目が点になった。

（六十四ビート……っ？　すごい、パンチが見えない！）

「どぎゃあ！」

　リーゼントは天高く吹っ飛んで、キラーンと星になった。スキンヘッドが、

「ひゃああっ、お助け～！」

　と、真っ青になって逃げだす。あすらは興奮した気持ちを抑えるように、ふーっと長く息を吐いた。

「この期に及んでぼくに喧けん嘩かを売るとは、つくづく失礼な奴やつだ。せいぜい成じよう仏ぶつするがいい」

「いや……今のって、喧嘩売ってたか？」

「女の子に『女みたい』とか『アニキ』だとか、喧嘩売ってる以外の何物でもないだろうっ？」

　あすらは拳こぶしを握りしめ、悔しそうにぶるぶると体を震わせる。

　いや、見た目だけで女の子と判断するのは難しいっていうかそれは反則だと陣も思ったけれど、余計に怒らせるのは明らかだったので言わなかった。

「それを、うちの親父おやじときたら！　寺の跡継ぎにするために、一人娘のぼくを男として育てたんだ！」

「尼さんでいいじゃないか」

「古い戒律では、女性は僧そう侶りよにはなれないんだ。そもそも女性は穢けがれたものだから成仏することもできず、男に転身してから成仏するというのが仏教の戒律なわけで」

「ああ。すっごい厳格に教義を守ってるんだな。そこが、うちの親父はうるさいけどその方向性が、ってことか」

「だけど、毎年大おお晦日みそかになると晴れ着を着た可愛かわいい女の子たちが、うちの寺に除夜の鐘を突きにくるんだ。ぼくがどんな思いでそれを見ていたかっ！　ぼくだって、可愛い着物やフリフリワンピが着たいんだ！」

「着ればいいだろ」

「着たさっ、だけど……！」

　あすらは唇をかみしめ、うつむいた。

「似合わないんだ……壊滅的に」

「どうして。可愛い顔をしてると思うけどな」

　陣じんは相変わらず客観的に語っているのだが、あすらはまた赤くなった。

「かっ……可愛かわいいくなんか！　ずっと男として育てられたから、男が女装してるみたいな違和感があるんだ。声だって低いし……どう見てもオカマなんだ！」

「そんなことないと思うけどなあ」

「そんなことあるんだよ！　だから、男の服しか着られないんだ……」

　あすらの横顔は、寂しそうだ。陣は、ちょっと可哀かわい想そうになった。

「ぼくだって、ぼくだってふつうの女の子に戻りたいのに……」

「あっ。キャンディーズだな」

「よく知ってるね」

「歴史が好きなんだ」

「それって歴史の範はん疇ちゆうなの？」

　そのとき、

『ハムハム♪　ラビラビ♪』

　陣の携帯電話から着うたが流れる。陣はびっくりして、携帯電話を取った。

「座ざ堂どうか！　わざわざ着うた指定してくるかっ？」

　陣はあすらに「ちょっとごめん」と小声で言って、携帯電話を耳に当てた。



　シエラは、自分の部屋に戻っていた。

　何十人もの使用人を雇っている座堂家は、お城のように広い。シエラの自室もホテルのスイートルームのような豪華さで、天てん蓋がいつきのベッドやゴブラン織りの格調高いソファが置かれている。

　大英帝国の伝統を受け継ぐメイド長のメアリーが持ってきてくれた、サワークリームスコーンとロイヤルミルクティをいただきながら、私服のワンピースに着替えたシエラは携帯電話を耳に当てている。

「もしもし、庶民？」

　シエラの口調は、少しとまどっているようだ。ストラップから外されたトーレムが、カップの中の紅茶を飲もうとしてトポンと頭から逆さに落ちた。あわててカップから脱出し、プルプルと首を振って水を飛ばす。

『どうした、座堂？』

「どうした、ですって？　家に来なさいってメールしたでしょ？」

『あっ。ごめん、ゴタゴタしててまだ行けない』

「何してるの？　『ソロモンの指ゆび環わ』、大急ぎで修理させて出来上がってきたのに」

　シエラは、黄金の指環をつまんで眺める。指環には「ダビデの星」と呼ばれる六ろく芒ぼう星せいが刻まれている。

　六ろく芒ぼう星せいは二つの三角を組み合わせた図形だが、ヘブライ文字のＤダレツトという文字は三角の形をしていて、扉をあらわす。すなわち六芒星は入り口と出口の二枚の扉、封印と解放の魔法を秘めているわけだ。古代イスラエルの王ダビデの名「ＤＶＤ」は、「ＤとＤ」つまり二つの三角なので、それを組みあわせた六芒星がその印章となっている、というのが陣じんの説である。

　難しいことはともかく、この指ゆび環わをはめて魔法のランプをこすれば、シエラが出てくるわけだ。一度溶けてしまったものを、シエラが出入りの彫金師に直させたのである。

『ごめん、もうちょっとかかる。これから人を案内しないといけないんだ』

「案内？」

　シエラは、少しがっかりする。

「そ……そうなの？　今日は午前中で終わりだから、学食も開いていないでしょう？　可哀かわい想そうだから、座ざ堂どう家のシェフの料理をふるまってあげようと思ってたんだけど……」

『座堂家のシェフ？』

　じゅるり、とよだれをぬぐう音がした。陣の反応パターンは、実にわかりやすい。

『あ……でも、やっぱりいい。案内があるから、昼飯時間過ぎると思う』

「わたしが、ごちそうをふるまってあげましょうって言ってるのに？」

『指環を取りにいくぐらい、いつでもいいだろ。別にもう、おまえを呼びだす理由もないわけだし』

「そんなことないわ！」

　シエラが叫んだ。

「ママが急にアメリカにある『シェラザード』本社に行っちゃったの。アメリカがすごい不景気になって会社が大変だから、って。パパもママについて行っちゃったし……」

『えっ、そうだったのか？　じゃあ、また魔神レベルを上げて魔法で金を出せるようにしないといけないってことか？』

「い、いえ。それは大丈夫なのよ、ママの経営手腕はピカイチだから。ただ……わたし、なんだか変なの。今日気づいたんだけど、頭から煙が出るの」

『えっ？』

　陣は、今朝、図書館でシエラの頭から湯気やら煙やらが出ていたのを思いだした。

『あれって漫画的表現じゃなかったのか？』

「何よ、漫画的表現って。どうも、頭に血がのぼると煙が出るみたいなの。パパに聞いたら、魔法書に勝手に高レベルな呪じゆ文もんを書き加えてレベル以上の魔法を無理に使うと、副作用が出ることがあるって」

『もしかして火ボ山ル魔カ法ンの副作用か？』

「だからふだん以上に心穏おだやかに過ごしてるんだけど、もし人前で頭から煙が出たりしたら……セレブの頭から煙なんてありえないわ！　パパは副作用を止める方法はわからないって言ったけど、レベル以上の魔法を無理に使ったのが原因なら、もう一度そのレベルまで魔力を上げ直したらＯＫってことじゃない？」

『でも、たとえば頭が痛いときにアスピリンを飲むと、副作用でジンマシン出るだろ？　頭痛が治っても、ジンマシンはなかなか治らなかったりするけどなあ』

「やってみなくちゃわからないでしょ。他ほかに方法もないわけだし」

『ま、そりゃそうだ』

「というわけで、可及的速やかにわたしを呼びだしなさい！」

『ちょ、ちょっと待てよ、急に言われても……』

『新あら木きくん、友達から？　行かなくていいの？』

　あすらの声が聞こえてきて、シエラはパキーンと凍りつく。

（女の子の……声っ？）

　全身から、サーッと血が引いていったような気がした。ちょっと低い、アルトの声は、大人っぽく聞こえた。

『じゃあ座ざ堂どう、案内が終わったら指ゆび環わ取りにいくよ』

　電話から聞こえてくる陣じんの明るい声を聞くと、何だかムカムカした。頭のてっぺんから、もくもくと煙が湧わいてくる。トーレムがあわてて、右往左往している。

「べ……別にいいわよ。デートで忙しいんでしょ？」

『デート？　え？　何言ってるんだ？』

「庶民のバカ！　もう絶交なんだからねっ、二度と呼び出さないでよね！」

　シエラは涙を浮かべて、携帯電話を投げ捨てた。トーレムがあわてて飛びだし、携帯電話が壊れないようにダイビングキャッチした。

『ぷ……ぷきゅー……』

　トーレムが携帯電話を引きずりながら、シエラを見上げる。

　シエラは手の甲で、目をゴシゴシとこすっていた。頭から出ていた煙も、元気なくぷしゅーっと消えていく。

「何よ……庶民のバカ！　わたしが困ってるのに！　もう呼び出してもらわなくたっていいんだからっ、一人で何とかするんだから！」

『ぷきゅー……』

　トーレムは心配そうに、こんな顔をしていた。



　いっぽう、陣は相変わらず、どうしてシエラが怒っているのかわからない。

「座堂の奴やつ、カルシウムが足りないんじゃないのか？」

「座ざ堂どう……って言うの？　今の子？」

　あすらが、なぜかキラキラと目を輝かせている。陣じんが怪け訝げんそうに彼女を見つめた。

「そうだけど、何か？」

「今の子、絶対すごい美人だろ？　声を聞いたらわかるよ。澄み切ってて声に張りがあって、綺き麗れいなソプラノの可愛かわいい声……Ｃ７ぐらい出せるんじゃないかな」

「Ｃ７？」

「三オクターブ出せそうだってこと」

「神じん宮ぐう寺じ、音楽に詳しいのか？」

「仏教では『御ご詠えい歌か』って歌があるからね」

　あすらは、うっとりして目を閉じた。

「いやーでも、ほんと綺麗な声だったな。まさに理想的な女の子の声だよ、ぼくの憧あこがれドンピシャの声だ。きっとすごい美少女で、すごく性格いいんだろうね」

　客観的に見てすごい美少女であることは否いなめないが、性格は……と、陣は言いたいけれどシエラに知れたらどんな目に遭あうかわからないので、心の中で王様の耳はロバの耳、と叫んだ。

「う、うん。上品で優しくたおやかなセレブのお嬢様で、学園中の憧れ、と言われているようだ」

「どうして伝聞推定形なのさ。よく知ってる友達じゃないの？」

「いやまあ、友達は友達だけど」

「残念だな、遅刻しなければ今日会えたのに。明日を楽しみにするよ、どんな可愛い子だろ。はー、ぼくも早くふつうの女の子に戻りたい。リボンやスカートが似合うような女の子になりたい」

　あすらは夢見るように言った。あまりにも彼女がシエラを誉ほめるので、陣は少々心穏おだやかではなくなった。

（な、なんで胸がザワザワしてるんだよ。神宮寺は女の子なんだから、別にザワザワする必要ないじゃないか。いっ、いや、別に神宮寺が男だったとしても、座堂のことなんかで俺おれがザワザワする必要なんか、これっぽっちも無いんだけどなっ！）

　陣は心の中で叫んだ。アルフが、アルフライラの戸を開けて顔を出す。

「陣、つまんないウンチクはもう終わった？」

「ごあいさつだな」

「昼飯どうする？　まだオーダーしてないけど、お持ち帰りボックスに詰めようか？」

「あ……いや。寮は食べ物の持ち込み禁止だから、いいや。また食べに来る」

「そう？　おなかすかない？」

「アルフの元気な顔を見られただけで良かったよ。じゃな！」

　陣じんがにっこり笑って、手を振りながらあすらとともに去った。アルフは銀のお盆を持ったまま腕組みをして、

「陣の奴やつ……自分で気づいてないみたいだけど、夏休みの旅行でずいぶんたくましい、いい男になったじゃないのさ」

　と、唇の端を少し上げた。



　しかし陣は、どうにも胸にかかった薄黒い霧のようなモヤモヤが晴れなかった。

　さっきはアルフに調子を合わせたけれど、どう考えてもあやしい。アルフの病気は呪のろいなのだから、風邪と違ってカレーで治るわけがない。というか、実際には風邪だってカレーで治すとかありえないし。

「何か裏があるんじゃないか……？」

　そんな疑念も胸に渦巻く。ただ、何の裏があるにせよ、治療法がさっぱりわからなかったアルフが治ったことには変わりないのである。素直に喜んでおいた方がいいのだろうか……それとも、後でとんでもないことが待ち受けているのだろうか。

　あすらと二人で荒あら川かわの堤防ぞいを歩きながらも、陣はずっとそんなことを考えていた。

「あっ……新あら木きくん。ひょっとして、あれが寮かな」

　あすらの声で、ハッと陣は正気にかえった。鬱うつ蒼そうと茂った木々の間に、古びた木造の寮が見えていた。陣は、あわててうなずいた。

「あっ……ごめん、ぼんやりしてた。そう、あれが『橘たちばな寮りよう』だ」

　春はる紗しや学がく園えんには男子寮「橘寮」と女子寮「桜さくら寮りよう」があり、中等部および高等部の生徒のうち、主に実家が遠い者が入寮している。あすらが陣にたずねた。

「寮長が、最初に寮長室まであいさつしに来るようにって言ってたんだけど……」

「寮長が？」

　陣は首をかしげる。

（変だな、女子が玄関ロビーから先に入ってもいいことになったのか？　いや、あの女嫌いの寮長にそれはないだろう。そうか、神じん宮ぐう寺じは寮長の知り合いなのかも。親しん戚せきとか近所の子とかな。転校してきたから知り合いにあいさつしにきたんだな）

　陣は、まだ勘違いして勝手に納得しながら、

「わかった。じゃあ、寮長室に案内してやるよ」

　と、笑顔で言った。あすらは陣の親切が嬉うれしくて、大きくうなずいた。



　二人は寮に入った。まわりの寮生たちは、あすらを見てもただの男子の転校生だと思っていたので、たいして興味も示していない。寮長室に行くと、寮長の近この衛え右う京きようが剣道の竹刀を杖つえ突いて椅い子すに座っていた。どうやら、あすらを待っていたようだ。

「話は聞いている。君が神じん宮ぐう寺じあすらか」

　右う京きようは高等部三年生で、生徒会長にして剣道部部長でもある。背が高く、長い髪をひとつにくくり、端正な顔立ちで目つきは鋭い。寮生たちに恐れられているので、あすらも不安がるかもしれないと考え、陣じんは何となくまだあすらのそばにいた。

「はい、神宮寺です。よろしくお願いします」

　あすらは礼儀正しく頭を下げた。右京の後ろには四人の幹部寮生が立ち、腕組みをしながら威圧するようにあすらを見ていた。右京が、あすらに言った。

「ちょうど一室空いている。一人部屋になるが、構わないか？」

「はい」

「えっ？」

　陣の目が点になる。

（神宮寺が橘たちばな寮りように来たのは、知り合いに会うためじゃなくて、寮に入るためだったのか？　いやでも待てよ、そもそもここは男子寮だし、女子禁制じゃないかっ？）

　どこからツッコミを入れればいいのか、陣はあたふたしてしまう。幹部寮生の一人が傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度であすらの前にずかずかと歩み出て、

「寮則だ。読んでおけ」

　と、わら半紙を綴とじた分厚い冊子を彼女の足もとに放ほうりだした。あすらは、ムッとする。

「何ですか、これは」

　幹部寮生は右京の後ろに戻ろうとしていたが、常に後輩相手に高飛車な態度を取りなれている彼には呼びとめられたのが意外だったのか、不思議そうに振りかえってたずねた。

「寮則だと言ったが、聞こえなかったか？」

「今のが人に物を渡すときの態度だとは思えませんが？」

　どうやらあすらは、かなり血の気が多いらしい。

「ちょっ……神宮寺、やめとけって！」

　陣が制止しようとしたが、その手を振りはらって、あすらは幹部寮生の前に出る。

「先輩後輩といえども節度というものはあるはずです。拾って渡しなおしてください」

「ふん、この寮の寮則を理解していないようだな。上級生は神、下級生は奴隷。下級生は上級生に、滅めつ私し奉ほう公こう誠心誠意仕えるべし！　それが、この橘寮の規則だ」

「それは承諾しかねますね」

　あすらは、幹部寮生が寮則を拾うまで引く気はないらしい。他ほかの三人も、あすらの様子を見てゆっくりと彼女を取りかこんだ。右京が眉まゆをひそめて声をかける。

「おい、きさまら。転校してきたばかりで右も左もわからん奴やつだ、大目に見ておけ」

「いいえ寮長、最初にガツンとやっておくのが大事です。特にこういう、ヒョロヒョロと軟弱なくせに鼻っ柱だけは強い勘違い野郎には、自分の立ち位置をわからせないと」

「上級生が下級生を支配する、それがこの寮の秩序ですからな」

「こいつ、生意気な目でにらんでいるな。どうやら腕に物を言わせんとわからんらしい」

「いいか新入り、『男』たるもの……」

「やばい」

　陣じんがつぶやいた。だが、時すでに遅かった。

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら！」

　あすらのパンチが四人を吹っ飛ばす。

「ぶぎゃあ！」

　四人の幹部寮生は、ある者は天井をつき抜け、ある者は窓から飛びだし、ある者は机の上に落ちて机がまっぷたつになった。

「あーあ……遅かったか」

　陣は額を押さえる。右う京きようは座ったまま、ちょっとびっくりして目を丸くしていたが、やがてフッと余裕の笑みを浮かべた。

「ほう……わたしの幹部寮生四人をいっぺんに倒すとは、女みたいな顔をしてなかなかやるではないか。その腕っ節、わたしの幹部寮生としてやっても良……」

「やばい寮長、逃げろ！」

「女みたい、じゃないっ！　摩訶般若波羅ーっ！」

　陣の制止も間に合わず、あすらがパンチ一発、右京を吹っ飛ばした。まさに名は体をあらわすというか、戦いの神である阿あ修しゆ羅らと同じように好戦的である。陣は、額を押さえた。

「あーあ、逃げろって言ったのに……」

　右京は壁に叩たたきつけられたあと、床に落ちた。彼は鼻血をぬぐいながら、竹刀を杖つえついてよろよろと立ち上がる。

「す……すごいパンチだ。一発食らっただけで足に来るな……。だがきさまが怒るのも当然だ、悪かった。『女みたい』は撤回する。きさまは男の中のおと……」

「待て待てっ、問題はそこじゃないんだよ！」

　もう一発右京を殴ろうとしたあすらを押しとどめながら、陣は言った。

「どこで何が間違ったのか知らないけど……神じん宮ぐう寺じは、女の子だからっ！」

「えっ？」

　右京は驚いて、あすらの頭のてっぺんからつま先まで、しげしげと眺める。あすらは、ちょっと頬ほおを赤らめて陣を見た。

「ありがとう。ぼくを女の子扱いしてくれるのは、新あら木きくんだけだよ」

「女……だと？」

　ぷつぷつっ、と右京の全身にじんましんが吹きだした。

　もともと女嫌いの彼だが、最近、生徒会副会長・氷ひ室むろ江え利り子こと付き合い始めた。その副作用で、他ほかの女子に対する拒否反応がより過敏になってしまったようだ。

「出ていけっ！　橘たちばな寮りようは女子禁制だ！」

「えー！」

　あすらがびっくりして叫んだ。

「だって！　ぼくを男として育てようとする実家にいたくないから、寮がある春はる紗しや学がく園えんに転入したんですよ？　ここを追い出されたら、行くところないじゃないですか！」

「っていうか、そもそもどうして男子寮へ入寮手続きが来てたんだ」

　陣じんの問いに、右う京きようが答える。

「どうやら学生課が、履歴書をパッと見て間違えたようだな」

「ぼくは……いったいどうすれば……」

　がっくりとあすらはうなだれる。

「実家を離れればふつうの女の子に戻れると思ったのに……あんな実家に戻るぐらいなら、いっそひとおもいに切せつ腹ぷくを！」

　あすらは突然右京の机の上からペーパーナイフを取ると、制服の前をガバッと開けてその場にあぐらをかいた。

「うわあああ！」

　右京はあわてて目を覆う。全身のじんましんが一気に倍になった。

　さいわい？あすらは制服の下に固くサラシを巻いていた。サラシを巻いていても胸の形のよさは隠しきれていない。陣は彼女をはがいじめにする。

「なんでそこで切腹だ、極端すぎるだろ！　っていうか服着ろ！」

「放せー！　実家になんか戻らなーい！」

「気持ちはわかるけどさ！」

　陣も、考古学者の両親に勝手に家を売られて帰るところが無くなり、この寮に入った。だから、行くところが無い気持ちはよくわかる。だが、どう考えても切腹は行きすぎだ。ふつうの女の子に戻りたいはずなのに、時代錯誤な親のせいでかなりズレているのだろう。

「……あっ、そうだ。桜さくら寮りように電話して入寮手続きをすればいいじゃないか」

　陣のことばを聞いて、暴れていたあすらがぴたりと止まる。

「……桜寮？」

「女子寮だよ」

「ああ、その手があったんだ！　さすが新あら木きくん、ほんとに頭いいんだね！」

「いきなり寮長室で切腹しようとする奴やつよりはな。っていうか服着ろって」

　陣は目のやりどころに困りながら、あすらがはだけた制服を戻した。あすらが制服のボタンを留めると、右京はホッとして顔を覆っていた手を外した。

「やれやれ、新木の機転のおかげで落着したな。無む駄だに大食らいだと思っていたが、それなりに養分が脳にも回っているようではないか」

　右う京きようの暴言はいつものことなので陣じんはスルーしていた、が、

「まるで新あら木きくんの脳に養分が回っていないかのような発言、失礼千万です！　文武両道ということばがあるでしょう、新木くんは才にたけた真の日本男児です！」

　と、あすらがどなった。外見的にはおとなしめの男子という感じなのに、怒るとまさに阿あ修しゆ羅らのようで、背後に炎のようなオーラすら見える気がする。さすがの右京もとまどった。

「あ、いや……失礼した」

「いちいち怒るなよ。寮ではあいさつみたいなもんだからさ」

　陣がフォローする。あすらは、またもや目を輝かせた。

「君は、何て心が広いんだ。まさに、男が惚ほれる男というやつだね。あ、いや、もちろんぼくは女だから、惚れるとかそういうのは関係ないけども」

　後半、あすらはどぎまぎしてことばがゴニョゴニョしていた。陣は、どうしてあすらがゴニョゴニョしているのか気づかず、きょとんとしていた。

　右京は、携帯電話のボタンを操作して、耳に当てた。女子寮寮長で高等部三年生の雅みやび麗れい亜あが出る。右京とは犬猿の仲だ。

『あら、あなたから電話とは珍しいですわね。今日のお天気は、空から腐った魚でも降ってきますかしら？』



    

  
    
      



    

  
    
      「十五分ほど口論したいところだが今日は我慢しておいてやる。女子寮に空きはあるか？」

『入寮したいんですの？　やはり真性のムッツリスケベだったんですわね』

「口論では済まない気持ちになってきたが、今はそんな場合ではない。入寮希望の女子が間違えて橘たちばな寮りように来たのだ、桜さくら寮りようのほうへ移送したいのだが」

『えー？　桜寮には空き部屋はありませんわよ』

「何っ？」

『夏休みに、幽霊による盗撮騒動がありましてね』

「すまん。何を言っているのか、意味がよくわからんのだが」

『とにかく、今使っていない部屋を全部改装工事することになりましたのよ。だから、空き部屋はありませんの』

「何とかして空けられんのか？　男子寮に女子を置くわけにはいかんだろう」

『あなたのほうで何とかなされば？　寮対決で桜寮が勝利して、橘寮の女子禁制をやめることになったのに、あなた玄関ロビーまでしか女子禁制を解かなかったでしょう？　全面的に女子禁制をやめればいいんですのよ、ホホホ』

「きさま、もしかしてそれが目的で受け入れ拒否しているのではないだろうなっ？」

『女子禁制など、時代錯誤のジェンダー思想ですわ。わたくしは女性差別を撤廃するためならば、どんな手を使っても戦い続けますわよ』

「汚いぞ！」

『強がってないで、女子禁制を解いてしまえばよろしいじゃありませんの。そうすればあなただって、何と言いましたっけ……あのデコメガネの副会長を寮に呼んで、毎日仲良くできるじゃありませんの？』

　麗れい亜あの煽あおりに、右う京きようの顔がボンッと赤くなった。

「ななななな何を言っているのだ！　男女七歳にして席を同じゅうせずと言うだろう、江え利り子こくんとも清らかな関係をだな！」

『あら、〈氷ひ室むろくん〉から〈江利子くん〉に昇格しましたの。あらあらまあまあまあ』

「だっ……黙れっ、もうきさまになど頼まんわ！」

　右京は携帯電話を床に投げつけてブチ壊した。陣じんが、呆あきれて右京を見つめる。

「って……女子寮に頼まなきゃどうするんだよ、寮長」

「はっ……！　しまった、つい熱くなってしまった」

　右京が、迷いながらあすらに視線を向ける。

「女子を入寮させれば女子禁制を解かざるを得なくなってしまい、あの女の思うつぼだ。かと言って、追い出してまた切せつ腹ぷくだと騒がれても困る。どうしたものか……」

　ふう、と右京はため息をついた。あすらも真剣な表情で考えこんでいたが、はっと顔を上げて、ポンと手を叩たたいた。

「そうだ……！　寮長どの、ぼくを『寮母』として雇ってください！」

「寮母？」

「そうです！　学校が終わったら掃除洗濯料理など、寮生のみなさんのお世話をします。これなら寮生として入寮させたわけじゃないから、女子禁制に触れないと思います」

「むぅ……たしかに。『寮母』というだけあって、そこは女性でないといけないわけだしな。それに、掃除洗濯はめいめいで行っているからいいが、料理は今まで中等部生に持ち回りでさせていた。精神修養になると思っていたが、食えないレベルの料理も多かったし、試験前にはサボる人間も多発して、何か対策を考えねばと思っていたところではあった……」

　右う京きようは腕組みをして、考えこむ。

「しかし……きさまに料理ができるのか？」

「もちろんです！　ぼくは男として育てられましたが、ふつうの女の子に戻るのが夢なんです。ふつうの女の子に戻ったら、いつか未来の旦だん那な様のために、綺き麗れいに掃除が行きとどいた部屋と沸きたてのお風ふ呂ろとおいしいごはんを用意して、三つ指ついてお迎えしたいと思って、料理の腕を磨いていたんです」

「ほう！　聞けば殊勝ではないか。今時絶滅危き惧ぐ種のやまとなでしこだな、見た目は男にしか見えないが」

「摩ま訶か般はん若にや波は」

「はいパンチは無し、パンチは無しよ」

　陣じんが、あすらの拳こぶしを押さえた。

　右京はしばらく悩んでいたが、他ほかに方法も無さそうであるし、仕方なくうなずいた。

「よし、不本意ではあるがその案をのもう」

「本当ですかっ？　ありがとうございます！」

「ただし、あくまでも裏方として働け。仕事のとき以外は自室から出るな、寮生には近づくな。やるのは料理だけだ、寮生の洗濯物に触れることも浴室に近づくことも禁止だ」

「はいっ、わかりました！」

「浴室に近づくのが禁止だったら、神じん宮ぐう寺じの風呂はどうするんだ？」

　陣がたずねた。右京は腕組みをして、答える。

「近くに銭湯がある。学校帰りに、買い出しのついでにでも寄ればいい。寮の中で女子に風呂など入られては、劣情を抱くやからが出ぬとも限らんからな」

　そう言ってから、右京の全身に再びぷつぷつぷつっとジンマシンが発生した。どうやら、何か良からぬことを想像したようだ。右京は、自分の頭を拳で連打する。

「うぬぅ、劣情よ去れ！　わが脳内から去れ！」

「なるほど。寮長はムッツリスケベだけあって、人一倍妄想力が激しいからこそ女子を近づけまいとしてたわけだな」

「聞こえているぞっ、新あら木き！」

　右う京きようは陣じんの胸ぐらをつかんで激怒した。あすらは、ちょっと赤くなってもじもじしている。そんなあすらに、右京は視線を向けてどなった。

「ご、誤解するな！　わたしは別にきさまのことを、何も妄想してなどおらんからなっ！」

「は、はいっ、寮長どの。了解であります！」

　あすらは背筋を正して答えた。右京は、ふうとため息をついて、まだ天井に刺さったままの幹部寮生を見まわす。

「まったく……この腕っぷし、男だったらわたしの幹部寮生筆頭に抜ばつ擢てきしたものを」

　右京は、幹部寮生を回収しながらつぶやいた。あすらは陣を見つめて、嬉うれしそうに笑う。

「良かった……！　これで、新木くんに毎日ごはんを作ってあげられるね」

「えっ？」

　陣はうっかり、赤くなった。



　翌朝から、橘たちばな寮りようの食事は素晴らしく豪華になった。

「おはよーございます！」

　食堂に、あすらの明るい声が響く。割かつ烹ぽう着ぎに三さん角かく巾きん、という日本の妻の象徴スタイルのあすらは、おたまじゃくしを片手に味み噌そ汁しるを入れていく。寮生たちはトレイを持って並び、ビュッフェのように並んでいるおかずをトレイに載せていく。

「す……すごい。ダマになってない味噌汁なんて、寮に入ってから初めてだ！」

「朝から焼きジャケが食べられるなんて！　しかも炭になってない！」

「きゅうりとワカメの酢の物だ～、こういうのを求めてたんだよな～」

　寮生たちは感激の涙を流しながら、料理をトレイに載せていく。

　夕ゆう也やの順番が来たとき、彼のトレイに味噌汁を置こうとしたあすらの手を、夕也はガシッと捕まえた。あすらが、驚いて顔を上げる。

「何か用かい？」

「俺おれは宇う多た田だ夕也。昨日十三組のクラス委員の毒どく呂ろといっしょに、君をそりゃあ心配して心配して、探しまくってたんだよ」

「そうだったの。心配かけてごめん」

「いいってことさ。ところで君、料理もうまいけど顔も可愛かわいいね」

「えっ」

「ふつうの女の子に戻りたいって聞いたけど、俺が教えてあげてもいいぜ。手取り足取り、そりゃもー親切に」

　夕ゆう也やが、捕まえたあすらの手に「ＣＨＵ☆」と口づけした。あすらの顔が火を吹いたように赤くなった、次の瞬間。

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら！」

「どぎゃあ！」

　夕也が吹っ飛ばされ、食堂の天井にぶつかって落ちた。あすらは真っ赤な顔でどなった。

「ぼ……ぼくは、将来旦だん那な様になる人にしか体を触らせないんだ！　気安く触るな！」

　夕也はよろよろしながら、側そばにいた陣じんに恨みがましい目を向ける。

「このウソつき野郎！　『男扱いしたら殴られるからふつうの女の子として扱え』って陣が言ったからふつうの女の子として扱ったのに、やっぱり殴られたぞ！」

「おまえの中ではふつうなのか、あれが」

　陣はどんぶり飯に生卵としょうゆをかけながら呆あきれて言った。他ほかの男子たちも、

「あんなに可愛かわいい子と一つ屋根の下だというのに、声もかけられないなんて、蛇の生殺しじゃないか！　むしろこれなら女子禁制にしてくれ～！」

　と、苦く悶もんの叫びを上げている。右う京きようだけが、フフンと満足そうに笑っていた。

（女子を寮に入れるということで心配していたが、杞き憂ゆうだったな。この調子なら、不純異性交遊が起こることも無かろう）

　陣が自分の席でどんぶり飯を食べ終わったころ、あすらがやってきた。隣で食べていた夕也が、ビクッとして身構える。

「なっ、何だっ？　まだ殴り足りないのか！」

「新あら木きくん、これ」

　と、あすらが陣に渡したのは三段重ねの巨大な重箱だった。陣は、目が点になる。

「な……何だ、これっ？」

「お弁当だよ、寮母は寮生のお昼ごはんも作らなくっちゃだから。しばらく短縮授業らしいけど、部活をしてる人もいるからと思って、弁当にしたんだ」

「すげー神じん宮ぐう寺じ、めちゃくちゃ気が利くな。俺おれも軽音楽部の部活があるんだけど、こんな豪華な弁当を今日から食えるのか！」

　夕也も驚いて、まじまじと重箱を見つめる。

「あっ、他の寮生は海の苔り段弁当だから」

　と、あすらがアルミの弁当箱を差しだした。しょうゆに浸した海苔とごはんを互い違いに段にした海苔段ごはんをメインに、卵焼き・ソーセージ・肉にく団だん子ご・からあげ・野菜のフライ・ポテトサラダ・プチトマト……と、たしかに豪華だしおいしそうだが三段重箱とは明らかに差のあるおかずが詰まっている。夕也は愕がく然ぜんとした。

「何なんだ、この差はっ？」

　陣も、困ったようにあすらに言う。

「寮費はみんな払ってるんだから、俺おれだけ豪華ってのは良くないと思うぞ」

「あ！　そう言えばそうだね、ごめん。やっぱり新あら木きくんは公平で公正な大人物だね」

「おい、なんで陣じんばっかり誉ほめられてんだよ」

　夕ゆう也やが不服そうに口を尖とがらせた。



　その日、陣と夕也はあすらを伴っての登校となった。

「助かったよ。ぼく、ほんとに方向音痴で、今日も一人で学校に行く自信無かったんだ」

　あすらはニコニコしながら、荒あら川かわぞいの道を、陣と夕也の後からついてくる。男子としては小柄なあすらだが、女子としては平均的な身長だ。陣が、あすらを振りかえる。

「おい、神じん宮ぐう寺じ。なんでそんなに離れてるんだ？　迷子になっても知らないぞ」

「だって、妻は三歩下がって夫の後を……あ、いや！　女子は男子より三歩下がらなくちゃ、だろ？」

　あすらが、あわてて言いなおす。夕也は何度もあすらを振りかえって、陣にささやいた。

「神宮寺って、古風な奴やつだよなあ……料理もうまいし、なりとことばづかいはアレだけど、ほんと古き良き良妻賢母って感じだぜ。なあ陣、あとで重箱、俺にも分けてくれよ」

「いいよ。俺一人だけ特別扱いじゃ申し訳ないし」

「ほんと、神宮寺っておまえだけ特別扱いだよなあ。あんなに可愛かわいい子なのに、男装のうえ、男ことばが抜け切らないし、男嫌いなんてもったいない……」

「男嫌いでなくても、おまえの超積極的アプローチは、ちょっと内気な女子だとぜったい引くと思う」

「でもおまえは昨日、神宮寺をはがいじめにしたって言ってたろ。陣ならいいのかよ」

「あれは、特別な状況だしさ。俺のことなんて、別に何とも思ってないと思うぞ」

「だって、その重箱は？」

「俺が大食いだから気を利かせたんじゃないのかな」

「そうかなあ……？」

　夕也は腕組みをして、怪け訝げんそうに陣を見る。

「まあいいけどさ。しっかし、神宮寺って、ほんとやまとなでしこなんだよなあ。ちょっと時代錯誤だし、ズレてはいるけど。……うーん、やっぱり気になるよなあ。あんな格好してるけど、今時の男か女かわからないような女子なんかより、ずっと女の子らしいと俺は見たね！」

　夕也が、ちらちらとあすらのほうを見て、いっそう小声でささやいた。

「なあ陣、これは殴られるリスクを冒しても、やっぱ攻略する価値アリだよな？　あ、でも、俺の本命はやっぱ座ざ堂どうだからなあ」

　ぴくり、とあすらの耳が動いた。

「今『座ざ堂どう』って言った？」

　どきっ、と夕ゆう也やが口を押さえる。

「あっ、いやいやいや！　べ、別に神じん宮ぐう寺じを攻略するなんてそんな、めっそうもない！」

「夕也、ビビりすぎ。聞こえてないって」

「寮生たちも今朝、噂うわさしてたよ。『新学期になってやっと座堂さんの顔を拝める、夏休みが明けるのが待ち遠しいなんて生まれて初めてだ』って。女神みたいに綺き麗れいで天使みたいに愛らしく、聖母のように優しい……とも。どんな人なんだろう、ドキドキするよ」

　あすらは頬ほおを紅潮させて胸を押さえる。そのしぐさを見て、夕也がまた陣じんにささやいた。

「なあ。神宮寺って、サラシ巻いてるけど実はけっこう胸あるよな？」

「何だよそれ」

「おまえ見たんだろ？」

「別に興味無いから見てないよ」

「何だってー！　もったいない奴やつだな！」

「何を憤慨してるんだ、おまえは」

　陣には、夕也がじりじりしている理由がいまいちわからない。そんなこんなで二人がもめながら歩いている後ろから、車が近づいてきた。

「プァー！」

　いかにも高級車、という感じの甲かん高だかく割れるような金属質の音色のクラクションが響く。振りかえると、高級なオープンカーに乗ったシエラだった。

「ごきげんよう、みなさん」

　にっこり、とシエラはほほえむ。夕也の目が、一発でハートマークになった。

「ざざざ座堂に声かけてもらった！　神宮寺の胸なんかもうどうでもいい、やっぱり座堂の可愛かわいさは桁けた違ちがいだ！」

「あれ？　ニコライは右腕を折って入院中のはずじゃ……」

　陣は、運転席に座っている銀髪の執事を信じられないように見つめた。青い瞳ひとみに片眼鏡モノクルをはめたニコライは、静かにほほえむ。

「旦だん那な様と奥様がアメリカに発たたれたと聞いて、このニコライ・パブロフ、シエラお嬢様を一人ぼっちにしてはなるまいと、病院から脱走してきたのです」

「いや駄だ目め！　脱走とか駄目！」

「なあに、シエラお嬢様のためなら腕の二本や三本」

「無む駄だに威勢いいけど、二本しか無いから！」

　陣は、まじめそうな顔をして意外にムチャクチャなニコライに、ハラハラしながらツッコミを入れまくる。ニコライは折れた右腕をギプスでしっかり固めて運転しているようだ。

　シエラは、あすらに不思議そうな視線を向けた。あすらは、シエラの前で凍りついたように固まってしまっていたのだ。顔は真っ赤になり、全身は激しく震えている。

「あら……見かけない方だけど、どなた？　何だか体調が悪そうだけど、大丈夫？」

「か……感動した！」

　あすらは、思わずシエラの手を取った。シエラは驚いて、とまどっている。

「何て綺き麗れいなんだ！　こぼれ落ちそうな大きく澄み切った瞳ひとみ、しっとりとつややかな長いまつげ、絹のように白くてきめ細かい肌、川のせせらぎを思わせるサラサラの長髪……座ざ堂どうさん、想像どおりの美少女だ！　まさに、ぼくの理想の女の子だ！」

「ははは。座堂家の大切なお嬢様の手を軽々しく触るとは、許しませんよ？」

　ニコライがにこやかにほほえみながら、座席の下に隠していたサーベルを引き抜こうとする。陣じんがあわててそれを止めた。

「待て待て！　神じん宮ぐう寺じは女子なんだって！」

「えっ……女子？」

　シエラは驚いて、あすらを見つめた。

「だって、男子の制服を着ているし男子寮のほうから歩いてきたのに？」

「女子寮に部屋が無くて、男子寮の寮母として置いてもらっているんだ。掃除や洗濯はいいけど、ごはんとお弁当を作るっていうことで……」

　あすらはシエラを直視するのが恥ずかしくなってきて、頬ほおを赤らめながら視線をそらす。

「ぼくは男として育てられたせいで、男ことばもなかなか抜けないし、女の子の服が似合わないんだ。だから、早く女の子の服が似合うようになって、女の子の服を着られるようになりたいんだよ。座堂さんはぼくの理想の女子だ、ぼくも座堂さんをお手本にして、早くふつうの女の子に戻りたい！」

　それを聞いたシエラは、納得したように何度も何度もうなずいた。

「なるほど、神宮寺さんの声……。昨日、庶み……じゃなくて新あら木きくんが案内するって言ってたのは、神宮寺さんだったのね。ほんとに案内だったのね」

　シエラの表情には、かすかな安あん堵どが含まれていた。あすらが、少しもじもじしながら両手の人差し指を突き合わせた。

「あの、ぼくなんかにお手本にされても迷惑かな。ぼくは全然女の子らしくないし……」

　シエラはそんなあすらを見て、優しくほほえんだ。

「そんなことないわ、神宮寺さん。神宮寺さんは、とっても女の子らしいと思うわよ。だって、男子の制服を着ているじゃない」

「えっ？　ど、どういうこと？」

　あすらが目を白黒させる。シエラは人差し指を立てて、ウインクした。

「スカートが似合わないからズボンにしようとか、ファッションを気にするなんて、思いっきり女の子っぽいんじゃないかしら？」

「あっ！　そうなんだ！」

　あすらが、大きく目を見開いた。

「座ざ堂どうさんみたいに女の子らしい子に女の子らしいって言われるなんて、すごく嬉うれしい」

「さすが座堂さんね。名探偵もかくやと思われる深遠な洞察力に、あたしは感動すら覚えるのを禁じ得ないわ」

　と、不自然なまでにシエラを褒めちぎる声に、陣じんはまた振りかえった。

　ゴシックパンク風に制服を着こなした、無表情で酷薄な目つきの黒髪の少女が、物憂げな姿勢で学生カバンを肩にかけて立っていた。

「あ。やっぱり毒どく呂ろか」

「転校生が男子寮に入ったって宇う多た田だから電話があったから、学校まで案内しようと思って来たのよ」

　説せつ子こは、あすらに手を差しだした。

「こんちは、神じん宮ぐう寺じさん。あたしは毒呂説子、十三組のクラス委員よ」

「昨日は時間内に学校に到着しなくてごめんなさい。携帯も持ってなくて……」

　あすらは謝りながら、説子と握手した。そんなあすらを夕ゆう也やはじっと観察していたが、突然何かに気づいたようにハッと顔を上げ、あすらの肩にポンと手を置いた。

「おい、神宮寺」

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら！」

　ほとんど脊せき髄ずい反射状態で、あすらは夕也にパンチを放った。夕也は吹っ飛んで、荒あら川かわの土手を転がり落ちる。陣はびっくりして夕也を追いかけ、抱き起こした。

「何やってんだ！　わざと神宮寺を触るなんて、おまえには学習能力が無いのか！」

「フッ……フフフ。やっぱりだ。陣、俺おれは原石を見つけたぜ……」

　夕也は陣の手を振り払うと、ゆらゆらと土手を上がってきた。説子が凍りついている。

「ちょ……ちょっと宇多田、歩いて大丈夫なの？　頭ず蓋がい骨こつ割れてんじゃない？」

「神宮寺さん……どうしてそんな乱暴を」

　シエラに問われて、あすらは真っ赤になった。

「ごっ、ごめんなさい！　ぼく、男に触られたら、反射的に拳こぶしが出てしまうんだ！」

「え……もしかして、男嫌いなの？」

　シエラはたずねる。土手を上がりきった夕也が、力をこめて叫んだ。

「男嫌いでもいい！　均一に六十四ビートを叩たたき出すその腕、軽音にスカウトしたい！」

「け、軽音っ？　軽音楽部……のことっ？」

　あすらはとまどう。

「だってぼく、音楽といったら御ご詠えい歌かぐらいしか知らないし。あとは雅が楽がくとか長なが唄うたとか……。軽音楽ってロックンロールとかポップスとかのことだろ？　父さんが軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな敵性音楽だって言って嫌ってて、テレビで聴いててもすぐ消されたからよく知らないんだよ」

「敵性音楽って、また時代錯誤にもほどがあるわねえ。神じん宮ぐう寺じさんのお父さんだけ頭の中はまだ戦時中？　新あら木きの大好物のハムラビ法典よりも古いわよ」

「いや、ハムラビ法典のほうが古いけどな」

　陣じんは歴史マニアとして、取りあえず説せつ子このことばに本気で返事しておく。

「でもたしかに、神宮寺は俺おれなんかよりはずっと素質あると思う。パンチのビートの速さもさることながら、電話で座ざ堂どうの声を聞いただけで声域まで当てたし」

「座堂さんはバイオリンを弾けるからギターも練習して弾けるようになったけれど、新木は宇う多た田だに引っぱりこまれるまで音楽やったことなかったもんね。それが、全く抑揚無く均一なテンポで打つだけのメトロノームとはいえ、いちおうドラムを叩たたけるようになってるわけだし。よっぽどひどい才能でもないかぎり、経験なんてあんまり関係ないわよ」

　と、説子があすらに言った。

「宇多田にいたっては、経験あるはずなのに、エアギターあるいはベースの弦を一本だけ適当なリズムでハジいてるだけだし。そのくせ、入部資格にはうるさいんだから、ほんとに一度鏡でも見てみろって感じだわ」

「今の心をえぐることばにいろいろと複雑な思いはあるが、とにかくこの宇多田夕ゆう也や様のお眼め鏡がねにかなってスカウトされるというのは、ものすごく名誉なことなんだぞ」

「そうそう。他人に厳しく自分に激甘な、人生甘えきってる宇多田がＯＫ出すなんて珍しいのよ」

「毒どく呂ろ。そろそろ泣いてもいいかな」

　夕也が暗い目で説子をにらむ。

「とにかくだ。ドラムが入れば、ギターとベースとボーカルを再編成して新生プリプリができる。六十四ビートのドラムなんてムキムキマッチョマンでもなきゃできねーぜ、絶対迫力あるステージになる！」

　夕也が力説する。あすらは、シエラのほうをちらちらと見ていた。陣は、その視線がふと、何となく気になった。

「ギターって……もしかして、座堂さんも軽音楽部なの？」

「この四人全員そうさ」

　夕也が誇らしげに答え、シエラも遠慮がちにこくりとうなずく。あすらの目が、きらきらきらっと輝いた。

「入るっ！　ぼくも軽音楽部に入る！」

「いきなりだな」

　と、陣は呆あきれた。あすらはシエラを熱いまなざしで見つめる。

「だって座ざ堂どうさんが軽音楽部だってことは、軽音楽部に入れば座堂さんみたいな女の子になれるってことじゃないか。ぼくは少しでも早くふつうの女の子に戻りたい、でもどうせ女の子に戻るなら、とびっきりのレディでマドモアゼルのお嬢様になりたいじゃないか」

「そんな……大げさだわ」

　シエラは困った表情で、手を頬ほおに当てる。だが、説せつ子こもいっしょになってうなずいた。

「そうよ、座堂さんこそ女の子の中の女の子、お嬢様の中のお嬢様だわ。まさに全すべての女の子の理想のお手本とも言えるもの。その座堂さんをまねしようだなんて、あなたなかなか見所があるじゃない」

「毒どく呂ろさんもそう思う？　そっか、やっぱり誰だれが見ても座堂さんって完全無欠の女の子の究極理想形態なんだね。毒呂さんの話を聞いてると、ますます憧あこがれちゃうよ」

　あすらは、うっとりして目を閉じた。

「嬉うれしいな、座堂さんと同じ部に入れるなんて……何だか、座堂さんばっかり見て練習にならなそうだけど」

「ちょっとちょっと、練習もしてくれないと困るわよ。文化祭では、三曲は演やりたいんだからね」

「わかってるよ、毒呂さん。ただ座堂さんがあまりにも美しすぎて、つい浮かれちゃっただけなんだ」

「そ、そんなに誉ほめられるほどじゃ……」

　シエラは赤くなって、困ったような顔をしている。

　たいていシエラは美人だと言われなれているし、猫っかぶりの猫をはがせば「わたしが美しいなんてそんなこと火を見るよりも明らかじゃない？」と開き直りそうなので、誉められたぐらいで困るほど照れることはないはずだ。

　なのに、今は本気で恥ずかしがっている。ほんとうは女の子とはいえ、絶世の美少年にしか見えないあすらに誉められるのはまた少し違うのかもしれない、と陣じんは思った。

（あれ？　何だ、この胸のモヤつきは）

　陣は、不審そうにわが胸を押さえた。



　その日一日、陣はずっと群雲が湧わき上がったような、イラつきというか焦燥感というか、モヤモヤした妙な気持ちを胸にかかえていた。おかげで、あすらがせっかく作ってくれた弁当は授業が終わったあとで完食したものの、どうにも胃が重い。

　いつもは帰る途中でおなかがすくので、アルフライラでおやつがわりのシシカバブ定食を食べる。今日の下校時、あすらは銭湯と買出しのために、陣たちとは別行動を取った。だからアルフライラに寄る余裕はじゅうぶんあったはずなのに、今日は食欲がなくて、直接寮に帰ってきてしまった。

「ふう……。何だかなあ……」

　陣じんは寮の二段ベッドの上段で、ゴロゴロしながらつぶやく。下段で五線譜とにらめっこしていた夕ゆう也やが、顔を上げた。

「二十三回目だ」

「何が？」

「『何だかなあ』がだ。何が『何だかなあ』なんだよ？」

「いや、特に何がどうってわけじゃないんだけど……独り言だから、気にしないでくれ」

「座ざ堂どうが神じん宮ぐう寺じのことをちょっと気にしてたっぽいこと、とか？」

　夕也がニヤニヤしながら顔を上げた。陣は赤くなって、二段ベッドの下段を見下ろす。

「なっ、何だよそれ！　座堂と神宮寺のことが、俺おれと何の関係があるんだよ！」

「さーて？　関係無かったら、そんなムキになることもないと思うけど？」

「別にっ！　俺はムキになってなんかっ！」

「ちょっと静かにしとけよ。アレンジのことで毒どく呂ろに電話かけるんだからさ」

　怒っている陣をのらくらかわしながら、夕也は携帯電話をかける。陣はムカムカしながら、夕也をにらんでいた。

「もしもし、毒呂？　……もしもし？　今どこにいるんだ、電話遠いんだけど？　……え、別にそっちは遠くない？　おかしいなあ……」

　夕也は携帯を見る。アンテナが二本しか立っていない。

「こっちの電波の調子が悪いみたいだ。ちょっと外に出るわ」

　そう言いながら、夕也は部屋を出ていった。

　夕食まで、まだ少し時間がある。陣にはものすごく珍しいことに、まだ食欲がわいてこない。胃がいっぱいというよりも、胸がいっぱいな気がする。

（ふー……どうしちゃったのかな、俺……）

　ため息をつきながらゴロゴロしていると、携帯電話から着うたが流れた。

『ハムハム♪　ラビラビ♪』

「座堂っ？」

　陣は跳ね起きて携帯電話を取った。今まで、そんな気持ちでシエラからの電話を取ったことなど無かったように思った。電話からシエラの鈴を転がすような綺き麗れいな声が聞こえる。

『もしもし、今、庶民二号が出てったでしょ？　わたしもアフタヌーンティーをいただいて一休みしたところだし、今のうちに呼び出しなさいよね』

　その声を聞いて、陣はなぜかホッとした。と同時に、何かが引っかかる。

「って……なんで夕也が部屋を出てったのを知ってるんだ？」

『寮に攪かく乱らん電波を照射して、携帯電話がつながらないようにしたのはわたしだもの』

「なっ？　ど、どこから攪乱電波を照射してるんだっ？」

『東とう京きようの真上にピッタリつけてる軍事衛星よ』

「それ……どっかの国が東京をレーザー攻撃するために照準を合わせてるのかよ」

『座ざ堂どう家がお金の力で買い取ったから、今は大丈夫。セレブはこうして、目に見えないところで社会貢献をしているのよ』

「いや、そういう危険な兵器が座堂の手の内にあることのほうが怖い気もするんだが」

『そんなことよりさっさと呼び出しなさいってば、庶民二号が帰ってきちゃうでしょ！』

　シエラがやいのやいのと騒ぐ。いつもどおりのシエラで、ちょっとホッとする反面、やっぱりうるさい。

「呼び出せって言っても、ソロモンの指ゆび環わが無いだろ」

『あるわよ。庶民の机の引き出しの、ランプの箱の上に置いてあるわ』

「は？」

　陣じんは怪け訝げんそうに、引き出しを開ける。果たしてそこには、いつも陣が魔法のランプをしまっている箱が入っていて、その上に六ろく芒ぼう星せいが刻まれたソロモンの指環が置かれていた。

「どっ……どうして、指環がここにあるんだっ！」

『庶民が取りに来ないものだから、ミハイル・イワノビッチに潜入してもらったの』

「おまえ、いいかげん闇やみの権力を使うのはやめろよ。それに、二度と呼び出すなって言ってなかったか？」

『べ、別にいいでしょ！　早く呼び出しなさいよっ、庶民のくせにご主人様に反論だなんて生意気よ！』

「ごめん。最近俺おれ、ランプの魔神とご主人様と、どっちが偉いのか本気でわからなくなってきてるんだ。良かったら教えてくれ」

『いいわよ。前も言ったけど、魔〈神〉と主〈人〉なら〈神〉のほうが偉いの』

「ありがとう。何だかものすごくすっきりしないけれど、諦あきらめはついたよ」

　つぶやきながら、陣は指環をはめた。座堂家おかかえの彫金師が作っただけあって、前の指環よりもずっとデザインが華やかで、しかも真新しいのでピカピカしている。

　指環をはめた手で黄金のランプをこすると、ぼわんと紫色の煙が湧わき出した。

　煙の中に、紺色のワンピースと白いエプロンドレス、ニーソックスに手袋にヘッドドレス……という、メイド服姿のシエラが現れる。シエラは、なぜか両手にカセットコンロを持っている。シエラの横ではトーレムが、頭の上に鍋なべをかかげていた。

「な、何だ、そのコンロと鍋は？」

「忘れたの？　ランプの魔神は自分の労働で奉仕しないといけないから、お金とか完成品の食べ物は持ってこられないでしょ？　すき焼き運ぼうとしたら、お鍋の中からすき焼きが消えて、付け合せの卵しか残らなかったことがあったじゃない」

「カレーは運べたじゃないか」

「そう。つまりライスに乗ってないカレーは未完成品としてカウントされるのかも、って思いついたのよ。ということで、実験してみたかったの」

　と、シエラはコンロと鍋なべを床に置いた。鍋の中には、レトルトカレーとレトルトごはんが入っていた。シエラは、トーレムとハイタッチして喜ぶ。

「やっぱり！　これなら、持ってこられる料理のバリエーションが増えるわ！」

『ぷきゅー！』

「料理……持ってきてくれるんだ？」

　陣じんは意外そうにシエラを見つめた。シエラはまじまじと見つめられて、赤くなる。

「べっ……別に庶民のためじゃないわよ、勘違いしないでよねっ！　ボルカンの副作用を消すために、魔神レベルを上げるためな――」

　叫んでいる最中に、シエラの頭のてっぺんからぼわんと煙が噴きあがった。陣が、びっくりして目を丸くする。

「うわっ、ほんとに煙が出た！」

「きゃっ！」

　シエラは両手で頭を押さえた。恥ずかしくて、真っ赤になっている。

「変身しても、煙は出るのね……」

「気にしなくても、別段そんなに変じゃないぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      「……ほんとに？」

　シエラは半泣き状態で、涙がにじんだ目で陣じんを見上げた。

「だってギリシャ神話では、知恵と戦の女神アテナは最高神ゼウスの頭から生まれたって言ってありがたがられてるんだぞ。煙だって同じようなものだろ」

「ものすごく自信満々に説明してるけど、残念ながら小難しすぎるうえにこじつけっぽくて、よくわからないわ」

「そ、そうか？」

　陣はとまどう。そんな陣を見て、シエラはクスッと笑った。

「いいわ。庶民がフォローしようとしてくれたってことはわかったから」

　シエラの笑顔を見て、陣は少し胸が軽くなる。

「じゃ、そういうことで協力してもらうわよ。さっそくカレー作るわね」

『ぷきゅー！』

　トーレムも元気いっぱい、カセットコンロにボンベをセットして火をつける。

　シエラが、部屋にある小さな洗面台で鍋なべに水を入れて、コンロの上に置いた。陣は、ハッとしておなかを押さえる。

「あっ、ちょっと待て！　今、食欲が……」

　無い、と言いかけて陣はことばを止めた。昼食以来、あんなに食欲が無かったのに、嘘うそのようにスカッとおなかがすいていた。シエラは水の中にレトルト食品を投入しようとしていたが、不思議そうに陣に視線を向ける。

「？　庶民、何か言った？」

「あ、いや……」

　陣は何度も何度もおなかをさする。どう考えても、どういうわけか、おなかがすいていた。ダメ押しをするように、きゅるるるるー、と胃袋が鳴った。

「あら、何か言ったのはおなかだったのね。すぐできるから、ちょっと待っててね」

　シエラが妙に優しい。余計におなかがすいてきた。陣はおなかをさすりながら口を開く。

「あ、あの……座ざ堂どう」

「何？」

　シエラは、鍋の中のレトルト食品を見つめたまま返事する。

「正直、来てくれると思ってなかった」

「べ、別に庶民のためじゃないって言ったでしょ？　副作用をどうにかしたいだけだし」

　シエラはまた少し頭から煙を出しながら、赤くなる。

「……それに……庶民は嘘つきじゃなかったし」

「嘘つき？」

「ご主人様であるこのわたしが呼んだのに来なかったこと……本当に、神じん宮ぐう寺じさんを案内してたことがわかったから、まあ許してあげようと思ったのよ」

　主従関係の認識にまだ問題点が残っているような気もするが、陣じんはシエラのそのことばを聞いたとき、ようやく自分の食欲が無かった理由が何となく理解できたような気がした。

「ちちんぷいぷい」

　陣がシエラの背後から、その頭をなでた。これは、シエラの行動に応じて感謝ゲージを上げるための呪じゆ文もんだ。感謝ゲージがたまると魔神レベルがアップして、シエラのポケットに入っている魔法書に呪文が増える。シエラをいったん呼びだしたら、こうして感謝するまで彼女は自分の意志で元の場所に戻ることはできないのだ。

　シエラのヘッドドレスがメーターのように光って感謝の度合いを示し、きらきらとした光がこぼれて全身をおおった。シエラは驚いて、振り返る。

「な、何、まだカレーできてないのに？　それに今、なんだかものすごく感謝ゲージ上がってたんだけど……」

「座ざ堂どうが来てくれたのが、すごく嬉うれしかったんだ。ありがとうな、座堂」

　陣にしては珍しく、素直な気持ちで礼を言った。シエラはどぎまぎする。

「なっ……何よ……変なの」

　怒ったようにそっぽを向いたシエラの頭の上から、煙がもくもく出ていた。そのとき、トーレムがそろそろできたかと鍋なべの中を覗のぞきこんで、愕がく然ぜんとした。

『ぷ……ぷきゅっ、ぷきゅー！』

「ん？　どうしたの、トーレム？」

　シエラはきょとんとしているが、陣も愕然とした。鍋の中には、黄色いドロドロした液体が渦巻いていて、その中にビニール袋が浮いていた。

「ざ……座堂！　おまっ……レトルト温めるの、ビニールの封を切ったのかよ！」

「ふふん、驚いた？　わたしも庶民の食べ物というものを研究したのよ。レトルト食品というものは、封を切らないと食べられないの。知ってた？」

「知ってた。そして驚いた。いろんな意味で」

　得意げなシエラの横から、陣は鍋の中を怖い物見たさで何度も何度も覗いた。

　それでも、おなかはすいている。悔しいことに、シエラがそばにいるだけでどうしようもなくおなかがすいてしまうのだ。

（まあ……カレーリゾットだと思えば食べられないことはないだろう。味が薄い分はコンソメで味を整えて、仕上げにとろけるチーズと乾燥パセリをかけて……おお、想像すると意外にうまそうになってきた！）

　いてもたってもいられなくなって、陣は立ち上がった。

「座堂、ちょっと食堂でコンソメ取ってくる」

　と、陣は部屋のドアを開けた。

　その目の前に、割かつ烹ぽう着ぎに三さん角かく巾きんをしたあすらが立っていた。

「やあ新あら木きくん」

「うわ―――――っ！」

　陣じんは大声で叫んで、あわててドアを閉めた。シエラもびっくりして、あたふたしている。陣は、ドアを背中で押さえながら叫んだ。

「何でここにいるんだ！　寮では寮生と交流を持つな、って寮長に言われてただろ！」

「ご、ごめん。夕飯、何食べたいかリクエスト聞きにきたんだ」

「別に何でもいい！　っていうか、なんで俺おれのリクエストなんだよ！」

「えっと……そのさ。新木くんって、ぼくの理想の旦だん那な様なんだよね」

「な……何っ？」

　陣は耳を疑う。シエラはカレーを混ぜながら、ぴたりと動きを止めた。

　あすらが、ドアの前で胸に両手を置き、夢見るような口調で語った。

「あっ、勘違いしないで。別に、新木くん本人がどうこうって話じゃないんだ。ただ、ぼくはいつかふつうの女の子に戻って、日本の妻として日本男児な殿方と所帯を持つのが夢なんだよ。ぼくが理想とする日本男児というのは、やっぱり無口で寡か黙もくで寡か言げんで硬派で知的でないと。新木くんがぼくの理想にとても近いから、いつかめぐり合う旦那様のための予行演習に付きあってほしいんだ。花嫁修業の一環として」

　あすらに他意は無さそうだが、話を聞いていると陣はだんだん恥ずかしくなってくるし、シエラの頭からはもくもくと煙が上がってくる。トーレムが焦って、

『ぷきゅー！　ぷきゅー！』

　と、ピョンピョン飛びながら陣に知らせた。陣はギョッとして、小声でシエラに言った。

「ざ……座ざ堂どう、煙がすごく出てるぞ！　もう感謝ゲージも出たから帰れるだろ、誰だれかに見られたら二重の意味でやばいだろ」

「やばいって、メイド服を見られること？　頭から煙が出てるのを見られること？　それとも、単にわたしが邪魔だから帰ってほしいだけ？」

「カレー！　カレーがブクブク沸騰してる！　テレビでやってた、溶岩の焼け石を放ほうりこんだ鍋なべみたいに！　あんなに水が入ってたのに、カセットコンロの火力が強すぎるのかっ？」

「わたしよりカレーが大事なのっ？　わたしは食料以下ってわけなのねっ、わーん！」

「そういう問題じゃないっ！　うわあああカレー鍋から黒い煙まで！」

「新木くん、何か焦げくさいよ？　大丈夫なの？」

　あすらがドンドンとドアを叩たたくと、その音に気づいてまわりの部屋からも寮生たちが出てきた。

「うわっ、神じん宮ぐう寺じ！　だめだろ、他ほかの寮生の部屋に来ちゃ！」

「あ、でも割かつ烹ぽう着ぎ、意外に似合うな」

「うん。けっこう可愛かわいい」

「なあ神じん宮ぐう寺じ、一つ屋根の下で暮してる縁で、俺おれと付き合わん？　ふつうの女の子に戻りたいんだろ、いろいろ教えてあげるけど？」

　寮生たちがちやほやとあすらを取りかこんだ。だがあすらは彼らを冷ややかに一いち瞥べつする。

「申し出はありがたいが、必要ない。ぼくの理想の旦だん那な様は日本男児なんだ、軽々しく女子に声をかけたり誉ほめそやすような軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな男子には用が無い」

「おいおい、その理想の旦那様がもしかして新あら木きじゃねーだろーな？」

　寮生たちが、茶化すように言った。だが、あすらは真剣にうなずく。

「そうだ、だから花嫁修業を手伝ってもらうことにした。妻は常に夫の命令に従うべきものだから、今夜何を食べたいのか聞きにきたんだ」

「なんで新木なんだよっ？　日本男児なら、寮長のほうが……まあ寮長は彼女持ちだけど、剣道部部長だし。幹部寮生たちだって、武道の達人ぞろいだぞ？」

　承服できなくて寮生たちは口々にわめいた。あすらは答えようとして、一度頬ほおを赤らめてから、小さな声で言った。

「人間は、自分に無いものを持った相手にひかれるじゃないか。ぼくは腕っぷしの強い男には興味無いんだ。新木くんは、知的で物知りで紳士で尊敬できる」

「ほうほうほう」

　部屋の中であすらのことばを聞きながら、シエラが陣じんに近づいてきた。陣はドアを背中で押さえたまま、焦って人差し指を唇に当てる。

「シッ！　大きな声出したら外に聞こえるぞ、まだ外にいるんだから」

「えーえ、知ってるわよ。よく聞こえてるわよ」

「何をそんなに怒ってんだ？」

「怒ってないわよ！」

　と、シエラは思いっきりふくれている。まさに状態だ。

「庶民って、だいたいが八方美人よね」

「は、八方美人っ？」

「神宮寺さんに限らず、香か住すみさんにだってアルフにだって、夏休みの旅のあいだもいろんな女の子に優しくしてあげてたわよね。いえわかってるのよ、無愛想だけど基本的にはいい人だって。でもこのわたしにだけ妙に冷たいっていうのは、どういう了見なのかしら？」

「何言ってるのか、意味がよくわからないんだが……」

「要するに、魔法書でおしおき処分相当、ということよ！」

　と、シエラはエプロンドレスのポケットから魔法書を取りだした。陣はとまどう。

「え……だって、まだ呪じゆ文もん出てないだろ」

「そのようね。けっこう感謝ゲージが光ったのに呪じゆ文もんが出てないってことは、やっぱり半調理品で稼いだ感謝ゲージの有効性は低いということみたいだわ」

「じゃあ、おしおきとか言っても魔法使えないじゃないか？」

「でもないわ」

　そう言うと、シエラは状態のまま、陣じんの頭を魔法書の角でごんごん叩たたいた。

「えい！　えい！　えい！　おしおき！　おしおき！　おしおき！」

「いて！　いて！　いて！　おまえ、使い方間違ってる！　っていうか、おまえの下手な魔法より攻撃力が高いのはどういうことだ！」

　見ていたトーレムが、びびって冷や汗を流している。

『ぷきゅー！　ぷきゅー！』

　トーレムがあわてふためいて、必死にシエラの頭の上を示した。煙がますます激しく噴き出している。今にも爆発しそうだ。陣は真っ青になって叫んだ。

「おいっ、座ざ堂どう落ち着け！　爆発しそうだぞ、火山っていうのは爆発したら山が半分ぐらい吹っ飛んだりするんだぞ？　これって、爆発したらおまえの脳みそが飛び散るとかそういうスプラッターな状況になるんじゃないのか！」

　その瞬間、



「ちゅどん」



　短い爆音とともに、カレー鍋なべが爆発した。真っ黒にこげたカレーが部屋じゅうに飛び散り、カレーだらけになる。

「……えっ？」

　陣はびっくりして、カレー鍋を振りかえった。

「そうか……！　おまえの頭が爆発するんじゃなくて、近くにあるものが爆発するんだ。だから、あんなに水が入ってたカレーが、あっという間にブクブク沸騰してこげたのか」

「じゃあ……下手したら、そばにいる人間が爆発したりしちゃうってこと？」

「さあ。どういう基準で爆発するのかは、今のところわからないけど」

「ちょっと、最悪！　頭から煙が出るだけでも最悪なのに、爆弾魔か殺人犯になっちゃうなんて！」

　シエラは頭を抱える。そのとき、ドアがドンドンと激しく叩かれた。

「新あら木きくん！　今の音は何、大丈夫っ？」

　あすらが心配そうに叫ぶ。周りの寮生たちも、いっしょになってドアを叩きはじめた。

「新木のやつ、いつも一人で部屋の中で騒いだり迷惑なんだよな！」

「何か危険物を持ちこんでるのかもしれないぞ？　寮長の前に引っ張り出せ！」

　ドカンドカンと、ドアを蹴ける音もする。陣じんが、シエラに叫んだ。

「座ざ堂どうっ、早く逃げろ！」

「わ、わかったわよ！」

　シエラは、ドロンと紫色の煙に変わってランプの中へと吸いこまれていった。

　その直後、陣の部屋のドアが蹴り破られる。

「おいおい、また俺おれの部屋のドアを壊したのかよ」

　陣は平常心を装いながら、彼らを迎えた。あすらが部屋の中をきょろきょろと見回す。

「カレーの匂におい？　これはいったい……」

「あ、ああ。おやつにレトルトカレーを食おうとあたためてたら、爆発しちまってさ」

「危ねーな！　レトルトの袋に穴開けずにレンジに入れたんじゃねーのか？」

　他ほかの寮生たちは口々に陣を責めるが、あすらだけは心配そうに陣を見上げる。

「そういうことなら台所に来てくれれば、おにぎりでも作るのに。そうか、男子厨ちゆう房ぼうに入らずっていうから台所に来なかったのか？　さすが新あら木きくん、筋金入りの日本男児だね」

「いや、男子厨房に入らずって、俺今、部屋でふつうに料理してただろ」

「そうか！　ぼくの仕事を増やさせまいと、レトルトカレーも爆発させるほど不慣れな料理をあえて自分で作ろうとしたのか。さすが新木くん、女性をいたわる日本男児だね！」

「どこからでも誉ほめるな、おまえは」

「よし、今日の夕飯は新木くんのためにせいいっぱい腕をふるうよ！　理想の殿方のためにごはん作ったり身の回りの世話をあれこれ焼くことこそ、女の幸せだものね♪」

　あすらはすごく嬉うれしそうだ。周りの寮生たちが、陣に呪のろいの目を向けている。

（うわー、すごい圧力を感じるなあ）

　陣は弱るが、もう一点、背後からも不穏な気配を感じていた。振りかえると、魔法のランプである。シエラが帰っていったあとだが、まだ紫色の煙がかすかに残っている。この煙が完全に消えるまでの数分間は、シエラがいた場所とランプの間に「ゲート」が繋つながっているわけだ。すなわち、声も届くわけだが……。

　やばい、と陣が直感した瞬間、



「ちゅどどん！」



　爆音とともに、部屋の電灯が割れた。

　夕方とはいえかなり時間が遅くなっていたので、電灯が割れると部屋の中が薄暗くなる。寮生たちが、青ざめて割れた電灯を見あげた。

「なっ、何だっ？　今度は電灯が爆発したぞ！」

「あいたっ！」

　叫んだのは、あすらだ。割れた電灯にさわったらしい。陣じんが、あすらに駆け寄った。

「おい、神じん宮ぐう寺じ！　割れたガラスにさわるなよ、怪我するぞ！」

「だって、片付けないと」

「掃除はおまえの仕事じゃないだろ、俺おれがやるから！」

「危険な仕事を女性のかわりに引き受けるなんて……。新あら木きくんって、ほんとうにどこまでも男らしい日本男児なんだね」

　あすらが、うっとりと陣を見上げる。とたんに、

「ちゅどどどどどばりんばりんばりん！」

　激しい轟ごう音おんとともに、窓ガラスが全部割れた。あすらは悲鳴を上げて、陣にしがみつく。

「わあああ！　ポルターガイストっ？」

「こら神宮寺！　こんな薄暗いところでしがみつくな、足元見えなくて危ないだろ！」

「だ、だってぼくはお化けとか苦手なんだ」

「寺の子だったよな？」

「だから余計に苦手なんだよ、見えちゃうから！」

　割れまくったガラスの破片の中で、あすらは陣にしがみついたまま、本気で怖かったようでしゃくりあげていた。他ほかの寮生たちが、羨うらやましそうにささやく。

「新木はいーなー、男装してるとはいえあんな可愛かわいい娘に抱きつかれて」

「鼻の下伸ばしやがって、エロ新木め」

「鼻の下なんて伸ばしてないっ！　誤解を招くような発言するな、次はこの寮が吹っ飛んでも知らんぞ！」

　陣はどなった。

　が、それ以上「ポルターガイスト」は起こらなかった。部屋の中で大騒ぎしたせいで空気が動いて完全に煙が消え、ゲートが絶たれたのだ。こうなれば陣たちの声はシエラに聞こえないし、シエラの「爆破能力」もこちらに及ばないようである。

（これ……絶対、座ざ堂どうのしわざだよな。いったい何を怒ってるのか知らんが、かなり怒ってるのはわかるなあ）

　陣は、ミサイル攻撃でも食らったかのような室内を見回して、ぞっとする。

　あすらが、陣にたずねた。

「新木くんは……幽霊が怖くないの？」

「当然だろ」

　なぜなら、陣はもっと怖いシエラという少女を知っているから、だが……。その答えを聞いて、あすらはますます尊敬の目で陣を見つめる。

「すごいなあ、知的なだけじゃなく勇気もあるなんて、新木くんはぼくの理想そのままの日本男児だよ。君に会えるなんて、春はる紗しや学がく園えんに転校してきてほんとに良かった」

　あすらはどこまでも無邪気である。

（ふー……。明日の学校がものすごく気が重いのはなぜだ？）

　陣じんは、がっくりとうなだれた。



    

  
    
      




二章　レッツ！　お買い物クエスト





　翌日、一年二組の教室で、陣じんとシエラは何となく緊張した距離感を保っていた。

　陣はシエラが不機嫌だと思っていたから、顔色をうかがうようにちらちらと視線を向ける。シエラはシエラで、陣のことが気になってちらちらと視線を返す。

　でも、お互いに相手に話しかける勇気が出ないまま、三時間目の授業が終わった。この重苦しい空気に包まれたまま、一日が終わるのだろう……と陣が考えていた矢先、

「陣、座ざ堂どう！　新曲できたぜ！」

　夕ゆう也やが子犬のようにすっ飛んできて、片手でシエラの手をつかまえて引っ張りながら、もう一方の手で陣の首に抱きついた。陣もシエラもとまどう。重苦しい空気も緊張感も、共通の友人（しかも思いっきり空気読まなくて鈍感で能天気な）がいると、そんなもの最初から無かったかのように砕け散ってしまった。

「し、新曲って、授業中に書いてたのかっ？」

「宇う多た田だくん、授業はきちんと受けたほうがいいと思うわ」

　今までお互いに話をすることもためらっていた陣とシエラが、二人とも夕也に向かってそう口を開く。夕也は、フフンと鼻を鳴らした。

「鬼勉とか、俺おれのキャラじゃねーしっ。だいたい曲のイメージがわきあがってきたときに、まじめに授業なんて受けてられねーよ。あとは歌詞だけなんだけど、これキュートでポップ的な気持ち少女のキラキラ感、みたいな感じにしたいんだよな」

「夕也、まずは日本語しゃべれ」

「ってことで、女の子に作詞してもらったほうがいいかなと思って。四時間目終わったら、部室のほうで弁当食いながらイメージ詰めない？」

「部室って……音楽室は別の部活が使うんじゃないのか」

「チチチッ。軽音楽コンクールに優勝したから、部室もらえるように校長のほうに要望書出しといたんだよ」

　と、夕也が人差し指を横に振りながら言った。宿題をするときは思いっきり腰が重いくせに、こういうことだけはミニマム・ライト級のボクサーよりもフットワークが軽い。

「学校って、三月四月にあちこちの出版社から、うちのを使ってくれって参考書や問題集のサンプルを貰もらうんだって。で、いらないサンプルは倉庫に入れておいたのを、夏休みに大掃除して全部捨てたから、倉庫があいたってわけさ」

「じゃあ、学年末まではそこが部室として使えるのね？」

「吹奏楽部が、でかい楽器の倉庫として使いたいって言ってたらしいけどさ。学校としても、軽音楽コンクール優勝バンドのおかげで校名が有名になっていい生徒集まってほしいじゃないですか、って押しまくったんだよ」

「すごいわ、宇う多た田だくんって交渉上手ね」

「フッ、恋の駆け引きも交渉上手だよ」

　夕ゆう也やが前髪をかき上げ、シエラに迫った。シエラはくすくすと笑う。

「ふふ、宇多田くんは本当に冗談ばかりで面白いわね」

「ショーック！　冗談じゃねーんだけどなあ」

「ありがとう、宇多田くん。じゃあ新あら木きくん、さっそく行きましょうか」

「え？　……あ、う、うん」

　陣じんはシエラの笑顔にとまどいながら、うなずいた。夕也が、こっそり陣にウインクする。

「陣、女の子は笑わせなきゃだぜ。座ざ堂どうのことが気になるのはわかるけど、怖い目でにらんでちゃＮＧだって」

「べ、別ににらんでたわけじゃ……っていうか、別に座堂なんか気になってなんか……」

　陣はあれこれと言いかけたが、何を言っても言い訳っぽかったので、口をつぐんで、

「……いや。ありがとう、夕也」

　と、小さな声でぶっきらぼうに礼を言った。

「もっと感謝しても構わないぜ。宿題見せてくれるとか、そういう方向で」

　夕也は、ニカッと笑って言った。



　新しい部室は、一階の階段の下にあった。階段の下に作られているから、天井が斜めになっている。

　四時間目が終わって陣たち一年二組の三人が部室に向かうと、なぜか部室の前に黒山の人だかりができていた。全員女子である。中等部の女子も混じっていた。

「きゃー、神じん宮ぐう寺じ先輩がこっち見た！　綺き麗れいだし清潔だし、下手な男よりカッコいい！」

「神宮寺さん、演劇部に入らない？　音楽の時間、あなたの歌に惚ほれたの！　その声、その容姿、あなたならきっと素晴らしい男役になると思うわ！」

「神宮寺さんの彼女になりたーい！」

「おいおい」

　陣は真っ青になる。思春期の女の子がハンサム系の同性に恋することは珍しいことではないらしいが、あすらは好きこのんで男役をしているわけではない。むしろ、心は誰だれよりも乙おと女めである。その聖域に踏みこんで、六十四ビートのパンチで吹っ飛ばされた不良を、目の当たりにもしている。彼女らの「賞賛のことば」は、あすらを怒らせかねない。

「おい、こら！　部室の前にたかるなって！」

　あすらが爆発するまえに彼女らをあすらから離そうとして、陣じんは女子たちをかき分けた。すると女子たちは、今度はシエラに気がついて絶賛し始めた。

「きゃああ、座ざ堂どう先輩！」

「いつ見ても綺き麗れい、可愛かわいい！」

「神じん宮ぐう寺じ先輩もかっこいいけど、座堂先輩も可愛い！　まるでタカラヅカの男役と娘役のトップスターみたい！」

「二人が付き合ってくれたらいいのに！　傍はた目めにも麗しいカップルの誕生だわ～！」

　やばい妄想を膨らませはじめた女子までいる。陣の胸が、またちょっとざわついた。

「カ……カップル……？」

「おやおや、可愛いミツバチちゃんたち。君たちが集まるお花は、神宮寺や座堂だけじゃないんだよ？　やはり思春期の女の子ならば、この俺おれの妖あやしいフェロモンに集まってくるのが順当と言うものじゃないのかな？」

　夕ゆう也やが女子たちに色目を使った。あまつさえ、いつもだらしなく何個か開けているシャツの前ボタンを、わざわざ全開にしている。女子たちはピキッと固まって、後ずさった。

「な……何こいつ。イケメンのつもりなの？　キモッ」

「キ、キモッとか言ったか、今っ？」

　夕也はガーンとショックを受ける。

「誰だれがキモいんだっ、言ってみやがれ！」

「キャー！」

　女子たちが、悲鳴を上げて脱だつ兎とのごとく逃げだした。興奮してハアハアと肩で息をしている夕也の背中を、陣がポンポンと叩たたいた。

「よく奴やつらを追い払ってくれた。さすが夕也」

「追い払うつもりで声をかけたわけじゃないんだがなあ……」

「気にすんな。女子に興味のある女子にとって、男子ってのはすべからく不潔でキモくて汚いものなんだよ」

「おまえ、ずいぶん悟りが開けてるのな」

「ピラミッドの落書きに『このごろの若い奴は……』って愚痴が刻まれてたらしい。人間なんて、何千年も変わりゃしないものさ」

　それにしても、と陣は部室の中をのぞきこんだ。十三組コンビの説せつ子ことあすらがもう来ていて、折りたたみテーブルを囲んでいる。説子は苦笑し、あすらは落ちこんでいた。

「宇う多た田だ、ありがと。あの子たち、教室からずっとひっついてて大変だったのよ」

「神宮寺、大丈夫か？」

　と、陣は心配そうにあすらにたずねた。あすらは、ふーっと大きくため息をつく。

「う、うん……大丈夫、別に」

「神じん宮ぐう寺じがブチ切れて、あいつらに六十四ビート食らわせるかと思って心配したぜ」

「男たるもの、女の子に手を上げちゃだめだって父さんに教育されてきたから……」

「神宮寺は女の子だろ」

「あっ！　そ、そうだった！」

　あすらは、ハッとして自分の口を押さえた。

「ああっ、せっかく家を離れたのに、まだ父さんの呪じゆ縛ばくが解けてないんだ！　このままじゃ、ぼくは永遠に女の子の服なんて似合わないんだー！」

　あすらは嘆いた。気の毒に思ったシエラが、その肩を優しく叩たたく。

「大丈夫よ、神宮寺さん。だって神宮寺さんは、とても可愛かわいいもの。すぐに可愛い女の子の服が似合うようになるわ」

「ざ、座ざ堂どうさん……ほんと？」

　涙目を上げてたずねたあすらに、シエラはにこっとほほえみ、うなずいた。あすらは元気が出たのか、頬ほおを紅潮させる。

「座堂さんみたいなとびきりの可愛い女の子がそう言ってくれたら、自信出てくるかも」

「そうよ。座堂さんは美人で綺き麗れいで優しくて最上級の女子だもの。女生徒、女生徒ＥＲじよせいたー、女生徒ＥＳＴじよせいてすとってなもんよ」

　相変わらず、説せつ子こはシエラをもろ手を挙げてのベタ褒め状態である。

　ともあれ、あすらの機嫌が直ったので、陣じんはホッと胸をなでおろした。

「まあ、気にしないことね。転校生が物珍しいだけで、どうせすぐに飽きるわよ」

　と、説子はあすらに言った。その後、入り口のところに立っている陣たちに声をかける。

「三人とも部屋に入ったら？　小さい椅子スツールお店で見つけてきたの、これなら狭い部屋でも五人座れるでしょ」

「うん、小さくてすごく可愛いわ。こういうの、どこで買うの？」

　シエラにたずねられて、説子は答えた。

「駅前の雑貨屋さん。けっこう安いのよ」

「いいなあ。ぼく、おしゃれな店とか全然行ったことがないよ。父さんに、繁華街は物欲と誘惑がうずまいてるから、そんなところに行ったら染まって堕落するとか言われて」

「ほんとに時代錯誤な親だなあ」

　陣は気の毒そうに、あすらに言った。同時に陣の胃袋が「きゅるるー」と鳴り、シエラが笑った。

「新あら木きくん、おしゃべりは後にして先にお昼ごはんを食べましょうか」

「そ、そうだな」

　陣が大食いなのは誰だれもがすでに知っていることだが、子供に向けるようなシエラの笑顔がやたら照れくさくて、陣はつい必要以上にぶっきらぼうに答えた。

　部室はもともと倉庫なので、窓が無い。近くにあるのは視聴覚室と会議室なので、ふだん誰だれも使っていない。これなら、遠慮なく楽器を演奏できそうだ。

　夕ゆう也やが、バインダーから手書きの楽譜を取りだした。

「じゃ、取りあえず食いながら新曲を聴いてもらおうか。忌き憚たんの無い感想を聞かせてくれたまえ、つっても俺おれが泣かないていどにな。特に毒どく呂ろな」

「授業中の内職もほどほどにしないと、そのほうがあとで泣くことになりそうだけどね？」

　説せつ子こが夕ゆう也やから楽譜を受け取って、キーボードで試し弾きする。初見で適当に伴奏コードまで入れてしまうとこが、さすがである。

「へえ……なんかけっこういいじゃない」

　毒舌の説子が、珍しくふつうに誉ほめた。陣じんもうなずく。

「うん、なんかけっこういい。プロっぽい」

「なんていうか、キラキラ感があって元気が出てくるような感じだわ」

「すごいなあ、宇う多た田だくんってこんな曲を作れちゃうんだ」

　シエラとあすらにも誉められて、夕也はすっかり気を良くする。

「ははは、それほどのこともあるからもっと誉めろ」

「調子に乗らないの。いい曲だけどアレンジ次第でクソにもなるんだから、気を抜いてると『吹奏楽部の勘違い女』にせっかくの部室を取られちゃうわよ」

　説子がサソリの針のように鋭く釘くぎを刺し、夕也は「ぐぅ」とうめいた。

　説子はキーボードの「再生」ボタンをポンと押す。

「今の演奏を記録したから、エンドレスで流すわ。これなら食べながら聴けるでしょ」

「今、吹奏楽部の勘違い女って言ってたけど誰のことだよ。何かあったのか？」

　たずねた陣を、説子は鋭い目でにらみつけた。

「あんな女のことを語るなんてお断りよ、舌が腐るわ」

「まあいいや。聞いたら聞いたで、他ひ人とごととはいえあまりにも心をえぐる単語の連続に、一ヶ月ほどは夜中に泣きながら飛び起きそうだからな」

「わあ、神じん宮ぐう寺じさんのお弁当、すっごく可愛かわいい！」

　シエラが、あすらの弁当箱を見て歓声を上げた。弁当箱の中に入っていたのは、桜でんぶを混ぜたピンクのおにぎりにパセリをさして、いちごのような形にしていた。それにウサギ形に切ったウインナーと、フルーツトマトのカップの中に入れたポテトサラダ、オリーブのピクルスといっしょにピックにさしたミートボールである。あすらは頬ほおを赤らめた。

「ざ、座ざ堂どうさんみたいに可愛い人に可愛いって言われると、照れちゃうな」

「俺と夕也の弁当もいちごおにぎりだ」

　陣と夕也が、アルミの弁当箱のふたをパカッと開けた。説子がシエラの前に紙袋を出す。

「座堂さんは短縮授業でお弁当準備してないと思ったから、いっしょに買ってきたの。座堂さんのセレブな味覚に耐え得るかどうかわからないけど、駅前に新しくできたパン屋さんのもちもちフルーツベーグル」

「まあ、おいしそう！」

　シエラは紙袋の中から、たっぷりフルーツとクリームがはさまったピンク色のベーグルを取りだして目を輝かせる。説せつ子こも、嬉うれしそうにほほえんだ。

「座ざ堂どうさんってマリー・アントワネットも裸足はだしで逃げ出すお嬢様なのに、庶民的なものにも気さくに理解を示すところが、本当に育ちが良いって感じだわ。ねえ神じん宮ぐう寺じさん？」

「うんうん！　ぼくも早くふつうの女の子に戻りたいけど、ぜいたくを言うなら、ふつうの女の子じゃなくて座堂さんみたいな女の子になりたい」

「おいおい、座堂ファンクラブの人数が増えてるじゃん」

　夕ゆう也やが呆あきれて、説子とあすらを見比べた。シエラが「あっ」と言って、ポケットから財布を取りだす。

「毒どく呂ろさん、ベーグルのお金は……」

「いいのいいの、あたしのお気に入りだから座堂さんにも食べてもらいたかったの」

　あすらは、横からじーっとベーグルを見ている。シエラが気づいた。

「あ……何かしら、神宮寺さん？　半分いかが？」

「うっ、ううん！　それって、パンなのかドーナツなのかどっちかなって思って」

　それを聞いた説子が、信じられないようにあすらを見つめた。

「ベーグルよ。知らないの？」

「うん。寺の跡継ぎになるために修行と精神修養ばっかりで、テレビも買い物も物欲を刺激して煩ぼん悩のうのもとだって禁止だったから」

「えー！　買い物禁止なら、服はどうしてたの？」

「親が買って来たのを着るだけだよ。だから、女の子の服を一度も着たことがなくて、女装が似合わない体になってしまったんだ」

　あすらが悲しそうにうつむいた。説子がフォローする。

「ま、まあ大丈夫よ！　朱に交われば赤くなるっていうもの、座堂さんといっしょにいればきっと絶世のお嬢様になれるはずよ」

「そ、そうだよね。うん、ぼくがんばる！」

　あすらが嬉しそうにうなずいた。説子はホッとする。

「あ、そうだ。宇う多た田だと昨日電話で話してた新曲の歌詞なんだけど……」

　と、説子はカバンからルーズリーフのバインダーを取りだして、夕也に渡した。

「自信無いんだけど、一応書いてみたわ。少女の初恋の甘酸っぱいときめき感をポップにはじけて、っていうテーマよね」

「おお、お疲れ。見せて見せて」

　夕ゆう也やがバインダーを開いて、詞を読みはじめた。陣じんが横からのぞきこむ。

『腐敗した十字架　朽ち果てた骸がい骨こつが笑う　血塗られた惨劇の夜』

「いきなりとんがってるな」

『初めての恋に心臓は　早鐘のように鳴り響く　狂える死神が打ちつける　墓場のとむらいの鐘のように』

「いや恋は出たけど」

『イェイ』

「取ってつけたようにポップにはじけたな」

「毒どく呂ろ、これはちょっとだめかも……」

　夕也がバインダーを説せつ子こに返す。説子は残念そうに、唇をとがらせた。

「だめかなあ。陳腐なラブソングにならないように、ゴシックパンクを隠し味に使ってみたんだけど」

「塩辛いぜんざい並に隠れてないな」

　陣が空っぽの弁当箱を片付けながら言った。夕也の目が点になる。

「って、食うの速っ！」

「まあ、やっぱり歌詞は、いろんな詩を朗読して深遠な知識を持っている座ざ堂どうさんにお願いするのが一番ってことね。あたしはアレンジでがんばるわ。ということは……あと決めないといけないのは、楽器のパート？」

「神じん宮ぐう寺じはドラムで決まりだろ。つまり陣がギターに異動だ」

「やっぱりそうなるのか？　ギターって難しそうだけど……」

　心配そうな陣の背中を、夕也がばんばんと叩たたいた。

「大丈夫大丈夫！　ギターなんて三個ぐらいコード覚えて適当に弾いてればいいからさ」

「そのコードが難しいから、おまえは弦一本でベース弾いてるんだろ」

　陣は恨みがましい目を夕也に向ける。シエラが、何か言いたそうにもじもじしていた。説子がそれにピンと気づいて、陣に提案した。

「ねえ新あら木き、座堂さんにギターを教えてもらえばいいんじゃない？」

「えっ！」

　シエラの顔が赤くなり、陣も頬ほおが熱くなった。シエラは、あわてて説子にうったえた。

「で、でもわたし、人に教えるなんてそんな……」

「だって今、座堂さん教えたそうな顔してたし」

「べっ、別にわたしそんな……」

「それに楽聖ベートーベンにも匹敵する音楽的才能を持つ座堂さんが先生なら、音楽的素養の欠片かけらもない新木でもものになると思うわ。軽音楽部のために、お願い！」

　説子が両手を合わせて拝みこむ。シエラは、ためらうように陣じんのほうに視線を向けて、頬ほおを紅潮させたままこくりとうなずいた。

「わ……わかったわ。もともとギターはボーカルになる前のわたしのパートだし、わたしが責任持って教えるわ」

「やった！　ありがとう、座ざ堂どうさん！」

「初心者でも、まずは弦二本だけ押さえればＯＫなコードを覚えて、次に小指を使わない弦三本のコードを覚えれば、簡単だと思うの」

「ええーっ、座堂がギターを教えてくれるのかよ！　くそっ、やっぱりギターにすればよかった！　いやでもやっぱりギターは難しいしなあ」

　夕ゆう也やは自分勝手な理由で悩んでいる。説せつ子こが陣に言った。

「とりあえず、学校の裏の楽器屋にギターのピック買いに行く？　形や材質いろいろあるから、自分の好みのを選んだほうがいいわよ。百円もあれば買えるし」

「ついでに神じん宮ぐう寺じの衣装も買おうぜ」

　と、夕也が言った。あすらが驚いて、目をぱちくりする。

「衣装っ？　制服でやるんじゃないの？」

「プリプリはコンサートのときは、メイド服と執事服でやるのがスタイルなんだよ。女子はメイド服、男子は執事服。神宮寺って着やせするタイプっぽいから、メイド服似合うだろうなあ。メイド服って、エプロンドレスの胸元にひそむボリュームがいいんだよな」

　夕也はうっとりしている。が、あすらは青ざめてブルブルッと首を横に振った。

「だっ、だめだめだめ！　ぼくは女装は似合わないんだよ！」

「じゃあ執事服でもいいわよ」

　説子が言うと、あすらはさらに大きく首を横に振る。

「だって執事服は男なんだろ？　ぼくは女だもの！」

「それならメイド服を着ればいいじゃない」

「だって、だって……！」

　あすらはどうしていいのかわからないようすで、頭を抱えている。複雑な乙おと女め心ごころのようだ。シエラはしばらく考えていたが、ポンと手を打って言った。

「そうだわ！　神宮寺さん、女の子の服が似合うようになればいいんでしょ？　じゃあ、まず神宮寺さんに似合う服を探すところから始めたらどうかしら。少しずつ似合う服を増やしていけば、女の子の服の着こなしに慣れてくるでしょ？」

「さすが座堂さん！　その考えは無かったわ、まさに不世出の天才ね」

　説子がシエラを、あいかわらず必要以上に褒めちぎる。

「それじゃ、新あら木きのピックも探しがてら、駅のほうに行く？　ふつうの女の子に戻るには、まず寺の暮らしを忘れてふつうの女の子の暮らしをすべきだと思うわ」

「そうね、神宮寺さんはベーグルも知らなかったんですもの。ファッションとか、スイーツとか……ふつうの女の子っぽい暮らしをすれば、だんだん変わっていけるんじゃないかしら。わたしたちもつきあうから、今日は思いっきり女の子してみましょうよ」

　シエラも熱心に言った。あすらは、頬ほおを紅潮させる。

「ありがとう……座ざ堂どうさんって、ほんとに顔が綺き麗れいなだけじゃなくて心も優しいんだね。ぼく、早く座堂さんみたいに可愛かわいい女の子になりたいよ」

「ちょ、ちょっと待てよ、俺おれはピック一枚買いに行くのに駅前まで出るのかっ？」

　陣じんがあわててシエラたちにたずねた。

「俺はパスだ、一人で学校裏の楽器屋に行って買うぜ。繁華街はゴチャゴチャ人が多くて苦手だ」

「何言ってるのよ、新あら木き。女の子だけで買い物に行かせるつもり？」

　説せつ子こが腕組みをして、ちょっと怒りながら言った。

「男子は当然、荷物持ちについてくるのが常識でしょ？」

「俺はおまえらの奴隷じゃねーぞ！　っていうか荷物持ちってどんだけ買う気だ！」

「まあまあ。こういうイベントを通じて仲間意識が育はぐくまれて、音楽の調和が生まれるってもんじゃないか。つきあえよ」

　と、夕ゆう也やが陣の肩になれなれしくひじを置いた。



　結局、制服でウロウロしていると警察に声をかけられたりするし、変な援助交際目的の男に声をかけられても嫌なので、いったん家に帰って着替えてから、駅前の○マルイの前の歩道橋の上で待ち合わせることになった。

「暑いなあ」

　晩夏の日ざしが容赦なく、歩道橋をじりじりとあぶっていた。

　橘たちばな寮りようの三人が、最初に到着していた。陣はシンプルにＴシャツとジーンズだが、夕也はブーツと黒いズボンの上に開かい襟きんシャツをダボッと羽織り、ジミ・ヘンドリックス風の銀色のリングを飾った黒いトップハットをかぶるという、思いっきり気合いを入れた格好だった。あすらは、ハーフパンツにぶかっとしたパーカーを着ていた。

「夕也、その格好暑くないか？」

　陣が呆あきれてたずねると、夕也は鼻で笑った。

「暑さよりもかっこ良さを取るのが、伊だ達て男おとこってもんだぜ。今日のファッション、キマってるだろ？」

「うん、逆かっこいい。むしろ潔いさぎよい」

「泣くぞ」

　夕也は陣をにらんだ。が、陣が言ったとおりかなり暑いようで、流れる汗が頬からぽとぽとと落ちて服をぬらす。夕也はあわててポケットからウエットティッシュを取りだし、こまめに顔や首すじを拭ふいた。

「おっと、やべーやべー。座ざ堂どうとプライベートで会えるなんてめったにないんだから、汗ばんだところなんか見せられねーぜ。いいカッコしとかないとな」

「座堂相手に、そんなに意識するものなのか……？」

　陣じんは首をかしげる。そのとき、あすらが「あっ」と言って歩道橋の向こうを指さした。

「座堂さんが来た！　毒どく呂ろさんもいっしょだ」

　陣が視線を向けると、たしかに二人が歩いてきていた。説せつ子こが少し先を歩いて、シエラを案内しているように見える。

　ゴス風のファッションをモットーとする説子は、今日は黒地に巨大な白いドクロが描えがかれたノースリーブワンピに黒いスパッツを合わせていた。肩にかけた黒い大きなトートバッグには、クモの巣とクモが白く描かれている。

　シエラはフェミニンな花柄のチュニックとレースで飾られた短いスパッツ、バッグは花飾りのついた麦わらのポシェットと、軽やかだ。

「遅れてごめんごめん、座堂さんがタクシーを降りたあと迷子になったって携帯に電話が入ったから探しに行ってたのよ」

「ごめんなさい。待ち合わせの『○マルイ』っていうお店を探していたんだけれど、どこにも無くて……」



    

  
    
      



    

  
    
      　シエラが謝った。夕ゆう也やは眉まゆをひそめる。

「そんなにこの場所、難しかったかな？　建物の横に思いっきり書いてるじゃないか」

「え？　あれは『おいおい』でしょ」

　シエラは真剣な表情で言った。夕也が指さした建物には「○Ｉ○Ｉマルイ」と看板が出ている。

　夕也と説せつ子こが、驚きよう愕がくした。

「『おいおい』って……まさにおいおいだぜ、あれで○マルイって読むんだって。座ざ堂どうは聡そう明めいなお嬢様でありながら、ちょっと天然なところがたまらずキュートだなあ」

「さすが座堂さんだわ。ふだんパリのオートクチュールの服しか買わないから、○マルイを知らなかったのね。まるで、『ローマの休日』でオードリー・ヘップバーンが演じる、俗世間を知らない純粋な王女様みたい。ますますステキだわ！」

「おまえら、どこからでも誉ほめる大名人だな」

　あまりにも感動しすぎている二人に、陣じんがツッコミを入れる。あすらは、黙って立っていた。まったく動かないのを怪け訝げんに思った陣は、視線を移した。彼女は顔を真っ赤にして、シエラから目を離せない様子で立ちつくしていた。

「可愛かわいい……！　座堂さんの私服って、こんな感じだったんだ……！」

　あすらは、大きな目をこぼれそうなほど見開いて、シエラをしげしげと見つめていた。陣は、あすらのそのことばを聞いて、ハッとする。シエラは恥ずかしそうにほほえんだ。

「ありがとう、神じん宮ぐう寺じさんのパーカーも可愛いわ」

「ぼくのパーカーなんてふつうだし！　すごいなあ、制服とはまたイメージが違うね。制服も可愛いけど、何だろう、すごく新鮮な感じ。そうか、座堂さんってピンクとか花柄が好きなの？　似合うなぁ～」

　あすらが絶賛することばを聞きながら、陣は胸がドキドキしていた。

　たしかに、シエラの私服は可愛い。一学期の初めのころ、陣は同じクラスのシエラに興味を持っておらず、その存在すら知らなかった。だから、陣が最初に遭遇したシエラというのはランプの魔神として登場したメイド服姿だった。

　ファーストコンタクトのときの服装のインパクトが強すぎてうっかりしていたが、たしかにそのあと制服姿のシエラを見たとき、私服姿のシエラを見たとき、それぞれ漠然と「可愛い女の子だな」と感じてはいた。でもそれは、ピラミッドを見て「三角だな」と感じるのと同じ、観測的事実としてとらえていた。

（そうか。座堂の私服は、もっと感動しなくちゃいけないレベルの可愛さだったのか）

　あすらといっしょにいると、今まで自分が気づかなかったシエラの魅力に気づかされてしまう。ランプの魔神の秘密を共有したり、夏休みのあいだいっしょに旅行したりして、半分家族のような気持ちになっていた。なのに、あすらの視点から見たシエラの可愛さに気づいてしまうと、何やら水臭い心地になってしまう。

（な……なんで今更、座ざ堂どうを見て照れてるんだよ、俺おれは……）

　シエラを正視できなくて、陣じんはずっと横を向いていた。説せつ子こがあすらの肩に両手を置く。

「じゃ、最初は神じん宮ぐう寺じさんの服を見に行こっか♪」

「えー！　ぼ、ぼくはいいよ、新あら木きくんのピックを先に探そうよ」

「何言ってるの、今日は神宮寺さんが主役よ」

　と、シエラもほほえんだ。あすらは顔を赤くしたまま、説子に背中を押され、シエラに腕を引っぱられて○マルイのほうへ移動する。

「いやー、にぎやかだな。女三人で『嬲なぶる』ってのはほんとだなあ」

「それ、三人の中に女が一人しかいないだろ。『姦かしましい』な」

　帽子のつばを上げながらのんきに言った夕ゆう也やに、陣が丁寧なツッコミを入れた。夕也は、ちらっと陣に視線を向ける。

「楔くさび形がた文字だけじゃなくて、漢字にもうるさかったんだな」

「おまえはもう少し漢字にうるさくなれ」

「じゃあおまえは女の子の服装に、もうちょっとうるさくなれよ。私服の女子に会ったらまずは服を誉ほめるだろ、常識的に」

　夕也が妙に真剣な顔をしていたので、陣はとまどった。

「な、何のことだよ？」

「座堂の服を誉めとけってこと。座堂のこと気になってんだろ？」

「はぁっ？」

　陣は、顔から火炎放射しそうになった。

「ななななな何ばばばばばばバカなことことことバカなこと！」

「すげースクラッチだな。プリプリはヒップホップバンドじゃねーぜ」

「バカなこと言ってんじゃねーっ、誰だれが座堂のことなんか！」

「そうか？　でも、座堂はおまえのこと気になってるみたいだぜ」

「え！」

　夕也のことばを聞いた瞬間、陣の脳は一気に沸騰し、思考が停止してしまった。陣を放ほうっておいて、夕也は先に○マルイのほうへ歩きだす。

「だって座堂、ちょろちょろおまえのほう見てるからな。まあ楔形文字マニアっていう生き物が珍しいだけかも知れないけど。気になってんなら、興味持ってもらってるあいだに行動しろよ」

「な、何だよ、行動って！」

「買い物だって、どんなに欲しい物でも品切れから時間が経たったら欲しくなくなるだろ？　で、再入荷しましたってときには、もう要りませんってなる。恋愛もお互いの需要供給のタイミングが大事なんだぜ。グズグズしてて、チャンスの前髪をつかみそこねても知らんぞ。俺おれだって、おまえに遠慮とかしねーしな。だって座ざ堂どうは可愛かわいいし」

「待てよ、何だよ遠慮って！」

　陣じんは顔を真っ赤にしたまま、歩道橋の真ん中で叫んだ。周りを歩いていた人々が、ちらちらと視線を向けてきたので、余計に恥ずかしくなった。

　夕ゆう也やは完全に無視して、飄ひよう々ひようと歩いていく。

「……ったく。何だよ、何言ってんのか……わけわかんねー」

　陣は、小さな声でつぶやいた。



　ビルの中は、クーラーがよく効いていた。まだ外は灼しやく熱ねつだというのに、もう店内は秋物一色である。シエラと説せつ子こが、広大な婦人服売り場で盛り上がっていた。

「秋物ってベージュやワイン色やトラディショナル柄が多いわね。何だか、制服とあまり違わない感じ……」

「うちの制服って、ベージュに紫にバーバリー風のタータンチェックだもんね」

「あ……でも、ビビッドなオレンジって、秋色でも明るい感じでステキだわ」

「さすが座堂さん、パリコレのデザイナーも真っ青の天才的コーディネートね」

　随所に説子の不必要なまでの賞賛を挟みつつ、二人はオレンジ色のニット地のワンピースをあすらのもとに持ってくる。

「神じん宮ぐう寺じさん、これどうかしら。タイトめのスカートなら、ヒラヒラしすぎなくてボーイッシュでも似合うと思うの」

「うんうん、着てみて着てみて！」

「う、うん……」

　説子とシエラに背中を押されて、あすらは試着室に入っていく。そのころ、夕也は床に倒れていた。陣も、今にも死にそうな疲ひ労ろう困こん憊ぱいした表情を浮かべ、かろうじて立っていた。

「おい、そこの行き倒れ。起きろよ、女の子の服は誉ほめなきゃなんだろ？」

「もうだめだ。試着に一時間つきあわされるとか、いくら俺でも予想外だった。っていうか、一時間選びまくってやっと試着にこぎつけるとか、何なんだよ……」

「愛あい花かが言ってたんだよな。日曜日に友達と買い物に行って、ランチはこれでおやつはこれでディナーにこれ食べたの、って」

「何だそりゃ……昼飯から晩飯まで買い物してたってことかよ」

「あいつら、八時間とかザラに買い物に費やすらしいぞ。だから俺は、一人でピック買いに行くって言ったんだ」

「あと二時間早くその情報を聞きたかったよ、陣くん」

　夕也は床に突っ伏したまま、疲労の涙を流した。



　だが、その涙は一瞬にして干上がった。

「こ……これ、ちょっとおかしくないかな」

　ためらいがちにそう言いながら、あすらが試着室から出てきたからだ。

　ふだんサラシできつく巻いている胸は、サイズぴったりのブラジャーでふんわりしっかりとサポートされて、胸元にぷっくりした小山をふたつ作っていた。その小山の等高線をなぞるように、オレンジ色のニットが密着する。

　男子にしては小柄なあすらだが、シエラや説せつ子こよりは背が高い。それにシエラと説子が全身スレンダーなのに対し、あすらは基本スレンダーなのに、胸はけっこうボリュームがある。その三次関数的曲線を描えがくボディをぴったりしたニットのワンピースに包むと、レースクイーンのようだ。でも、ショートカットなのであまり媚こび媚こびした感じにならず、さわやかアイドル系の良い感じになっていた。シエラと説子が、思わず異い口く同どう音おんに叫んだ。

「「可愛かわいい！」」

　そして、床に倒れていた夕ゆう也やもまた、顔を上げて鼻血を噴きだした。

「か……可愛い……！　マジかよ、神じん宮ぐう寺じの中の人ってこんな可愛いのか！　何だかえらいドキドキするぞ。英文法グラマーのときに若い女の先生が『グラマーの○マル○マルです』って自己紹介すると妙にドキドキしちまうレベル！」

　夕也は跳ね起き、両目をハートにしたままあすらの両手を握りつつ、陣じんに言った。

「想像力たくましすぎだな。っていうか、スペルが違うし」

「陣、神宮寺が女装したらこんなに可愛いって寮の奴やつらには内緒な！　あいつらには男みたいな女だと思わせとけ、無む駄だに競争率上げる必要無いからな！」

「やめろ夕也っ、手を放……」

　陣が叫びかけたが、間に合わなかった。

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら！」

　あすらのパンチがビートを刻み、ビターなシャウトが天を貫く。

「どぎゃー！」

　夕也は三回転半しながら通路をすっ飛ばされていく。シエラと説子は目をまん丸にした。

「す、すごい。パンチが速すぎて見えなかったわ……」

「相変わらずのラッシュ攻撃ねえ。ま、学習してない宇う多た田だが悪いのよ」

「あ、あの……この服、やっぱり脱いでいいかな」

　あすらは消え入りそうな声でシエラにたずねた。

「えっ、どうして？　すごく可愛いのに」

「だ、だって……やっぱり似合わないし。恥ずかしいし」

　あすらは、試着室の鏡に映っている自分を見て言った。サラシで締めつけていた胸が解放され、自己の存在を主張している。客観的に見れば、とてもバランスの良いきれいなプロポーションだ。なのに、あすらは赤くなって鏡から目をそむける。

「やっぱり……女の子の服は似合わないよ。もう執事服でいいよ」

　シエラと説せつ子こは、信じられないように顔を見合わせた。復活した夕ゆう也やが、這はいずりながらあすらに近づく。

「神じん宮ぐう寺じ……ゴフッ。そんなもったいないことを言うもんじゃない、マジで似合っててぼんきゅばーんで超エロ可愛かわいいんだから……できれば次はピチピチビキニを……」

「宇う多た田だってほんとにデリカシー無いのね。本人が嫌がってるのに、無理じいしないの！」

　説子が夕也の足を引っぱって、再びあすらから引き離した。夕也がむくれて反論する。

「似合うものを似合うって言って何が悪いんだよ？」

「脳ミソのしわがツルンツルンの宇多田と違って、乙おと女め心ごころは複雑なの！」

「ごめんね、みんなに付いてきてもらったのに……」

　あすらはしょぼんとしている。シエラが、彼女の手を取って優しく言った。

「いいわよ、神宮寺さん。またそのうち、その気になったらスカートに挑戦してみましょう。ゆっくりつきあうわ」

　猫っかぶりのベテランであるシエラのほほえみは、さすがの癒いやし系である。落ちこんでいたあすらの頬ほおに、血の気が戻ってきた。

「う……うん。ぼく、早くふつうの女の子に戻れるようにがんばるよ。座ざ堂どうさんや毒どく呂ろさんとおそろいの服とか、着てみたいし」

「楽しみにしてるわ」

　シエラはニコニコしながら、あすらの背を押して試着室に戻した。

「じゃあ早く脱いで、ケーキでも食べに行きましょ？　服だけが女の子じゃないもの、女の子っぽいお菓子や小物に触れるのもリハビリになるかも」

「賛成！　せっかくだから、アフタヌーンティーを飲めるお店を探さない？　超セレブの座堂さんがいるんだし、本格的アフタヌーンティーの飲み方を教えてもらってお嬢様修行っていうのもありかもよ」

　と、説子も言った。あすらが嬉うれしそうに頬を染める。

「うん……ありがとう！」

　陣じんは、そんな三人を見ていた。シエラは学園中の憧あこがれの的だが、雲の上の人というイメージも強くて、『崇拝者』は数多いけれども『友達』はいなかったような気がする。取り巻きたちに詩を朗読したり、他ほかの女子に侍女のようにかしずかれているところは見かけても、女の子同士で親しげに話したりしている姿は見たことがなかった。

　もちろん説子たちの前でも猫をかぶってはいるけれど、軽音楽部にいるときのシエラは、肩の力が抜けているような気がする。

（猫をかぶってる座堂って、しんどそうだったもんな。夕也に軽音に引っぱりこまれて最初は面倒くさかったし、ギターなんてもっと面倒だけど……座堂のあんな自然な表情を見られるなら、つきあってやってもいいかもな）

　陣じんは我知らず、優しい目でほほえんでいた。そんな陣の視線に、シエラが気づいた。

　シエラは、陣の視線とあすらを見比べる。シエラの表情が曇った。けれども、完かん璧ぺきな猫っかぶりの笑顔に隠されて、陣はそれに気づかなかった。



　陣たちはアフタヌーンティーを飲めるおしゃれなお店を探して、駅前を歩いた。説せつ子こやあすらも平均以上の美少女なのだが、シエラはやはりダントツである。女子三人が前を歩き、男子二人が後ろからついていくが、周りから見るとシエラだけが浮き上がって見える。

「見て、あの花柄チュニックの女の子！　すっごく可愛かわいい、髪サラサラ～！」

「骨細い、鎖骨細～い！」

「ファンデとか塗ってないみたいなのに、どうしてあんなに肌綺き麗れいなの？　ニキビがひとつも無いなんて、ありえない！」

「読者モデルとかじゃね？　何かの雑誌で見たことあるような気がするなあ」

　周囲の若者たちが熱い視線をシエラに向けていた。あすらが感嘆して説子に話しかける。

「すごいね、座ざ堂どうさんって。注目集めまくりじゃない」

「当然よ。だって、完全無欠の美び貌ぼうと性格の持ち主だもの」

　説子は相変わらずシエラを誉ほめちぎる。さすがにシエラもくすぐったくなって言った。

「あ、あの……毒どく呂ろさん、誉めてくれるのは嬉うれしいんだけど、人前であまり誉められると、ちょっと恥ずかしいわ」

「あら、あたしはただひたすら正直なだけよ。完全無欠のお嬢様だから、完全無欠のお嬢様と言ったまでよ」

　と、説子は涼しい顔で言ったあと、ポロリとつぶやいた。

「それに比べて、自分のことをお嬢様だと勘違いしてる奴やつってのは、ほんと困るのよね……あの勘違い女ときたら……」

「さっき言ってた奴かよ。だから、いったい誰だれのことを言ってんだ？」

　夕ゆう也やに追求された説子は、あわてて首を横に振った。

「あっ、ううん！　何でもない、何でもないわ！」

「何か、不吉なフラグが立ってる気がするなあ」

　陣は不安そうにつぶやいた。



　アフタヌーンティーを飲めるお店を捜しながら歩いていた五人は、楽器店「夢彩むーさい」の前を通りかかった。ショーウィンドウに、ギターやトランペットが飾ってある。説子が指さして言った。

「あっ、ここ楽器屋だわ。先にピック見てみる？」

「だな。どの店に入るかなかなか決められずにずっとウロウロしてるより有意義だし」

　夕ゆう也やが疲れ果てた表情で答えた。店のガラス扉を開けると、レジに先客がいた。

「ん？　どこかで見たような……」

　陣じんは眉まゆをひそめる。小柄できゃしゃな体、長い黒髪、たすきがけにしたキモブサ系のカエルキャラが描えがかれたポシェット。図書委員の、本ほん田だ聡さと子こである。

「あら……先輩がた。奇遇ですね……ククク」

　聡子の笑みが相変わらず不吉だ。レジに、黒いケースに入った楽器が置いてあった。

「本田って、楽器やってたのか？」

　陣は、意外そうにケースに視線を向けた。灰色の長髪と長いひげ、赤いバンダナ、丸メガネ、チェックのシャツにジーンズにベスト……というヒッピーテイストの店主が、店の奥からメガネ拭ふきのようなクロスを持ってくる。

「錆さびちゃいけないからね、サービスで入れておくよ」

　店主がクロスを入れるためにケースを開けると、そこにはキラキラした黄金のトランペットが入っていた。

「まあ！　本田さんって、ジャズか吹奏楽でもやっていたの？」

「トランペットって練習用のでも五万ぐらいするだろ、中学生の小遣いで買えるのか？」

　シエラと陣の問いに、聡子は不敵な笑みを浮かべ、

「いいえ。知り合いに頼まれて買いにきただけですよ……ククク」

　と、それだけ答えてトランペットケースを胸に抱き、立ち去っていった。陣は、怪け訝げんそうにその背を見送る。

「楽器って、他人に買い物を頼めるようなものじゃないだろ。楽器との相性とかニュアンスとか、あるんじゃないのか？」

　聡子は何といっても、正体が妖魔ダイモンである。何を企たくらんでいるのか、知れたものではない。それを知っているのは、陣とシエラだけだったが……。

「わからんぞ。最近は、通販で楽器を買う奴やつもいるからな」

　夕也が軽く言いながら、レジの前の台に並んでいたボール紙の箱を取りあげる。その中には、ピックがいっぱい入っていた。

「相性って言うなら、それこそ自分と相性のいいピックを選べよ。初心者は、あまりとんがってない丸っこいピックのほうがいいかな」

「おにぎり形のピックがいいと思うわ」

　と、シエラが夕也の持っている箱からピックを取った。透き通った虹にじ色いろに、きらきらしたラメが入ったピックだった。あすらが、目を輝かせて横からのぞきこむ。

「わあ、綺き麗れい！　ピックって、宝石みたいなんだね」

「神じん宮ぐう寺じさんも一枚要る？」

「えっ……でも、ぼくはドラムパートだし」

「別に、ギターに使わなくちゃいけないってこともないもの。パールカラーやべっ甲みたいなピックもあるから、穴を開けてビーズといっしょに革かわ紐ひもを通してネックレスにしたり、イヤリングにしても可愛かわいいと思うわよ」

　シエラがそう言いながら、きらめくピックをあすらの耳に当ててみた。

　あすらは、また少し赤くなった。が、どことなく嬉うれしそうな顔をしていた。

「か、可愛いかな。あまり女の子っぽすぎなくて、たしかにつけやすいかも……」

「でしょう？　もし良かったら、今度いっしょに作りましょうか」

　シエラとあすらが盛り上がっていると、入り口のほうから甲かん高だかい笑い声が聞こえてきた。

「オホホホホ！　ピックをアクセサリーに改造ですって？　何てダサいアイディアファッションなんでしょう、セレブのお嬢様が聞いて呆あきれますわ！」

　敵対的なセリフと共に現れたのは、長いストレートヘアの少女だった。

　小柄なシエラたちよりも、もっと小柄でちびっこい。発表会のようなフリフリドレスを着ているので、お人形さんのように見える。身長の倍ぐらいありそうな、バイオリンケースのような形の黒いケースを支えて立っていた。ケースには、びっしりとラインストーンが張られてキラキラにデコられている。少女自身も、ラインストーンでびっしりとデコられた靴をはいて、ちょっぴり成金風味だ。なぜかラインストーンをデコった銀のテーブルベルを、チェーンで腰から下げていた。その奇異な姿に、夕ゆう也やは眉まゆをひそめた。

「何だ、このキラデコちびっこは？　座ざ堂どうに喧けん嘩か売る人間がいるなんてあり得ないんだが、もしかしてものすごく視力が悪いとかか？」

「ダサいからダサいと言ったのですわ。ピックを改造するセンスも、座堂さん自身も。ピックの改造なら、ラインストーンを全面にデコるのが常識じゃなくて？」

「いやそれ弾きにくいだろ。センスも悪いし」

「センスが悪いのは座堂さんのほうですわよ。いつも中庭で、ヘッタクソな詩の朗読をしていらっしゃるじゃなくて？　超センス悪いですわっ！」

「ちょっと、ミルカ。超セレブの座堂さんに対抗意識燃やしても無む駄だだって、何度言ったらわかるのよ」

　説せつ子こが、腰に手を当てて少女をにらんだ。夕也がたずねる。

「さっきからおまえがつぶやいてた勘違い女ってのはこいつのことかよ。この生意気なちびっこ、知り合いなのか？」

「十二組の姫ひめ小こう路じミルカ、吹ブ奏ラ楽バ部ンの部長よ」

「一年生なのに部長？」

　驚く陣じんに、ミルカは腕組みをして得意げに笑みを浮かべる。

「あたくしは、中等部一年生からずっと部長でしたわ」

「何だ、その長期政権は」

「あたくし、欲しい物は全すべて手に入れるのですわ。吹奏楽部長の座も……それから、あたくしのコントラバス『魂こん闘と羅ら』を置く専用の部屋もね！」

「今、なんかお嬢様らしからぬ漢字が見えたような……」

「失礼ですわね！　あたくしは正真正銘、本物のお嬢様ですわよ。生まれてこのかた、コントラバスより重いものを持ったことがないほどのね！」

「コントラバス重いよな？」

「ミルカは、姫小路財ざい閥ばつの令嬢という絶大な権力と財力を利用して『関東極悪乙おと女め連合』とかいうののスケバンをやってるのよ。で、ブラバンの部長の座も脅しとったわけ」

　説せつ子この説明を聞いて、ミルカは激怒する。

「スケバンなんて昭しよう和わを感じさせるダサい呼び方はおやめくださいな！」

「『関東極悪乙女連合』はダサくないんだ……」

　陣じんがつぶやく。説せつ子こは、軽くため息をついた。

「じゃあブラバンの番長ということで、ブラ番と呼んであげるわ」

「もっとひどいですわっ、おやめくださいなっ！」

「まあ、あの部室をゲットしたときから、あんたがしゃしゃり出てくるだろうとは予想していたわ。ブラバンと軽音って、もともと犬猿の仲なのよね。文化祭の出演順序とか、文化祭のリハをするときの講堂の占拠率でいつもモメるから」

「そうですわ！　あたくしが魂闘羅置き場として狙ねらっていた、あの階段下の部屋を勝手に軽音の部室にするなんて！　許せませんわ！」

　ミルカは、シエラをビシッと指さした。

「それに、あたくし以外にセレブのお嬢様がいるのも許せませんわ！　あなたがいるから、あたくしが目立ちませんのよ！」

「目立ちたい人が、ブラバンでコントラバスなんて超縁の下の力持ちをしてるのか？　実は、案外協調性を重んじるいい人だったりしないか？」

　陣のツッコミに、ミルカは答える。

「これだから素人しろうとは困りますわね！　コントラバスは吹奏楽で一番大きな楽器ですわよ、チューバなんて目じゃありませんわ。あたくしは、何でも一番が大好きですの！」

「でも隊列組んで行進しながら演奏するやつ……マーチング・バンドだっけ？　コントラバスじゃ出れないだろ？」

「あら、出られますわよ。舎弟に御み輿こしを担がせて、その上でコントラバスを奏でるあたくしは、まさに姫の中の姫、お嬢様の中のお嬢様！　その美しい姿には、常に注目が集まりまくりますことよ」

「たしかにそれはチューバの五百倍ぐらい目立つだろうな……。っていうか今、舎弟とか言っちゃったぞ」

「さっきからツッコミばかり入れて、うるさい愚民ですわねっ！　とにかく、春はる紗しや学がく園えんにセレブのお嬢様は一人しか要りませんことよ！」

「そんなオラオラ系のセレブのお嬢様がいるとは思えないんだが……」

「うるさいですわねっ！　とにかく、あたくしこそがセレブの中のセレブですわ。座ざ堂どうシエラなんて、ただの大金持ちの娘のくせに！」

「ただの大金持ち？」

　シエラは猫をかぶっている手前、ずっと静かにほほえんでいた。けれど、その頭の上に、わずかに煙がくすぶっているのが見えて、陣じんはギョッとする。

（やばい！　座堂が怒りかけてる！　こんなところで爆発したら、夕ゆう也やたちに見られるのはもちろんだけど……楽器全焼とかしたら損害賠償がどれだけかかるんだっ？）

「そうですわ、あなたなんていわゆる成金にすぎませんわ！　でもあたくしのお父様の姫ひめ小こう路じ財ざい閥ばつには、闇やみの権力がありますのよ！　姫小路家がその気になれば、財力と権力であなたなんて一発でつぶせるんですのよ？」

（おいおい、座堂にはもっと深い闇の権力があるんだぜ？　もっとも、それを明らかにした者は、あたかも最初からこの世に存在していなかったがごとく消されるだろうから、俺おれもあえて口外しないけどな）



    

  
    
      



    

  
    
      「それが嫌なら、軽音を今すぐおやめなさいな。ボーカルのあなたさえいなければ軽音は崩壊して、部室もあたくしが使えるというわけですわ。自分が可愛かわいければ、今すぐやめると宣言することですわね！」

（たしかに座ざ堂どうは何よりも自分が一番可愛い奴やつではあるけれど、『高貴なる義務ノーブルス・オブリツジ』の意味を曲解して『セレブの心は突撃』とか言ってる奴だぞ？　中世騎士道とか、おっそろしく武闘派だぞ？　っていうか、あああ！　座堂の武闘派の心の導火線に火がつきかけてる！）

　室内が暗いので他ほかの人間には気づかれていないが、笑顔を浮かべているシエラの頭のてっぺんからもくもくと煙が出ていた。激しくやばい。

（ど、どうするっ？）

　焦っている陣じんの横で、エレキギター用のアンプが「ぼんっ！」と火を噴いた。

「うわあ！」

　陣はとっさに頭をかかえて、身を守った。店主があわててすっ飛んできた。

「大丈夫ですかっ？　おかしいな、コンセントも繋つないでないのに火を噴くなんて？」

　シエラの頭のてっぺんの煙は、まだおさまっていなかった。陣は焦って、心の中で叫ぶ。

（落ちつけ座堂、落ちつけ！）

　カタカタカタッ、と何かが音を立てた。目を向けると、ガラスケースの中のバイオリンが細かく揺れている。陣はあわてて、店主にたずねた。

「あ……あの。買わないけど念のために聞くけど、このバイオリンって高いのか？」

「ああ、それ。ストラディバリですよ、ほんの三億円」

「なんで町の楽器屋にストラディバリが置いてあるんだー！」

　陣は真っ青になった。バイオリンは、さらに激しくぷるぷると揺れていた。

「座堂、落ちつけ！　ストラディバリはただの楽器じゃないぞ、十七世紀から十八世紀に作られて二度と作られない世界人類の遺産だぞ！　イタリアのアントニオ・ストラディバリによって作られ、その音伝導性の良さは材質とした木の質によるとも、長年バイオリンの名手に弾きつづけられたことで音波によって木の質がしまったからとも……じゃないっ！　こんなところで歴史ウンチクを気持ちよく語ってる場合じゃない！」

「あら、ストラディバリごときでそんなに大騒ぎする必要はありませんわよ。こんな愚民が友達だなんて、座堂さんのセレブ度も知れてますわね。あたくしのコントラバスだって、この店で買ったストラディバリですわよ」

「すごいなこの店！」

　いや、驚いている場合ではない。今のミルカのあおりでシエラの頭から噴きあがる煙がいっそう激しくなっている。バイオリンとガラスケースがビリビリと悲鳴を上げはじめた。

「うわーっ、だめだ！」

　陣じんが目をおおった。

　が……険悪な空気を裂いて、涼しい声が凛りんと響いた。

「いいかげんにしなよ、姫ひめ小こう路じさんとやら」

　はっ、とミルカが視線を向けた。あすらだった。

「いいかい、セレブのお嬢様ってものは意地悪なんてしないんだ。君なんて座ざ堂どうさんの足元にも及ばない、勘違いの偽お嬢様だ！」

「なっ……何ですってー！」

　ミルカがブチ切れ、あすらをにらむ。いっぽうシエラは、あすらのことばに溜りゆう飲いんが下がったのか、頭のてっぺんの煙が消えていった。

「あなたっ、どうやら命が惜しくないようですわね！　あたくしの部下シンパに命じて泣かせますわよ、やっておしまいなさい！」

　ミルカが腰から下げた銀のテーブルベルを手に取り、チリリリリンと鳴らした。

　ブオンブオンブオンッ、とすさまじい爆音が店外で響く。女子暴走族、いわゆるレディースのバイクが数十台、たむろしていた。背中にバラの刺し繍しゆうがほどこされたおそろいの白い特攻服には「関東極悪乙おと女め連合」の文字が躍り、手に手に自転車のチェーンや釘くぎバットなどの武器を持っている。どう見ても、ずいぶんおだやかではないようすだ。陣がシエラたちをかばうように前に出て、叫んだ。

「おいっ、真まっ昼ぴる間まの商店街で暴走族かよ！　おまえ、人の迷惑とか考えろ！」

「愚民どもの迷惑など、どこ吹く風ですわよ」

「愚民に比べると、庶民呼ばわりのほうがまだ百万倍ましだなあ」

「ミンチになるまでタイヤで踏んであげるから、外に出なさい！　さもなければ、バイクを店に突っこませて店もろとも粉々にしますわよ！」

「ひいい！　店だけはご勘弁を～！」

　店主が祈る。あすらはチッと舌打ちした。

「わかった、外に出てやるよ」

「おい、やめとけ神じん宮ぐう寺じ！　いくらおまえのパンチでも、相手が多すぎるぞ」

　陣が制止したが、あすらは黙って入り口のほうへ歩いていく。陣は話を聞かない彼女にとまどいながらも、さらに止めようとして言った。

「それに、女の子に手を上げちゃだめなんじゃなかったのかよ！」

「わかってるよ、手なんか上げない。足だけだ」

「破壊力上がってるぞ、それ！　っていうか、キックでもあの人数相手じゃ怪我するって、やめとけって！　俺おれが話しあってみるから」

　陣は、あすらの肩をつかんで力ずくで止めた。

「新あら木きくんが？　でもあいつら、話が通じる相手じゃないよ」

「だからって、女の子に行かせられないだろ。怪我でもしたらどうするんだよ」

　陣じんはそう言って、あすらを後ろに押しやった。あすらの頬ほおが、ぽっと赤くなる。

「お……女の子っ？　ぼくのこと……？」

　ドキドキする胸を、あすらは両手で押さえた。

「殿方にかばってもらうなんて……初めてだ。何だかお姫様になったみたい、くすぐったいけどすごく嬉うれしい……」

　あすらは頬を赤くして嬉しそうだった。陣は、入り口のドアに手をかける。

（神じん宮ぐう寺じが怪我でもしたら、正義感の強い座ざ堂どうが怒りまくるのは間違いない。座堂に噴火させるわけには行かない。俺もあいつらに話し合いなんて通じないとは思うけど……）

　一度、陣はシエラを振りかえった。シエラは心配そうな顔をして、陣を見つめていた。

（……やっぱ、がんばるしかないな。座堂を噴火させないために……）

　陣は心を決めて、ドアを開けようとした。

　そんな陣の手を、横から誰だれかが止めた。説せつ子こだった。

「ただの楔くさび形がた文字マニアかと思ってたけど、男気あるじゃない」

「毒どく呂ろっ？」

「話し合いが通じる相手じゃないでしょ。ここはあたしに任せときなさいよ」

「おまえこそ、何ができるってわけじゃないだろ？　そりゃおまえの毒舌に遭あえば、大の男もいたたまれずに便所に駆け込んでスンスン泣くだろうけど、あのバイクの爆音でかき消されるじゃないか」

「フッ……精神破壊メンタサイドの攻撃法は、ことば責めだけじゃないわ」

　説子は不敵にほほえむと、クモの柄のトートバッグからペンケースを取りだした。

　彼女が外に出ると、レディースたちがブオンブオンとエンジンを空ぶかしして威い嚇かくする。

「何だ、ブスが一人出てきやがったぜコラァ！」

「アタイらは、相手が女でも容赦しねーぜコラァ！」

「そう。じゃあ、あたしも容赦しないわ」

　説子はそう言うと、片手に練り消しを持ち、シャーペンでグサグサグサグサッと突きさして、彼女らのほうに向けた。

「さあ！　じっくりこれを凝視してごらん！」

　練り消しの表面にクレーターのような穴が、無数にあいている。威勢の良かったレディースたちが、一瞬にして水を打ったようにしんとした。

「な……何だい、ありゃあ！　かゆい、何だか知らんが目がかゆい！」

「全身がかゆい！　密集しまくってて、何か体がきゅんとする！」

「つぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶ～！」

　この状況が理解できない読者の皆様は、
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　これをじっくり見て、かゆくなっていただきたい。

「ひいぃ、見たくないのに目が離せない！　撤収ー！」

　レディースたちは、大慌てで逃げ去っていった。ミルカがどなる。

「あっ、こら！　何を勝手に逃げてるんですの！」

　そのミルカの前にも、説せつ子こは練り消しを突きだした。

「ほれ」

「きゃああああーっ！」

　ミルカはコントラバスを背負って、あわてて逃げだした。百メートルほど逃げてから、ぴょんぴょん跳ねて怒る。

「あたくしにこんなマネをして、ただじゃ済ませませんからねっ！　どちらがセレブか白黒つけて、必ず軽音をつぶし魂こん闘と羅らの置き場をゲットいたしますわ！」

　腰のテーブルベルが、跳ねるたびにチリンチリンと鳴った。ミルカがいなくなって嵐あらしが過ぎ去ると、静かになった。陣じんたちは、ふうとため息をついて店の外に出る。

「すごい破壊力だな、毒どく呂ろ」

　と、陣は半分感嘆し、半分呆あきれて説子に声をかけた。

「だけど、あんまり無茶するなよ。もし練り消しであのブラ番どもが引っ込まなかったら、どうするつもりだったんだ」

「そのときは、ツボ押し健康サンダルを履いた足の裏を見せるという最終兵器があるから大丈夫よ」

「うわー、聞くだけで肩のあたりにブツブツが出てきたぞ」

「じゃ、気を取り直してケーキのお店を捜しに行きましょうか。フランボワーズタルトなんてどうかしら」

「うわあああ、ぶつぶつぶつぶつ～！」

　陣は耳を覆う。夕ゆう也やが携帯電話の時計を見て言った。

「だめだわ毒どく呂ろ。そろそろ神じん宮ぐう寺じが晩飯の準備の時間だ」

「あっ、本当だ」

　あすらが携帯電話をのぞきこんで悲しそうな顔をする。シエラが、優しく声をかけた。

「これからも部活はあるんだもの、またいつでもケーキ食べに行きましょうよ」

「そうよ。っていうか、今度は神じん宮ぐう寺じさんの分までフルーツベーグル買っていくし」

　説せつ子こも言った。あすらは、嬉うれしそうに頬ほおを赤らめる。

「ありがとう。ぼく……ほんとに、春はる紗しや学がく園えんに来て良かったよ。今まで男にも女にもなれなくて、どっちの友達もいなかったんだ。でも今は、座ざ堂どうさんや毒どく呂ろさんや新あら木きくんや宇う多た田だくん、いっぱい友達がいて、みんなで部活をしたり買い物に行ったり……今みたいにトラブルがあっても、かばったりかばわれたり。今までそんな経験無かったから、何だかキラキラしてて、すごく嬉しい」

　あすらの笑顔は、はじけるようだった。陣じんもつられてほほえんだ。

「良かったな、神宮寺」

「このままずっと、みんな友達でいられたらいいね。ぼく、みんなのことが大好きだよ」

　あすらの無む垢くな笑顔を見て、シエラは寂しそうにほほえんでいた。



　陣たち三人は寮のほうへ帰っていく。シエラのもとには、ニコライが車で迎えにきた。

　空は夕焼け色に染まり、荒あら川かわの土手ぞいの道を車は走っていく。

「シエラお嬢様、今日はいかがでしたか？」

　ニコライがたずねた。シエラは後部座席で、携帯電話をひざに乗せて座っている。携帯電話のストラップになっているトーレムが、シエラを見上げていた。

「ええ。とても楽しかったわ」

　ニコライは、シエラに魔法の力があることと、トーレムがただの携帯ストラップではなくて動くことを知っている。しかし、シエラが猫をかぶっていることは知らない。

「そうですか？　しかし……少し、顔色がお悪いようですが」

　ニコライがバックミラーを見て、心配そうにたずねた。シエラは、ひざの上のトーレムを指でつつく。トーレムも、心配そうにシエラを見上げていた。

「……ねえ、ニコライ。わたし、心が狭いのかもしれないわ」

　シエラは、小さな声でつぶやいた。

「聖母のように慈悲深くお優しいシエラお嬢様が、ですか？　ははは、まさか」

「だって、友達みんなで仲良くしなくちゃと思ってるのに……仲良くしたいし、そうしなければいけないってわかっているのに……どうしてかしら、胸が痛いの」

　シエラは泣きそうな目で、胸を押さえた。

「わたしって、もしかしてすごく意地悪なのかもしれない。友達が、他ほかの友達と仲良くすると胸が痛いなんて……。その友達は、わたしのことをすごく好きでいてくれるのに、そんなふうに思っちゃいけないってわかってるのに……」

　ニコライは、運転しながらシエラのことばをじっと聞いている。

『ぷきゅー……』

　トーレムが、慰めようとしてシエラの手をポンポンと叩たたいた。シエラはにじみかけた涙を、人差し指でぬぐう。

「……ごめんなさい。変な話をして……」

「いいのですよ、シエラお嬢様。ご自分の胸の中に溜ため込まれるより、何でもこのニコライ・パブロフにお話しください。シエラお嬢様が一人でがまんして辛つらい表情で無理に笑っておられるのを見るのが、わたくしは一番胸が痛いのです」

　シエラの長い髪が、夕暮れの風になびく。大きな目が、赤く染まる地平線を見つめる。

「昔は、パパやママが仕事だ何だでちっとも側そばにいてくれないのが、寂しくて仕方がなかったわ。そんな寂しい弱い気持ちは、大人になって強くなったら無くなってしまうだろうと思ってた。だからわたし、早く大人になりたかったわ。だけど……大人に近づいたほうが辛つらくなることもあるのね」

『ぷきゅー……』

　トーレムが、遠く寂しいシエラの横顔を悲しそうに見つめる。

　ニコライが運転しながら、優しい声で語りかけた。

「お屋敷に帰ったら、ロシアン・ティーをお淹いれしましょう。湯サ沸モかワしー器ルに石炭を入れて、わたくしが栽培したダマスク・ローズのジャムを添えて、温かい紅茶をお淹れいたしましょう」

　シエラは彼のほうを見ないまま、

「ありがとう」

　と、小さな声で答えた。ひざの上のトーレムの頭に、熱いしずくが一粒落ちた。



    

  
    
      




三章　あなたに会えない日曜日





　日曜日の午前中、陣じんたちは軽音楽部の部室に集まっていた。

「日曜まで練習か。俺おれ、用があるんだけどな……」

　陣はうかない表情をしている。夕ゆう也やがポテトチップスの袋を背中から開けて、陣の前に置いた。

「まあまあ、これでも食って元気出せ」

「うわ。珍しい開け方するなあ」

「軽音楽部伝統の部室開びらきだ」

　部室開きとは、多人数で袋菓子を食べたいけれど皿などを汚したくないときに何かと便利である。袋の上下の部分ではなく、裏返した背中の部分を開く。すると、袋が壺つぼ型に開くので、机の上に置いておけるしめいめいが手を突っこんで食べられる。

「これ、いろんな流派があるんだね。袋の裏にわざわざ書いてるやつもあるし……ぼくが見たことがあるのは、袋を全部開いてシート状にするやつだったよ」

　あすらが、ポテチに手を伸ばしながら言った。夕也はレジ袋をひっくり返し、パックに入った小さな団だん子ごを陣に突きつける。

「ほらほら、コンビニで出てた新製品、ひととおり買ってきたんだ。もう九月だから、月見団子だらけでさ。これやるからがんばって練習しろ、陣」

「いや、団子は好きだけど、ほんと用があるんだって」

　陣はいまいち乗り気ではない。その前に、説せつ子こが白い紙の箱を置いた。

「文化祭まで二ヶ月しか無いのにパート交代したんだから、凡才が人並みに演奏しようと思えば練習するしかないでしょ？　これもあげるから、がんばんなさいよ」

「おまえら、食べ物があれば俺は釣られると思ってるだろう」

「そんなもんでこの俺様が釣られるか、って？」

「釣られるけど」

「釣られるんだ」

「ねえ毒どく呂ろさん、これは何？」

　シエラが横から口を挟んできた。白い箱からは、ひんやりとした冷気がただよってくる。説子が箱を開けると、さまざまな色のビニール袋に入ったシューアイスが入っていた。

「シューアイスよ。昨日親しん戚せきからクール宅急便で届いたんだけど、量が多すぎておすそ分けに持ってきたの。庶民的でありきたりなお菓子で悪いけど、食べてみて」

「シューの中にアイスクリームが入っているの？　まあ、すごく珍しいわ！」

　シエラは本気で驚いて、シューアイスを手に取った。どうやら、今まで一度もシューアイスを見たことがないようだ。あすらも驚いている。

「ぼく、洋菓子って食べたことがないんだ。いつも寺のお盆の干菓子とか、お彼岸のおはぎとか」

「お菓子まで仏教系なのか。和菓子オンリーじゃ飽きるよなあ、陣じん」

　夕ゆう也やに話を振られて、陣はきょとんとしている。

「えっ、飽きるか？　おはぎだけでも、つぶあんこしあんきなこと白ごま黒ごま青ノリ……青ノリまで食ったら、またつぶあんからローテーションして行ったら、全然飽きないぞ」

「聞いてるだけで脳からアンコが出そうだぜ」

　夕也はうんざりした表情で言った。そのころ、シエラたちはもうシューアイスを食べはじめていた。シエラがイチゴシューアイスを両手に持って、さくりと白い歯を立てる。そして、驚いたように大きな目をもっと大きく見開いた。

「……おいしい！　シューアイスって、こんなにおいしい食べ物なのね！」

「うん、おいしすぎてびっくりしたよ。座ざ堂どうさんみたいな、世界中のグルメを経験してきた大金持ちのお嬢様でもおいしいんだね。さらに驚いたよ」

　あすらも幸せそうな顔で、シューアイスに舌つづみを打つ。陣も、さりげなくシューアイスをもらって食べている。説せつ子こがペットボトルから、めいめいの名前をカラーマーカーで描いたマグカップに紅茶を注そそいだ。

「午後ティー要る人は？」

「あ、俺おれまだいい。ちょっと、やりたいことがあるんでな。イヒヒ」

　と、夕也が自分のマグカップを手でおおった。説子は、うさんくさそうな視線を夕也に向ける。

「何、その何かたくらんでいるような薄気味悪い笑みは」

「おまえこそ、その蔑さげすむような酷薄な目はやめろ。最近気持ちよくなって来ちゃって、何かに目覚めたらどうしてくれるんだ」

　そう言いながら、夕也は自分のマグカップの中にドライアイスを入れて、シエラたちの前に置いた。

「シューアイスを買ったら、シメはやっぱりこれだよな」

　と、夕也がドライアイスにポットのお湯を注ぐ。

「じょわじょわじょわじょわ！」

　すさまじいあぶくと音がはじけ、もうもうと白い煙が噴きあがった。

「ひゃあ！」

　あすらはびっくりして後ずさった。その拍子に、椅い子すごと仰あお向むけにひっくり返りかける。

「おっと、危ない」

　陣じんが手を伸ばして、それを支えた。あすらはドキドキする胸を押さえる。

「あ……ありがとう。これ、いったい何なの？」

　夕ゆう也やは能天気に笑った。

「そこまでびっくりするとは思ってなかった。神じん宮ぐう寺じってほんとに何も知らないんだな」

「っていうか、高校生にもなってこういうしょーもない遊びをするおまえに俺おれも驚きだ。だいたい、陶器とかのカップでドライアイス遊びして割れたら危ないだろ！」

　陣が、あすらをちゃんと座らせてやりながら、夕也をにらんだ。夕也は「ふふん」と鼻を鳴らす。

「男は危険なほうがミステリアスでモテるのさ」

「いや、危険の意味合い違うぞそれ。むしろ幼稚だし」

「さて、これでもまだ幼稚と言えるかな？」

　マグカップを洗うための台所用洗剤を夕也は持ってきて、ドライアイスの泡がぶくぶくしているマグカップの中に数滴たらした。

「もこもこもこもこ！」

　白い煙を内部に封じたシャボン玉が次々に湧わきあがり、マグカップのふちから溢あふれてこぼれ出す。まるで、カエルの卵か何かのようだ。

　シエラが、シューアイスを食べることも忘れて目をまん丸にした。

「わあ……すごい！」

「すごーい、面白い！」

　シエラとあすらは、ぶくぶく湧きあがりつづける泡にくいついている。

　説せつ子こは腰に手を当てて、夕也にジト目を向けた。

「ほんと、宇う多た田だって下らない遊びだけはよく知ってるわよねぇ……」

「っていうか、ここまで軽音の練習無しかよ。これじゃ軽音楽部じゃなくて、おもしろ科学実験部じゃねーか」

「まあまあ。セッションをうまく進めるには、こういう楽しい交流を通じて部員の心がひとつになることが大事なんだよ、陣くん」

　夕也がなれなれしく陣の肩をたたいた。

「やれやれ」

　と、陣は苦笑した。



　ひととおりドライアイスで遊びたおした後、説子とあすらはマグカップを洗いかごに入れて、廊下にある水道でカップを洗った。シエラが手伝うと言ったが、

「お嬢様の座ざ堂どうさんにそんなことはさせられないわ！」

「その白魚のような手にあかぎれでもできたら、全世界人類の損失じゃないか！」

　と、シエラのほとんど崇拝者と化している二人に猛反対された。

「だよな。座堂って、生まれてこのかた箸はしより重いものを持ったり、洗い物したりなんてしたことないんだろうなあ」

　夕ゆう也やが、陣じんといっしょに机を片付けながら、何もさせてもらえなくてじっと座っているシエラにうっとりした視線を向けながらつぶやいた。

　実は、シエラは魔神モードのとき、陣の服を手洗いで洗濯したことがある。陣だけが、それを知っている。

（座堂は猫っかぶりだから、あの凶暴さを誰だれも知らないのはもちろんだけど……みんなが思ってるよりもけっこうマメなところもあるんだけどな。そういうところを知られてないってのは、ちょっと気の毒だなあ）

　つまらなそうに座っているシエラを見ながら、陣はそんなことを考えながら、狭い部室の机を片づける。片づけが終わって、やっと軽音楽部らしい活動が始まった。

　ドラムセットを並べ、陣がギター、夕也がベース、説せつ子こがキーボードで、夕也が作った曲のアレンジを考えながら、セッションを始める。歌詞がまだ無いので、ボーカルのシエラはスキャットで歌を歌っていた。

「ララララララ……」

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら！」

　あすらが、スティックも折れよと言わんばかりにドラムを叩たたきまくる。目にもとまらぬ六十四ビートに、夕也がぴゅうと口笛をふいた。

「やっぱ神じん宮ぐう寺じを入れて正解だったな。こんなヒートしたドラマー、他ほかのバンドにはいないぜ」

「摩訶般若波羅羅羅が、それなりにハモリのスキャットになってるのがすごいわ」

　説子は呆あきれる。夕也もうなずいた。

「んだんだ。いきなりハモリとかできるなんて、超レベルたけー。いい子スカウトしたよな、俺おれ様の目に狂いは無かった」

「宇う多た田だのベースの音は狂いまくってるけどね。不協和音って、ちょっとだけ混ぜるのがアクセントだから。全部不協和音とか、耳腐ってるのかって話だから」

　説子の毒舌は、相変わらずちょっぴり痛気持ちいい。

「それから新あら木き、今のとこのコード、アルペジオで弾いたほうがよくない？」

　陣はもたもたと左手を動かして弦を押さえながら、説子に反論した。

「無茶言うなよ。コードだってまだろくすっぽ覚えてないんだから」

「座堂さんは、キーもう少し上げられるんじゃないかしら」

　説せつ子こがたずねると、シエラはうなずいた。

「そうね、今のだと少し低いかも」

「ちょっと上げてみましょうか。裏声無しでこんな綺き麗れいな高音が出る人、そうそういないわ。アピールしない手はないわよね」

　説子はキーボードで弾くコードを高音方向にずらした。それに合わせてシエラがスキャットの音域を上げる。陣じんと夕ゆう也やが、衝撃を受けた。

「ちょっ……！　いきなり変調とか、俺おれらの許容範囲超えすぎ！」

「レベルの違いを考えてくれ！　まあどっちにしても弦一本ベンベン弾くだけなんですけどね！」

「あんたはもう少し努力しなさい」

　説子は、夕也に見下すような酷薄な視線を向ける。

「しくしく。毒どく呂ろがいじめる」

「仕方ないなー。宇う多た田だでもわかるように変調した楽譜を書いてあげるわ」

　説子がため息をひとつついて、ルーズリーフにシャーペンを走らせているとき、

　部室の扉がコンコンとノックされた。陣が立ちあがる。

「あ、俺が出るよ。はい？」

　顔を出すと、警備員が立っていた。

「お昼になりましたよ。教員が帰って学校を閉めますから、生徒の皆さんは早く学校から出てください」

「あ、はい。わかりました」

　陣は答えて部室にもどり、学生カバンを手に取る。

「もうそんな時間なのか。こういうことやってると、時間が経たつのが早いなあ」

　陣が帰ろうとしたとき、シエラが両手を胸の前で組んで、追いかけるようにたずねてきた。

「あ、あの……新あら木きくん、ギターはわたしが教えるって約束したわよね。キーが上がるとコードも変わるし……これからわたしの家に来て、練習しない？」

「なにー！　座ざ堂どうの家で座堂の個人レッスンだと？　いいなー、今からでもその役得、俺に代われ！」

　夕也が陣にからんで、説子に後ろからキーボードでパカーンと殴られる。

「往生際が悪いわよ。自分がベースを選んだくせに」

　陣は、ためらいがちにシエラに言った。

「あ、いや……。これから昼飯だから」

「そうか、庶み……じゃない、新木くんは、きちんとごはんを食べないといけない人だものね。神じん宮ぐう寺じさん、平日は寮生にお弁当を作ってるけど、土日はどうしてるの？」

　シエラにたずねられて、あすらが答えた。

「今日はカレー作ってきた。カレーなら、めいめい勝手によそって食べられるからね」

「勝手によそっていいのかっ？」

　陣じんが目を輝かせて、あすらに詰め寄った。説せつ子こがささやく。

「新あら木きに勝手によそわせると、かき氷みたいにお皿にてんこもりにされるわよ」

「いや。『じゃあこれだけを……』とお皿にてんこもりにして、『残してあと全部』って炊飯器の中にカレーをぶっこむと見た」

　夕ゆう也やも言った。陣は明るく笑う。

「ははは。またまたそんな」

「あはは。今のジョーク、そんなに面白かった？　そんなに受けちゃうと、照れるなあ」

「鋭いところを」

「ビンゴなのかよ！」

　目を三角にした夕也を見て、あすらがくすくすと笑った。

　そのしぐさが女の子っぽくて、陣と夕也は少し赤くなる。

「面白いなあ、二人とも」

「今の、そんなにおかしかったか？」

「ちょっと大人気なかったっけ」

　陣と夕也が顔を見合わせたが、あすらは首を横に振った。

「ぼく、ほんとにみんなと友達になれて良かったよ」

　その笑顔に、陣と夕也はなおさら頬ほおが熱くなる。

　話の途中で腰が折られていたシエラが、ためらいがちに口を挟んだ。

「あ、あの……さっきの話だけど。じゃあ、お昼ご飯が終わったら練習しましょうか？」

「ああ」

　と、陣は生返事をした。

「ごめん。その後も用事があるんだ」

「なにー！　おい陣！　天下の座ざ堂どうが家に誘ってくださってるってのに断るなんて、もったいないだろーが！」

　夕也が怒って、詰め寄った。

「さっきも何か用があるとか言ってたけど、軽音の練習よりも座堂よりも大事な用って、何なんだよ！」

「いやそれはその……まあ、いろいろ」

　陣はことばを濁す。夕也にキレられて困っているようでもあり、シエラがフォローした。

「いいのよ、宇う多た田だくん。じゃあ、新木くん……夜ならどうかしら」

「夜も、多分用事だ」

　陣じんはすげなく断る。夕ゆう也やはいっそう激怒した。

「陣テメー！　俺おれなんか座ざ堂どうに誘ってほしくて夢にまで見るんだぞ、おまえみたいに贅ぜい沢たくな奴やつはもったいないお化けにとりつかれて死ね！」

「ほんとに用事があるんだって！　ギターの練習は、教則本でも読んでがんばるからさ」

「おまえ、座堂と一言でもおしゃべりしたくてできない男子がどれだけいると思ってるんだ？　俺が代わりに行っちまうぞ？」

　夕也は、かなり本気で怒っている。

「なんでそんなに怒ってるんだよ」

　陣も少しムッとした。どうも不穏な空気がただよっているのを察して、シエラがさらにフォローする。

「あっ……いいのよ、宇う多た田だくん。新あら木きくんが忙しいなら、無理にとは……」

「でもよー！」

「座堂さんがいいって言ってるでしょ。いちいち鵜う飼かいの鵜みたいに首突っこまないの！」

　説せつ子こが夕也の腹に肘ひじ鉄てつを食らわせた。夕也は「ごぶっ」とうめく。

「毒どく呂ろっ、てめー今モロに入ったぞ！」

「座堂さん、新木が行かないならあたしが行ってもいいかな。ハンサムな執事さんも見たいし」

　説子が言った。冗談めかしているけれど、シエラのことを心配してくれているのがわかる。女の子同士だからか、あるいは人の心をえぐる毒舌攻撃を得意とする説子だけに、陣や夕也と比べてシエラの心の弱いところに気づきやすいのかもしれない。

　わかるからこそ、シエラは、これ以上説子を心配させたくなかった。猫をかぶりきれずに、本心がちょこちょこと出てきてしまうのを止められない以上、いっしょにいれば余計に心配させてしまうのは明らかだ。

「ありがとう。でも……わたしも、用があるのを思いだしたから。ごめんなさい」

「そうなの？」

　説子は、まだ少し心配そうだった。でも、しつこく言うとよけいにシエラが辛つらくなりそうだと配慮したのか、それ以上は何も言わなかった。



　部屋では仲間に気をつかって平気なふりをしていたシエラだったが、屋敷に帰ってからも不安はおさまらず、胸がさわぎつづけていた。

「用があるって、何なのかしら……。庶民がずっと探していた聖櫃アークは見つかったんだから、もう文献探しも発掘もする必要は無いわよね？」

　シエラが、天てん蓋がいつきのベッドにうつぶせながら、思いつめた表情でトーレムにたずねた。トーレムはふわふわの羽根枕まくらの上で、すべり台をして遊んでいた。

「庶民の用って……いったい何なのかしら」

『ぷきゅー』

「転校してきたばかりの神じん宮ぐう寺じさんが、あんなに庶民のことを気に入るってことは……庶民って、実はけっこうモテるのかしら？」

『ぷきゅー』

「たしかに頭はいいし、体育だって発掘旅行で体を鍛えてるからそこそこだし、ぶっきらぼうで無愛想な奴やつって思ったけど、もしかして今はやりの草食系男子ってやつなのかしら？　それって、やっぱりモテるのかしら？」

『ぷきゅー』

「ぷきゅー以外に何か言ってよ、トーレム」

『きゅぷー』

「いやそういう意味じゃなくってね」

　ふう、とシエラはため息をついた。トーレムはと首をかしげている。

「やっぱり、毒どく呂ろさんに相談に乗ってもらえばよかったかしら。毒呂さんは、宇う多た田だくんのことが好きなわけでしょ？　あんな八方美人を好きだなんて、心配になったり気になったりしないのかしら？　聞いてみたいけど……でも、もしほんとはすごく心配して気にしてたら、わたしが聞くことで傷つけちゃうかもしれないわよね」

　シエラはもう一度、深いため息をついた。

「やっぱり……誰だれにも聞けないなあ」

『ぷきゅ、ぷきゅー！』

　トーレムが携帯電話を引きずってきて、くいくいと手で示す。シエラは目を丸くした。

「何？　庶民に直接電話してみろって？」

『ぷきゅ、ぷきゅ！』

　トーレムがこくこくとうなずいた。シエラはためらい、腰が引けてしまっている。

「で、でも……用事があって忙しいって言ってるのに、もし本当に忙しかったら、邪魔になるかもしれないし……」

『ぷきゅきゅ！』

　トーレムが、首を左右に振った。シエラは困惑した表情で、携帯電話に手を伸ばす。

「もしかして……『セレブの心は突撃』って言いたいの？」

『ぷきゅ、ぷきゅ』

　トーレムがうなずく。

　シエラはしばらく躊ちゆう躇ちよしていたが、キッと心を決めて、携帯電話のボタンを操作した。

「そ……そうね、当たって砕けろってことばもあるわね。庶民に会わなくちゃ魔神レベルが上がらないから、頭が噴火する副作用もどうにもできないわけだし……。そもそも、どうしてセレブのわたしが庶民なんかに遠慮しなくちゃいけないのってものだわ！　忘れてたけど、わたしは庶民のご主人様なんだから！」



    

  
    
      



    

  
    
      　その記憶そのものが間違っているような気がするが、ともかくシエラは陣じんに電話をかけた。携帯電話の住所録の、一番上に陣がいる。通話開始のボタンを押した。

「プップップップッ……」

　静寂の中に、番号を入力するトーン音が響く。シエラの胸が、突然ドキドキし始めた。

　息苦しいほどに動どう悸きがする。ところが……トーン音が終わったあと、呼び出し音のかわりに携帯電話から流れてきたのは、

「プーッ、プーッ、プーッ……」

　という、話し中の音だった。シエラは携帯電話を耳から離す。

「話し中だって……」

　ドキドキしていた胸が、どうにもすっきりしない。

「少し待ってリダイヤルしてみるわ」

　トーレムにそう言ってみたが、焦る気持ちが抑えられない。一分ほどで、すぐに電話を取った。だが、また話し中の音が流れた。

　一時間、二時間……何度も何度もかけ直し、途中から疲れてトーレムにかわってもらったが、陣じんには一向につながらない。

　シエラはイライラして、羽根枕まくらを壁に投げつけた。

「……もう！　どれだけ長電話してるのよっ？　っていうか、庶民のくせに携帯電話で何時間も電話して、電話代は大丈夫なわけ？」

　そのとき、シエラはハッとした。

「そうよ、電話してるとは限らないわ！　電源が切れてるとか電波が届かないとか、別の理由があるかも。もし……もし庶民の用事が誰だれかとのデートだったら、地下街や映画館や劇場なら電波が届かないはずだもの」

　あわてて、携帯電話会社のサービスセンターに電話をかける。

「……あ、もしもし？　相手に何度かけても通話中になってるんですけど、本当に通話中以外に何か理由がありますか？」

　サービスセンターのオペレーターは、淡々とした口調で事務的に答えた。

『はい。相手様に着信拒否設定をされていると、そのようになります』

「え……着信拒否設定っ？」

　シエラはその瞬間、全身が凍りついたように感じた。

「あ、あの……電話代の滞納とかじゃないんですか？」

　庶民のことだし、と期待をこめて質問したが、返事は冷たかった。

『その場合は、お客様の都合でおつなぎできません、というアナウンスがあります。電波が届かなかったり電源が切れているときも、そのようにアナウンスがあります。アナウンス無しで呼び出し音だけというのは、着信拒否でございます』

　シエラはふらついた。彼女の手からすべり落ちた携帯電話を、トーレムがダイビングキャッチする。

『ぷきゅっ、ぷきゅー！』

　トーレムは携帯電話をシエラに返そうとする。が、シエラは真っ青な顔で部屋を飛びだしていった。

『ぷきゅー！』

　トーレムは携帯電話を頭の上にささげたまま、追いかける。が、焼き物でできていて全身ツルツルしたトーレムは、大理石の床でツルンとすべってビターンと顔面を強打した。

『ぷきゅぅ～……』

　そのままトーレムは気を失った。



　ブブブブブッ。

　陣は、制服の胸ポケットの中で振動する携帯電話を取って、小声で返事をした。

「もしもし？」

『あっ、もしもしー、新あら木き陣じん様ですか？　志望校に絶対合格の学習教材に興味ございませんかー？』

「またかよ。全っ然無いから、もうかけてくんな！」

　プチッ、と陣は通話ボタンを切った。ふう、と陣は面倒くさそうにため息をつく。

「……ったく。どこから電話番号とか調べるんだ？」

「着信拒否すればいいんですよ……ククククク」

　陣の隣で、本ほん田だ聡さと子こが笑った。二人は、荒あら川かわの近くに建つ中央図書館にいた。大きなガラス窓から入る明るい光の中、広い図書館の中で、本棚の前に並んでいる。

　陣は、聡子に目を向けた。私服の聡子は、相変わらずキモブサのカエルのポシェットをななめにかけている。

「なんでおまえがここにいるんだよ」

「学校の名簿を業者に流すやからがいるんですよ……。着信拒否にしておかないと、何度でもかかってきますよ」

「やったけど、うまく行かないんだよ」

「あら、楔くさび形がた文字には強いけれどメカには弱いんですね……ククククク」

「で、なんでおまえがここにいるんだ」

「本を借りにくる以外に、図書館に来る理由がありますか……？」

「っていうか、おまえ図書委員だろ。マイ図書館があるようなものじゃないか」

「ククククク……中高共用図書館には無い本もあるんですよ」

　そう言う聡子が小こ脇わきにかかえていたのは「ひらがなあいうえお」「すうじで１２３」「よいこのとけいのよみかた」「やおやさんでおかいもの」などなど……。

「おまえって、保母を目指してたっけ？」

「まさか。保母を目指してるのは、友達の安あん藤どうさんのほうですよ……ククククク。ククククク……」

「なんか今日はすっごく笑ってるな」

「そうですか？」

「七割増量してる気がする」

「クククとクククククですからね……六十六パーセント増えてますね」

「おまえ、また何かたくらんでないか？」

「ま・さ・か♪」

「怪しいな」

　陣は怪け訝げんそうに聡子をにらむ。

「……まあいいか。それより、ここで会ったついでに聞きたいことがあるんだが」

「座ざ堂どう先輩の爆発のことですか？」

「なんで知ってるんだよっ？」

　聡さと子こはポシェットから、革表紙の古びた本を取りだす。表紙には、六ろく芒ぼう星せいが描えがかれていた。「ソロモンの鎖骨」とか「ソロモンの鍵かぎ」と呼ばれる魔法書で、七十二柱の魔王を召喚し使役することができる。そのページをめくり、双頭のドラゴンに乗った全裸の少女の絵で手を止める。少女は女神のように美しく、天使のような翼が生えていた。

「ソロモン七十二柱の魔王の一人、ヴォラクです。地中に隠された鉱脈や惑星の位置関係など、地学関係に強いんです。わたしの魔力はすっかり減ってしまいましたが、夏休み明けの課題考査ていどなら今の魔力でもじゅうぶんですからね、ずいぶん助かりました……ククククク」

「魔王に勉強教えてもらったのか。っていうか、テストも魔法で解けばいいんじゃ？」

「安あん藤どうさんがちゃんと勉強してるのにわたしだけズルはできませんから……ククククク」

「意外にまじめだな」

「座ざ堂どう先輩の『ボルカン』の魔法についてヴォラクに聞いたら、副作用のことを教えてくれましてね……」

「ちょっと待て、なんで座堂の魔法について聞いたのかそこを知りたい。ほんとに何かたくらんでないか？」

「ヴォラクが座堂先輩の魔法のことを知ってるなら、もっと早く聞けば良かったと思いましたよ……そうすれば、最終魔法が『ボルカン』だってすぐにわかったのに」

「地学に強いなら土属性の魔法にも強いってことか。っていうか、おまえが早く聞かなくて本当に良かった。もし早く聞いてたら、完かん璧ぺきにおまえがラスボスになってただろ」

「たとえ最終魔法を知っても、使いはしませんよ。わたしはただのコレクターですからね……コレクターはコレクションを実際に使ったりはしないものです。ククククク……」

　それに、聡子はどうやら親友の安藤奈な津つがいるこの世界が好きらしい。それは陣じんもわかっているので、必要以上に心配することはないのだが……しかしどうにも、聡子のミステリアスな笑みの裏に何があるのか考えると、胸がざわついてしまう。

「とりあえず、副作用のことを知ってるなら話が早い。どうやったら治る？」

「それを……わたしに聞くんですか？」

　聡子は陣の目をじっと見つめる。感情が読めない聡子の目に、陣は少したじろいだ。

「だ、だってヴォラクが知ってるんだろ？　ってことは、おまえが知ってるはずだろ？」

「知っていますが……。むしろ、新あら木き先輩が一番わかっていなければならないこと……だとは思いますけれど」

「どういう意味だ？　座堂の頭がどうして爆発するかなんて、わかるはずないだろ？」

「ここには……その文献を探しに来たんですよね？　中高共用図書館の本はもう全部読み終わっていて、そこには無いことを知っているから……時間が惜しいので、制服も着替えずに飛んできたということですよね……？」

「そ、そうだけど」

「座ざ堂どう先輩には、ボルカンの副作用を治す文献を探すと……言って来たんですか？」

「言うはずないだろ、期待させて見つからなかったらがっかりさせるじゃないか。見つかったら、そのときに教えてやればいいだろ？」

　陣じんのことばを聞いて聡さと子こはにやりと笑みを浮かべ、メガネの位置を直して言った。

「ククククク……やれやれですね」

「何がやれやれだよ？　座堂を元に戻す方法を知ってるなら、教えろよ！」

「わたしに教えられたって無む駄だですよ。自分で気づかなくてはね……クククククククククククク……」

　聡子は笑いながら、立ち去っていった。陣は釈然としない表情で、それを見送る。

「……最後、えらいクが増えたな」

　ふう、とため息をつく。

「意味がわからんが、とりあえずケチな奴やつだ。仕方ない、閉架書庫のほうも頼んで見せてもらうか……」

　本を読みすぎて目がチカチカした。陣は両手で頬ほおを叩たたいて気合を入れ、受付のほうへ向かう。そのとき「ブブブブブ！」と、ジーンズのポケットの中で再び携帯電話が振動した。

「何だ？」

　陣は携帯電話を手に取る。夕ゆう也やだった。

「もしもし？　夕也、何か用か？」

『別に用なんて無いけどさ。毒どく呂ろが、おまえの電話がずっと話し中でおかしいって言うから、代わりにかけてみたんだよ』

「話し中？　別に誰だれとも電話なんかしてねーぜ。っていうか、毒呂が何で俺おれに電話？」

『知らね。何か、言っとかなきゃいけないことがあるとか言ってたけどな。毒舌シャワーを浴びることになるんなら、ご同情さしあげるぜ』

「やだなそれ」

『それより、電話だよ。俺からはつながったってことは、間違えて着信拒否設定とかしてねーか？』

　夕也に言われて、陣は確認してみる。

「……あっ！　ほんとだ、着信拒否になってる！　最近、迷惑電話が多くて、着信拒否する操作を間違えたんだな」

　急に心配になって、陣は登録している名前をひとつずつチェックしはじめる。シエラのところまで来たのだが、シエラの電話番号も、しっかり着信拒否設定にしていた。

「やっ、やばい！」

　陣じんはあわてる。いったいいつから、着信拒否設定になっていたのだろう……。

「これはやばい……絶対『よくもわたしを無視してくれたわねっ、庶民のくせに生意気よ！』って怒り狂ってるはずだ。やばい、やばいぞ！」

　焦って、陣は図書館を飛びだした。



　陣が去ったのを本棚の陰から見届けて、聡さと子こは低く笑った。

「……もう出てきていいですよ。まさか、ここで新あら木き先輩に会うとはね」

「もう良いのか？」

　机の下からごそごそと這はい出てきたのは、黒髪に赤い瞳ひとみの少女だった。タンキニにデニムのマイクロミニスカートといういでたちだが、それに似合わない「よいこのこうつうルール」という絵本を右手でかかえている。左手には黒いトランペットケースを持っていた。

「危ないところだった。奴やつに見つかったら、わらわが虎こ視し眈たん々たんと準備中の復ふく讐しゆう計画が水泡に帰きすところであったわ」

「その本借りるんですか」

「うむ。鉄のイノシシの避よけ方を学ぶには、この文献が最も適しているようだ。わらわも後世に伝えよう。『白と黒なる聖域に緑の光ともる時、頭こうべを右左右へと動かし、しかるのち右め手てを上げるべし。すなわち魔法が発動し、鉄のイノシシは静止せん』と……」

「まあ平たく言うと『手を上げて横断歩道を渡りましょう』ってことですけどね」

「ともかく、ヘロデ王とアークに魔力を吸い取られたうえ、『死者の書ネクロノミコン』も失った今、わらわはもはやただの女の子に過ぎぬ。座ざ堂どうシエラらへの復讐を完遂するために『偶像崇拝』よ、今後ともわらわに力を貸すが良い！」

「上から目線ですか。えらそうですね」

　偶像崇拝というのは、妖魔ダイモンとしての聡子の呼び名である。モーゼの十じつ戒かいによって禁じられた十の悪徳のうちの一つだ。

　大きくは偶像を神とする能力、小さくはフィギュアコレクターということである。

「ま、この世界はわたしにとって一冊の本のようなもの……ちょっとぐらい波乱万丈が無いと、面白くありません。わたしもアークに魔力を吸い取られてリハビリ中ですから、ちょっと退屈していたところです。わたしのかわりに波乱万丈を起こしてくださる存在はウェルカムですよね。クックック……」

　聡子は目を細めて笑った。

「ところで、座堂先輩たちに何の復讐をするおつもりなんですか？」

「何の復讐、だと？」

「たしかにサロメさんはかつて座堂先輩たちに敵対し、アルフさんをゾンビ化したりもしましたが、最終的に座堂先輩がサロメさんを助けたような記憶があるのですが」

「むろん、助けられた。だが、あいつらの悪徳は、それぐらいでは贖しよく罪ざいできないのだ」

「何かしましたっけ？」

「わらわをあの忌まわしい名で呼んだことだ！」

　サロメは、キッと聡さと子こをにらんだ。聡子は首をかしげる。

「忌まわしい名……？　はて、何かありましたっけ？」

「だ……だからっ……その、あれだ」

　サロメは真っ赤になって、声を震わせている。

　脂汗が、額から吹きだしている。自分の口からは、どうしても言いたくないようだ。

「あれだとは、どれでしょう？」

「だからっ……そ、その……。……っ、も、もういいっ！」

　サロメはくるりと背中を向けた。聡子は、ポンと手を打った。

「あっ。もしかして『ニャロメ』ですか？」

「わらわはニャロメじゃないニャロメー！」

　思いっきりニャロメ語を炸さく裂れつさせながら怒って振りかえったサロメの黒髪にオレンジ色の猫耳がニョキンと生える。お尻しりからも、オレンジ色のしっぽがピョコンと生える。

　サロメはあわてて自分の頭を押さえ、耳を引っこめた。

「うわあああ！　見ろっ、奴やつらのせいでわらわはこんな呪のろわれた体質になってしまったのだ！」

「それ、もしかして本心ではキャラが立ってラッキーとか思ってません？」

「とにかくわらわは奴らに復ふく讐しゆうせねば気が済まないのだ！　ということで『偶像崇拝』！」

「周りの人が変な目で見ますから、ふつうに名前で呼んでいただけませんか」

「ならば、さとっち！」

「どうして安あん藤どうさんがつけた前時代的なあだ名をご存知なんですか」

「そなたが召喚した七十二柱の魔王ヴォラクが収集した情報によれば、座ざ堂どうシエラらの軽音楽部とやらは吹奏楽部とやらと犬猿の仲、らしいな。部室を取り上げられかけているとか……」

　サロメはトランペットケースを開け、中からきらめく黄金のトランペットを取りだす。聡子が先日、駅前の楽器屋「夢彩むーさい」で買ったものだ。

「すなわち！　その吹奏楽部にわらわが助力すれば、軽音楽部は崩壊する。間接的に奴らに大ダメージを与えることができる！　わらわは、最後の審判の七つのラッパなら吹きなれているのだ。わらわの超絶ビブラートで吹奏楽部に勝利をもたらし、座堂シエラどもをひれ伏させてくれる！　それまでは奴らに見つかるわけには行かぬ、先手を打たれては元も子も無いからな！」

「まあトランペットはブラバンの花形ですからね……。っていうか、最後の審判のラッパってビブラートかけるんですか」

「地上の民の頭上にニガヨモギの星を落とすべく、ラッパをくるくる回してみせようぞ！」

「最後の審判って、スウィング系だったんですね。っていうか、図書館でトランペット回さないでください。追い出されますよ」

「追い出されるだと？　王女であるわらわに命令する不ふ埒らち者ものは、首を刎はねてくれるぞ」

「まだまだ一般常識が欠落しているようですね」

　と、聡さと子こは手にしていた教育系絵本をサロメに押しつける。

「復ふく讐しゆうのためにブラバンに入るには、まず春はる紗しや学がく園えんの編入試験に合格しなければいけません。赤信号と青信号の違いもつかない今のサロメさんが、合格するわけがないでしょう。まずは、編入試験の勉強をしっかりすることです」

「わらわの辞書に不可能の文字は無いぞ！」

「それ。ボキャブラリーが貧困だって白状してるんですか？　そもそもサロメさん、義務教育も出てないでしょう。九九できます？」

　聡子に鋭いところを突かれて、サロメはぐうとうめいた。

「わ……わらわの時代には、九九など無かったのだ！」

「ダウトですね。紀元前七世紀の中国ですでに九九はありましたよ、すなわちサロメさんのは単なる勉強不足。やはり、だいぶ勉強しないと編入試験に通るのはかなりやばそうに見受けられますね」

「わらわは文系なのだ！　文系クラスに入るならば、数学はさして必要はあるまい」

「これ読めますか？」

　聡子は「よいこのえいごえほん」を開いた。動物園のイラストが描えがかれていて、ゲートには「ＺＯＯ」と書かれ、キリンやゾウやライオンが芸をしている。

　聡子は、その「ＺＯＯ」を指さした。サロメは自信たっぷりに答える。

「もちろんだとも。イラストがもうネタバレではないか」

「ほっほう、ずいぶん余裕ですね。では答えは？」

「ぞう」

「はい、全然だめですね」

　聡子は凍りつくような目でサロメを見つめた。

「何だその言い草は！　英語などやめて、古代ヘブライ語を第一外国語にしろ！」

「そういうのは、教育委員会か文部科学省に言ってください」

　二人がそんな調子でもめていると、

「さとっちー！」

　突如、明るい声が聞こえた。振り返ると、クラスメイトの安あん藤どう奈な津つだった。家庭科部部長の奈津は、一見ナイスバディでけっこう可愛かわいいのだが、壊滅的にオカン的な性格である。

　いつも不敵な笑みを浮かべている聡さと子こも、さすがに驚いた。

「安あん藤どうさんっ？　こ、ここで何をしてるんですか？」

「あれ、そっちの子、見た覚えが……」

　奈な津つはサロメを指さした。サロメも、奈津の顔を見てギョッとする。

「そなた……！　わらわが以前日本に来たときに、超辛い悪魔の食べ物を食わせた……」

「あー思いだした！　叉さ路ろ芽め田ださんじゃん」

「また無理やり間違えておるな」

　サロメのこめかみに血管が浮いた。奈津は、聡子にたずねる。

「さとっち、叉路芽田さんと友達だったんだ」

「あーえーと……」

　聡子はうなる。

　奈津は、一人暮らしの聡子の家にしょっちゅう食事を作りにやってくる。行き先も魔力も無いサロメがこれから先、聡子の家に間借りする以上、奈津と遭遇することも多くなるはずだ。おせっかいな奈津のことだから、「家はどこ？」「学校はどうしてるの？」とかいろいろ聞いてくることだろう。

「さ、叉路芽田じゃなくてですね……この人は、わたしの従姉いとこの本ほん田だサロメです。十六才だから、義務教育じゃないので、学校に行ってなくてもちっともおかしくはありません。わたしとあまり顔が似ていないとお思いでしょうが、案外そんなこともありませんのでどうぞ気になさらないで下さい」



    

  
    
      



    

  
    
      「そんなに細かく設定を説明してもらわなくても、別におかしいとか気になるとか思ってないけど……。へえ、さとっちの従姉いとこだったんだ。サロメって珍しい名前だね、どんな漢字書くの？」

「漢字、ですか」

　聡さと子こは、とっさに答えた。

「猿に女と書いて、サロメです」

「誰だれが猿だ！　ふざけるな！」

「では、あいだを取ってニャロメで」

「それ全然あいだを取ってないニャロメー！」

　サロメから、またオレンジ色の耳としっぽが飛びだした。奈な津つが「へぇー」と感心する。

「猿さる女めって、日本神話で猿さる田た彦びこと結婚したアメノウズメノミコトのことだよね。天あまの岩いわ戸とに隠れたアマテラスオオミカミを、踊りを踊って外に出した女神様。聖書のサロメも踊り子だし、もしかしたら日本に伝わってきたのかもしれないね」

「安あん藤どうさん、どうしていきなりオカンアーティストから歴史マニアになってるんですか」

「あ、うん。歴レキ女ジヨって流行ってるらしいじゃん」

「流行に飛びつくその行動パターン、まさにオカンですね。ひょっとして、生キャラメルとかしこしこ作ってません？」

「おすそわけしようか？」

「やっぱり作ってましたか……」

「それに、新あら木き先輩の大食いに勝とうと思ったら、まず歴史から外堀を埋めて行こうかなと思って」

「ものすごい遠いところから外堀を埋めているような気がしますが。それと、なぜ安藤さんがここに？」

「この建物の上に『学び○ピア21』って生涯学習コーナーがあって、『新聞紙で作るオシャレエコバッグ』の講習があったから受けてきたんだ♪」

　と、奈津は得意満面で新聞紙を四角く折って作ったトートバッグを二人に見せた。

「ほら、表面にトップ記事の大きなカラー写真が来るように折ると、おしゃれだと思わない？」

　そう言って指さした記事には、不鮮明な山道の写真とともに「ツチノコ発見！　　　か」と極彩色の文字で書かれていた。聡子のテンションが、ぐっと下がる。

「安藤さんの家、東スポ取ってるんですか」

「うち父親がスポーツ好きでさ。巨きよ人じん・大たい鵬ほう・卵焼き……って言うじゃない？」

　どうやら、安あん藤どう家だけ昭しよう和わ三十年代で時が止まっているようである。

「で……これ、使うんですか？　町で？」

「エコでオシャレでしょ？　ロサンゼルスとかでも、大流行なんだってさ。フランスパンとか入れたら似合いそうだよね」

「フランスパンですか……。たしかに、ツチノコ発見の記事には似合いますね。見た目のイモムシ感的な意味で」

「そうだ！　さとっちとさろめっちにも作ってあげる」

「けっこうです」

「三人おそろいで持ってたら、すっごく目立つと思うよ！」

「そりゃまあ、著しく目立つでしょうね……」

「そうと決まれば善は急げ！　図書館って閲覧して要らなくなった新聞あるだろうから、もらってくる！」

「い、今作るんですかっ？　ということは、ここから帰るときは、それを持たざるを得ないということですか？　そもそもそれは『善』なんですか……？」

　聡さと子こは凍りついているが、奈な津つは完全に聞いておらず、受付のほうに突進していった。

　サロメが、聡子にジト目を向けた。

「すっごい迷惑だな。断れば良いのに」

「いえまあ……好意からしてくださっていることですし」

「『偶像崇拝』ともあろう者が、煮えきらんな」

　サロメは不服そうに腕組みをして、ふと何か気づいたように目を上げる。

「もしかして……そなたほどの者がヘロデ王に反し、世界の支配を望まなかったのは……あの者のためか？」

「さあ、どうでしょう」

「あのようなちっぽけな人間と、世界を天てん秤びんにかける価値があるとでも？」

「逆に考えるんです。こんなちっぽけな世界と、友情を天秤にかける価値があるのか……と考えるんです」

「友情？」

　サロメは眉まゆをひそめた。奈津が、嬉うれしそうに新聞紙を振りまわしながら戻ってくる。

「さとっちー！　新聞紙こんなにもらったよ、教えてあげるからいっしょに作ろっ！」

「はいはい」

　聡子は無表情でつまらなそうながら、素直に奈津のほうに歩いていく。

「……友情……か」

　それは、サロメが二千年間求めつづけて得られなかったものだ。

　彼女は、長らく仕えつづけた邪悪なる王ヘロデによって聖櫃アークに閉じこめられた。シエラがボルカンの魔法でイスラエルのヘロディオン山を噴火させてヘロデを溶岩の底に封印したとき、アークもまた溶岩に埋もれた。

　その後、聡さと子こは自分を封印する危険があるアークを手元に置かないと安心できないため、ヴォラクに発掘させた。すると、たまたまサロメがまだ生きていたというわけだ。強大な力を持つ聖櫃の妖魔アークダイモンを封印するほどの強度を持つアークは、溶岩の熱をも通さなかったのである。

「さろめっちもいっしょに作ろっ、この『ＵＦＯ発見！　　　か』の記事あげるからさ」

　奈な津つが手を振った。てきとうなあだ名が何となく気になるが、しかし、いきなりあだ名をつけられたのが、鬱うつ陶とうしい反面、何だか嬉うれしく感じている自分に、サロメは驚いた。

「仕方がないな。そうまで言うのなら、いっしょに作ってやる」

　サロメは、わざと無愛想にそう答えた。



　いっぽう、図書館を飛びだした陣じんは、すぐにシエラに電話をした。

『ぷきゅー？』

　出たのは、シエラの部屋でようやく気絶状態から回復したトーレムだった。

「トーレムっ？　座ざ堂どうはいるか、かわってくれ！」

『ぷきゅ、ぷきゅー』

「何っ、いない？　どこへ行ったんだっ？」

『ぷきゅきゅ、ぷきゅー』

「わからない？　俺おれに何度も電話をかけてたけど着信拒否だったって？」

『ぷきゅきゅっきゅー』

「落ちこんでたって……？　怒ってたんじゃなくて？」

『ぷきゅーきゅきゅー』

「いや、わかった。あいつが行きそうなところを探してみる」

『ぷきゅきゅー？』

「どうしておまえのことばが通じるのかって？　考古学者として、楔くさび形がた文字やロゼッタストーンの解読なんて常識だろ」

『ぷきゅー……？』

「ご都合主義？　何のことやら」

『ぷきゅきゅー……』

「じゃあ座堂が帰ってきたら知らせてくれ、頼んだぞ！」

　陣は携帯電話を閉じた。残暑の太陽がぎらぎらと暑い。心が焦げつくように感じる。何かに駆りたてられるように、気持ちが焦る。

「学校はもう閉まってるし……」

　ふと、シエラに命じられていつもポケットに入れている魔法のランプを思いだした。

「そうだ。連絡取れなくても、こいつをこすればいつでも座ざ堂どうが出てくるじゃないか」

　名案だ、と思って陣じんはランプをこすろうと考える。だが、ここでは人目があるし……と躊ちゆう躇ちよしているうちに、軽音楽部の部室でのシエラとの会話を思いだした。

　用があるから行けない、と言った陣をフォローして、説せつ子こが「あたしが行ってもいいかな」とたずねていた。そのあとシエラは、自分も用があると断っていたが、トーレムの話しぶりではどうも本当に用があったようすではない。

「もしかしたら、気が変わって毒どく呂ろの家に行ったのかもしれないな」

　陣は携帯電話を取って、説子に電話をかけた。

『もしもし、何か用？』

　説子の声の後ろに、キーボードのリズム音がシャカシャカと流れている。

「あれ……今、何してんだ？」

『曲のアレンジをしてるところよ。宇う多た田だのベースがへぼい分、キーボードでフォローしないとね。ちょうど良かったわ、あんたの携帯に電話かけてもずっと話し中だったのよ』

「あ、うん。夕ゆう也やから聞いた、着信拒否設定ミスってた。俺おれに何か用だったのか？」

『用っていうか、話だけど。新あら木き、座堂さんのレクチャー断っといて、ちゃんとギターの練習してるわけ？』

「え？　ってことは、座堂は、そっちにいないのか？」

『いないわよ』

　そう答えてから、説子は一呼吸置いて、真剣な口調で陣に言った。

『……あのさ、新木。話ってのはね……夏休み、宇多田がずーっといなかったわよね』

「あっ、ああ。俺と、その、修行に行ってたんだ。軽音楽の。滝に打たれたりして」

　陣はあわててごまかす。本当は、夕也はサロメの呪のろいで塩の柱にされていたし、陣はその呪いを解くためにはるばるイスラエルまで旅行に行っていたのだが。

『いつもは鬱うつ陶とうしい奴やつだけどさ。それは、明日も学校で会えるから、その気になれば呼び出せばいつでも会えるから、と思ってるからで……。もし、呼び出せないような場所にいるとか、そもそも呼び出せないとかだったら……どうしたって会えない状況って、けっこうキツいのよ』

　説子はいつものような毒舌ではないはずなのに、いつもの毒舌以上に陣の心をえぐる。

　陣は、心臓が止まりそうなほどドキドキしてきた。

「そ……それって、俺が今日、座堂が来いって言ったのを断ったのがＮＧってことか？」

『女の子のほうから〈家に来てくれ〉なんて、よっぽど勇気を出さなくちゃ言えないのよ。座堂さんみたいに完全無欠の美少女が、新木みたいな楔くさび形がた文字マニアを気にかけてくれてるっていうのに断るなんてさ。好意の申し出を断られたら、ふつうショックじゃない？』

「な……なあ。毒どく呂ろ、念のために聞くけどさ。もし、友達に電話かけてそいつが着信拒否にしてたら、どう思う？」

『それはもう超ショックよね、もう口きかないって言われるよりキツいわ。だって、自分の存在そのものをその人の心の中から消された、ってことだもの』

「そ、そんなにキツいのか？」

『だって、あんたの電話がずっと話し中だったのも、イラついて宇う多た田だに電話かけてもらったぐらいだし、ましてそれが着信拒否だなんてわかったらさ。自分の電話番号を着信拒否操作したときのその人の心の中の憎悪みたいなのを感じて、自分はそんなに悪いことしたのかと思って、すっごいヘコむと思うわ』

「うわああああああ！」

　陣じんは頭をかかえる。説せつ子こは毒舌を使わないときのほうが、精神破壊力が強力だ。

『何叫んでるの、新あら木き？　座ざ堂どうさんと何かあったの？　まさか、座堂さんまで着信拒否設定しちゃってたとか？』

　さすが説子は、人の心の急所を上手にかぎつけてえぐるだけあって、カンがいい。

「あ、いや……。うん、いや、いいんだ」

　陣は、震える手で電話を切った。そして、思いっきり落ちこんでうずくまった。

　シエラは、取り巻きは多くても友達は少ない。説子の家にいないなら、他ほかに行くところは無い。セレブお嬢様のシエラは、まさに「歩く身代金」である。もしかしたら、説子の家に行く途中で誘拐されたのかもしれない。

「や……やっぱり、魔法のランプで……」

　陣は息をのんで、ランプをこすろうとする。

　だが、説子のことばが耳の奥によみがえって、こすろうとした手を止めた。

「待てよ。座堂がもし俺おれに怒ってるだけなら、無理に呼びだしたらよけいにあいつを傷つけちまうじゃないか。それに、俺は自分の都合であいつの誘いを断ったのに、今度は自分の都合で無理矢理呼びだすとか、最低じゃないか」

　自分の都合なんかじゃない、図書館で調べ物をしていたのはシエラのためじゃないか……と、心の中でもう一人の陣が言い訳をする。

　だが、陣はブルブルッと首を横に振った。

「いや。あいつのために調べ物をしていても、結局あいつを傷つけてしまったんなら、全然あいつのためじゃないじゃないか。あいつのために調べてるつもりで、夢中になって他を見られなくなってたんじゃないか。あいつのためって言いながら、あいつにさびしい思いをさせてたなんて……」

　陣はシエラの顔を思いだす。最初は、突然メイド服で現れた、料理も下手だしわがままだし、役立たずで生意気なだけのお嬢様だと思っていた。でも、いっしょにいるうちに、シエラも自分と同じ、両親と離れて一人で寂しく感じていたことを知った。

　陣じんのためにシエラが生まれて初めて卵焼きを焼いたときの、底抜けに嬉うれしそうな笑顔を陣は思いだす。学園中の人気者のセレブお嬢様と、無口で無愛想な考古学マニア、どう考えても接点のない二人を結びつけたものは、もしかしたら共通する「寂しさ」だったのかもしれない。

　シエラの母親がシエラから離れて世界中を飛びまわっていたのも、実はシエラのためだったのだが、その結果シエラが寂しく過ごしていたのも事実だ。陣が、両親の発掘旅行で幼いころから過ごした一人ぼっちの日々と同じぐらい、シエラも寂しかったはずなのだ。

「置いて行かれる寂しさは、俺おれが一番よくわかってたはずなのに……俺も、俺や座ざ堂どうの親と同じことをしてしまってたんだ……」

　陣は、魔法のランプをじっと見つめ、キッと顔を上げた。

「こんな物を使っちゃだめだ。ごめんな、座堂。絶対におまえを見つけるから……俺の力で、絶対に見つけて謝るからな！」

　陣は、図書館から荒あら川かわのほうへ向かう。ランプを持ったままだとうっかり使ってしまいそうな気がしたので、最初に寮に戻ってランプを部屋に置いた。その後ふたたび川のほうに戻り、シエラの家のほうに向かって川沿いに歩きながら目撃者を探そうと思っていた。

　何人か、春はる紗しや学がく園えんの生徒に会った。たずねてみたが、誰だれも知らないと言う。

　橋を行ったり来たりしながらうろうろと三十分ほど歩いていると、荒川の対岸を、巨大なコントラバスケースが歩いているのを見つけた。

「ブラ番……じゃなくて、姫ひめ小こう路じ！」

　陣は叫んだ。川幅が広くて、声は届かない。橋は遠い。ミルカは、河か川せん敷じきから上がろうとしていた。

「おーい！　姫小路！」

　陣は走りだし、橋を渡ってミルカを追った。

「姫小路！　姫小路！」

　橋を渡りきったところで、ようやくミルカが振りかえった。身長より巨大なコントラバスケースを背負って、どう見てもコントラバスのほうが本体のように見える。

　ブラバンの練習の帰りなのか、今日のミルカは制服姿だった。制服も、ロングのフリフリにカスタマイズされている。腰にはやはり銀のテーブルベルを下げている。

「あら、愚民。軽々しくあたくしに声をかけないでくださいませんこと？」

「いきなり愚民呼ばわりかよ」

　陣は、ハアハアと息を切らしながら、ミルカにたずねた。

「姫小路、座堂を見なかったか？」

「ああ。見かけましたわよ」

「本当にっ？　今、どこにいるか知ってるかっ？」

「さあ。学校が午前中で閉まるので、吹奏楽部は午後から河か川せん敷じきで練習していたんですけど、川上のほうへ歩いて行きましたわ。どこへ行ったかまでは、存じあげませんわね」

「川上か……」

　陣じんは、西のほうに目を向ける。それから、聞きにくそうにたずねた。

「それで……座ざ堂どう、どんな感じだった？　落ちこんでたとか……笑ってたとか」

「対岸を歩いて行ったんだから、見えませんわよ。吹奏楽部の部員が大騒ぎしたから、座堂さんがいるとわかったていどですしね」

「そうか……」

　陣は、がっくりとうなだれる。ミルカは、面倒くさそうにたずねた。

「あたくし、もう帰ってよろしいかしら？　迎えの車がそこまで来てますの」

「あっ、ああ。そうか、姫ひめ小こう路じもお嬢様だから、送迎のリンカーンか何かが……」

　と、陣は川沿いの道路に目を向けた。そこには、ランプやペイントで極彩色に飾られたトラックが停とまっていた。

「ああ……デコトラ」

　陣は脱力した声でつぶやいた。それはそれで、ミルカらしいとも言えるが。

「ちょうどいいですわ。あなたにも紹介してさしあげましょう」

　と、ミルカが銀のテーブルベルをチリンチリンと鳴らした。

　すると、デコトラの運転席から、二十代半ばぐらいの女性が降りてきた。小悪魔風の美女で、長い髪にはブロウがかかり、ナイスバディをぴっちりと黒い革ツナギに包んでいる。

「お呼びですか、ミルカお嬢様。そちらの少年は？　対立組織の者ですか？」

　美女は陣に冷ややかな視線を向けた。陣は、思わず数歩後ずさった。

「見えた！　今、手に投げナイフが見えたぞ！」

「ナイフは必要ありませんわ、この愚民は同じ学校の知人ですの。あいさつさせるつもりで呼んだんですのよ。で、そこの愚民。彼女は、あたくしの教育係の富ふ士じ峰みね子こですわ」

「教育係って……何の教育か聞きたくないなあ」

　峰子は、陣を無視してミルカに言った。

「姫様。こちらに来る途中、『天あまの邪じや姫き連合』を見かけました」

「西にし東とう京きようの天邪姫連合が？　東ひがし東とう京きように勢力範囲を広げるつもりですかしら、生意気な」

　ミルカは眉まゆをひそめる。陣がツッコミを入れた。

「おまえ、姫様とか呼ばせてるのかよ。っていうか、何か会話が穏おだやかじゃないなあ」

「天邪姫連合は、敵対している暴走族ゾクに奇襲をしかけては壊滅させているそうです。姫様も、しばらくお一人で歩かれることのないようにお願いします」

「ふふっ、峰子は心配性ですわね」

　ミルカは笑って、陣じんに背を向ける。

「では、ごきげんよう。そうそう、あなたなかなか頭が良さそうだから、いつでもあたくしのブレーンにしてさしあげますわよ」

「ブレーンって何だよ。暴走族の抗争の作戦参謀とか、お断りだぞ」

「勉強教えるとかですわ」

「それは家庭教師って言うんじゃ……」

「ま、お嬢様レベルがあたくしより三段ぐらい落ちる座ざ堂どうシエラなんて、とっとと見捨ててしまうことですわね。ほほほほほ」

　ミルカは笑いながら、デコトラに乗って去っていった。

　陣は、呆あきれてそれを見送る。

「座堂といい姫ひめ小こう路じといい……唯ゆい我が独どく尊そんと書いてお嬢様と読むのかよ？」

　とりあえず、シエラが川上のほうへ行ったという証言は得られた。

　どんな表情をしていたのかわからない以上、彼女が全然気にしていないのか、それとも怒っているのか泣いているのか、さっぱりわからない。だから不安で、顔を合わせるのが怖い。でも、陣はシエラといっしょにいないことで彼女を傷つけた。ここで顔を合わせずに逃げ帰ったら、ますます彼女を傷つけてしまう。

「これ以上……座堂を傷つけるわけには行かないよな。座堂に我慢させるよりは……俺おれが我慢したほうが、まだ気が楽だ。あいつの泣き顔は、見たくないからな……」

　陣はくじけそうになる気持ちを振るい起こして、川上のほうへ歩きだした。



　てくてくと歩いていくうちに、太陽は夕ゆう陽ひになっていった。

　川は途中で大きく右に曲がっている。西側の対岸の上に、夕陽がかかっていた。荒あら川かわの水面みなもが、オレンジ色に染まっている。きらめく川の底に魚の影がゆらめく、のどかな風景だった。その魚らしき影の全長が、十五メートルほどあったことを除いては……川かわ面もの反射がまぶしくて、陣はそのことに気づいていなかったが。

「……あれ？」

　陣は、手を目の上にかざした。対岸のオレンジ色の光の中に、少女の影がひとつ見えた。

　河か川せん敷じきの草原に、寂しそうにぽつんと座っている影。長い髪が風になびいている。うつむいた顔からぽたぽたと落ちる涙のしずくが、夕陽を受けてきらきらと黄金に輝いていた。

「座堂！」

　陣は呼んだ。シエラは、ハッと顔を上げる。泣いているところを見られるのが恥ずかしいと思ったのか、あわててゴシゴシと目をこすり、川上のほうへ逃げだした。

「あっ！　待てよ、座堂！　謝りにきたんだよ！」

　陣はシエラを追いかける。取りあえず対岸に渡らなくてはならないが、橋が遠い。

「くそっ、さっき姫ひめ小こう路じが言ったじゃないか、座ざ堂どうは対岸を歩いて行ったって……どうしてあのとき、すぐに対岸に移動しておかなかったんだ！」

　陣じんはシエラを見失わないように気をつけながら、追いかけた。橋はまだまだ先である。



　かたやシエラはというと、ひたすら逃げていた。涙が止まらなかった。

「今さら何よっ、庶民のバカ！」

　何度も何度も目をこする。涙で前がよく見えない。

　どん、と何かにぶつかって、シエラは止まった。目をこすって顔を上げると、全身黒ずくめの特攻服を着た背の高い少女たちである。背中には「天あまの邪じや姫き」のロゴが躍っていた。

「あら……失礼」

　シエラは礼儀正しくそう言って、彼女らの横をすり抜けようとする。だが、紫色の口紅をつけた少女に、その肩をガシッとつかまれた。

「あンた……関かン東とう極ごく悪あく乙おと女め連れン合ごうの総長だよね？」

「え？」

　シエラは呆ぼう然ぜんとしている。紫色の口紅の少女は、目をつりあげてシエラにすごんだ。

「アタイは天邪姫の総長、邪じや眼がン魔ま鬼き。関東極悪乙女連合をブッ潰つぶすために来たンだよッ！」

「その名前、本名ですか……？　それ以前に、人違いだと思います」

　どうやら、魔鬼はミルカの名前も顔も知らないようである。だから、シエラもミルカの名は出さずに否定した。しかし、魔鬼は信じなかった。

「人違いなわけ無いだろッ！　関東極悪乙女連合の総長は、財ざい閥ばつの令嬢で超お嬢様だと聞いてるンだよ。で、春はる紗しや学がく園えんに通ッてる奴やつらに『春紗学園で一いち番ばンの超お嬢様は誰だれだ』ッて聞いたら、全ぜン員いンあンたの名を上げたンだよッ、座堂シエラ！」

「邪眼さんとやら、しゃべりにくくありませんか……？」

「とにかくッ、あンたを倒して西東とう京きようをアタイの傘さン下かに置き、東京を統一して天てン下か取ッてやる！　覚悟しなッ！」

　シャキーン、と魔鬼は特殊警棒を伸ばした。周囲のレディースたちは、自転車のチェーンをジャラジャラと振り回し、木刀を杖つえついて、シエラが逃げられないよう取りかこむ。

　シエラは驚いて、彼女らを見まわした。

「ちょ……ちょっと、人違いだって言ってるじゃないですか」

「騙だまされないよッ！　ちゃンと写真で確認済みなンだよ関東極悪乙女連合の総長は、見た目は可愛かわいい子ぶッてるとも聞いてるンだよ。あンたをふつうに気の弱い小娘かと思ッて油ゆ断だンした暴走族ゾクの男が、不意を突かれて容赦なくでッかいコントラバスケースでボコられたンだッてねェ」

「姫小路さんったら……セレブらしからぬ、卑ひ怯きような手を使うわね。というか楽器で殴るなんて、音楽人としてもありえないわ。たしかにコントラバスは攻撃力高そうだけど」

　シエラは、呆あきれ気味につぶやいた。

「というわけで、容赦なくフルボッコにさせていただくよォォッ！」

　魔ま鬼きが特殊警棒を振りあげ、威い嚇かくした。もちろん、シエラは丸腰である。

「きゃあああ！」

　シエラは悲鳴を上げた。



　再び、対岸にいた陣じんに話を戻そう。彼は、シエラがレディースたちに取りかこまれたのを見て、焦っていた。

「やばいぞ、物騒な奴やつらに絡まれてるじゃないか」

　すぐに駆けつけて助けないと、と思った。だが、対岸に渡るための橋は遠い。ぐるっと回って行くと、五分以上はかかるだろう。

「そうだ、魔法のランプで呼びだせば……！」

　陣はズボンのポケットに手を入れる。だが、そこには何も無い。一瞬、冷水を浴びたように背中がぞくっとした。

「しまった……寮に置いてきたんだ……！」

　後悔しても、もう遅い。そうしている間にも、シエラを囲む包囲網は少しずつ狭くなっていく。魔鬼の動きには殺気があって、ただではすまない雰囲気なのは明白である。

　威嚇されているシエラが、一瞬、陣のほうに目を向けた。荒あら川かわの川幅は二百メートルはあるのに、なぜかシエラの不安そうな表情や、助けを求めるようなうるんだ目がはっきりと見えたような気がした。その瞬間、

「……座ざ堂どうっ！」

　陣はいてもたってもいられなくなり、荒川に飛びこんでクロールで泳ぎ出した。

（そうだ、最初からランプには頼らないつもりだったのに俺おれは何を迷ってたんだ！　二十五メートル十五秒として、死ぬ気で泳げば対岸まで二分で着くじゃないか！　二十五メートル十五秒の速度で二百メートル泳げっこないとか、川の流れで余分に流されるからもっと距離は伸びるとか、そんなのは気のせいだ！　絶対に二分で着くから待ってろ座堂！）

　シエラをぶとうとしていた魔鬼が、ギョッとして顔を向けた。

「なッ、何なンだい、あいつはッ？　服を着たまま水泳の練れン習しゆうかいッ？」

「庶民！」

　シエラは大きな目に涙をいっぱい浮かべて叫ぶ。チッ、と魔鬼が舌打ちする。

「川を渡りきるには時じ間かンがかかるはずだッ！　面めン倒どうな邪魔が入るまえに、ぶちのめしてやるよッ！」

「座堂！」

　陣じんが泳ぎながら叫んだ。シエラの頭めがけて特殊警棒が振り下ろされたが、彼女は間一髪のところでそれをかわした。見た目は弱々しい深窓の令嬢でも、夏休みのあいだ世界を旅しながらカレーの魔神と戦ったり兵へい馬ば俑ようと戦ったり牛のゾンビと戦ったりしていたのである。たとえ魔法を使えなくても、その経験値はダテではない。

「こ、このアタイの攻撃をかわしたねッ！　生意気なッ！」

　シエラはとっさに河原の土をつかむと、熱くなってふたたび攻撃してきた魔ま鬼きに向かって投げつけた。

「ぎゃッ！」

　魔鬼が顔を押さえたすきに、シエラはその横をすり抜けて包囲網を突破する。レディースたちがどなった。

「あの小娘、よくも総長を！　天あまの邪じや姫きのメンツをつぶしてタダじゃすまないよっ、あの可愛かわいい顔を二目と見られないツラにしてやんなっ！」

　レディースたちが、チェーンを振りまわしながら追いかけてくる。シエラは必死に逃げる。逃げながら、砂漠で流砂に飲みこまれかけたことを思いだした。あのときは、陣が自分をお姫様抱っこして逃げてくれた。

（すぐに庶民が助けに来てくれるわ、それまでがんばって逃げなくちゃ！　流砂に比べれば、こんな人たちから逃げるぐらい……）

　シエラは陣のほうに目を向けた。彼は、まだ川の真ん中ぐらいにいる。そこに、十五メートルほどある巨大な魚影が近づいていくのが見えて、シエラはぎょっとした。

（な……何あれっ？　あんな大きな魚が川にいるわけない、クジラぐらいあるじゃない！　でもクジラとは魚影の形が違うような……）

　魚影が浮き上がってきた。水面みなもに、黒い三角の背びれがのぞく。背びれは水を切りながら、まっすぐ陣に向かって進んでいく。ジョーズの音楽がシエラの頭の中で再生された。

「しょ……庶民！　後ろっ！」

　シエラは叫ぶ。陣に気を取られてスピードが落ちたところを狙ねらって、チェーンが飛んだ。

「きゃあ！」

　シエラの足首にチェーンがからまり、引き倒されてしまう。河原の石で胸を打って、息が詰まった。

「うっ……！」

「ヒャッハー！　捕まえたよ、さあどう料理してやろうか！」

　レディースたちがチェーンを引っぱってシエラを引きずる。シエラは息が詰まって動けない。が、苦しげなその視線は陣のほうに向いていた。黒い三角はいっそう近づいている。

（しょ……庶民！　気がついて、早くそこから逃げて！）

「おまえら、座ざ堂どうに何する気だ！　座堂、すぐに行くから待ってろ！」

　陣じんは逃げるどころか、ますますスピードアップする。クロールでフルスピードを出して百メートル以上泳げば、すでに酸素もスタミナも完全に切れているはずである。

（だめよ、庶民！　逃げる体力が無くなっちゃうわ、来ないで！）

　叫びたくても、息が詰まって声にならない。レディースたちは河原の上に停とめていたバイクを回してきて、シエラの足首にからまったチェーンをつなげた。陣は叫ぶ。

「何をするんだ、やめろ！」

　魔ま鬼きはバイクにまたがり、倒れているシエラを振りかえって邪悪な笑みを浮かべた。

「この石ころだらけの河原を引きずってやるよッ！　あの男が上がッてきたころには、ボロ雑ぞう巾きンみたいになッてるだろうよ」

　魔鬼がエンジンをかけた。ブオンブオンッ、とマフラーが吠ほえる。シエラは動けない。

「座ざ堂どうーっ！」

　陣は叫んだ。その瞬間、何かが水面みなもからザバアと浮き上がって陣を襲った。

「なっ……？」

　陣の目が点になる。夕ゆう陽ひを浴びてきらきらとシャンデリアのように光る水しぶきの向こうに見えたのは、立ったままの人間を一呑みにできそうなほど巨大なサメだった。

（メガマウス……っ？　違うっ、その三倍はある。これはまさか……）

　さっき図書館で会った聡さと子この姿が脳裏に浮かんだ。聡子が持っている死者の書ネクロノミコンは、ゾンビを召喚することができる。そしてアルフはサロメによってゾンビ化され、サロメが溶岩にのまれて消えたことでその魔法が解けなくなった。だが、突然アルフは元に戻った。アルフには心配をかけたくないから「カレーで治った」というのに適当に合わせていたが、やっぱりどう考えてもおかしい。

（なんでアルフは治ったんだ……？　何かおかしい、何か見落としてる気がする……。いや、そんなことより、今は目の前のこれだ！　こいつはまさか……いや、やっぱり！）

　サメは陣の頭上から叩たたきつけるように水面に落ちた。陣は、その口の中に飲みこまれる。胃へと飲みこまれていくとき、靴ぐらいの大きさの、巨大な歯がずらりと並んでいるのが見えた。

（こいつはメガロドン……！　百五十万年前に絶滅した巨大ザメだ！）

　河原にいたレディースたちは、シエラを引っぱるのも忘れて呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

「な……何だい、あれはッ？　ジョーズ？」

　シエラは少し息苦しさから回復し、隙すきを見て大急ぎでチェーンを足首からほどいた。さっき引き倒されたときに手をついて、手のひらを少し切っていたことにシエラは気づいた。メガロドンの皮膚は、腐ってぶよぶよしていた。レディースたちは口を押さえる。

「うげっ……キモい！　何あれ！」

　チェーンを外したシエラは、川のほうへダッと走った。レディースたちが叫ぶ。

「あっこら、逃げるな！」

「逃げやしないわ！　セレブの心は突撃よ、敵前逃亡なんてありえないわ！」

　そう叫ぶと、シエラは傷ついた手を水につけた。メガロドンが気づいて、バシャバシャと水を跳ねあげながらシエラのほうに向きを変え、いきなり突進してきた。レディースたちが悲鳴を上げる。

「ひいい！　こ、こっちに来るぅ！」

　シエラは立ちあがって、彼女らをビシッと指さした。

「当然よ、サメは血のにおいをかぎつけてやってくるもの。助走の勢いで陸の上まで上がってくるわ、あなたたち全員食い殺されるわよ」

「ハ、ハッタリだ！　それならおまえだって食い殺される危険があるはずじゃん！」

「もちろんよ。『肉を斬きらせて骨を断つ』ってことばを知らないの？」

　メガロドンが突進してきた。レディースたちは悲鳴を上げて、逃げだした。魔ま鬼きだけはバイクにまたがったまま、呆ぼう然ぜんとして逃げることすら忘れているようだ。

「イ、イカれてやがるッ……。自じ分ぶンも危き険けンなのにッ……」

「危険が何よ！　セレブの辞書に敗北の文字は無いのよ！」

「ドギャアアアアアア！」

　メガロドンが陸に乗り上げた。シエラは素早く逃げだす。河原の石でこすれて腐った体がずるずるとすりむけ、それでも食の執念にかられてシエラに向かっていった。

「ひいいいいッ！」

　魔鬼が悲鳴を上げた。メガロドンは魔鬼の足もとまでやってきたが、そこで助走の勢いが止まってしまい、悔しそうに大きく口を開いて何とか魔鬼を飲みこもうとする。バイクごと飲みこまれそうな巨大な口と、ずらっと並んだ鋭い歯を見て、魔鬼は蒼そう白はくになった。

　だが、恐怖はそれだけでは終わらなかった。河原の石で腹の皮膚がこそげ、骨が見えていたが、その骨と腐った肉をかきわけて、陣じんが現れたのだ。

「ひええええええええええッ！」

「庶民！」

　シエラが陣にしがみついた。陣はフルスロットルで泳いだ上に、サメの腹の中に飲みこまれて、かなりぜーはー言っていたが、フラフラしながらも何とか自力で立っている。

「良かった、庶民……！　生きてたのね……！」

　シエラは、ぎゅっと目を閉じて陣にしがみつく。小さく震えていた。ふたりの足もとで悔しげに歯をカチカチしていたサメは、河原の土に飲みこまれるように、シュウウッと消えていった。それを見た魔鬼はハッとして、悔しそうに顔をゆがめ、特殊警棒を握る。

「びびらせやがッて！　今のは何なンのトリックだい、たたンでやるよッ！」

　魔鬼はバイクを走らせ、ぐるぐると回りはじめる。バイクの勢いを利用して、すれ違いざまに特殊警棒で殴りつけるつもりなのだろう。

　陣じんは、そっとシエラの肩に手を乗せる。親鳥がその翼で、凍えるヒナを守るように。

「メガロドンをわざと陸に乗り上げさせて腹を裂いて、赤ずきんちゃん方式で助けてくれたってわけだな。次は俺おれが助けてやる番だぜ、座ざ堂どう。考古学マニアの恐ろしさを、こいつにわからせてやる」

　まだ息が整っていないが、陣のことばは落ち着いていた。シエラは、ハッと顔を上げる。

「そ、そうか……発掘で体力をつけているから、庶民はけっこうケンカが強いのよね。以前、操られていた宇う多た田だくんをやっつけたこともあったし……」

「ただし、神じん宮ぐう寺じじゃないけど、女を殴るのはやっぱ良くない」

「そ、それじゃどうするのっ？　まさか、わたしをかばってただ殴られるだけじゃ……」

　シエラは心配そうに陣を見つめた。いよいよ突進してきた魔ま鬼きのバイクをじっと見つめながら、陣はシエラに言った。

「座堂がこのまえ言ったよな。愚者は経験に学び、賢者は歴史に学ぶ、って」

「それが何？」

「ということで、この迷惑珍走団にも歴史を学ばせて賢くしてあげよう。レクチャーその１っ！　エジプトのミイラの作り方！」

「なッ、何なンだよ、レクチャーッて！」



    

  
    
      



    

  
    
      　妙に力いっぱいの陣じんを警戒して、魔ま鬼きがバイクのブレーキをかけた。それを追いかけて、陣は叫ぶ。

「①マルいちまず先の尖とがった金属のカギを用いて、鼻の穴から脳みそをかき出します」

「ちょッ……き、気持ち悪いこと言うンじゃないよッ！」

「②マルに鼻の穴から水を入れ、よーくシェイクしてから水を抜いて、頭ず蓋がい骨こつの中を綺き麗れいに洗い流します」

「やッ……やめなッ！　き、気き分ぶンが……うげッ」

「③マルさんいよいよ内臓を抜き取ります。傷口が大きくならないように、わき腹になるべく小さく切り込みを入れて、そこから手をずっぽし突っこみ、腸や胃をずるずる引っぱり出します。最後に肺をずっぽりと引っこ抜きます」

「おえぇ……ま、マジでやめ……」

「おまえもミイラにしてやろうかっっっ！」

「きぃぃやぁぁぁぁぁぁーッ！」

　陣に指さされていきなり大声で叫ばれ、魔鬼はバイクを捨てて悲鳴を上げながら逃げだした。後には、シエラと陣だけが残された。

「このセレブなわたしが、レディースごときの総長だなんて……人違いだって言ったのに……」

　シエラは不服そうに頬ほおを膨らませる。陣はほほえんだ。

「さっさと引っこんでくれて、良かったじゃないか。あいつらがおまえを怒らせてボルカンの副作用でも発動したら、そのへん爆発したあいつらの肉片でスプラッタになってるところだぜ。いきなりメガロドンに飲みこまれてびっくりしたけど、もしかしたらあのサメも副作用の一種なのか？」

「知らないわよ、だいたいサメのゾンビなんて属性違いじゃない。わたしの魔法は砂とか石とか、土属性なのよ？　水属性でもなければ、死霊属性でもないわ」

「それもそうか。本ほん田だが死者の書ネクロノミコンで恐竜のゾンビを召喚したことはあったが……あいつは図書館にいるはずだし……じゃあやっぱり、なんでメガロドンのゾンビが出てきたんだ？」

「聖櫃の妖魔アークダイモン以外にも、ザコ妖魔ダイモンがいるもの。アルフがやっつけて、剣の魔神のレベルを上げるのにいつも魔力を吸い取ってるようなのがいるはずでしょ」

「ザコにしちゃでかかったけど……。ほんとにボルカンの副作用じゃないのか？」

「魔法を発動する余裕なんて無かったわよ。いきなり取り囲まれて、何が何だか……」

　そう言った後で、シエラは急に怖くなってきたらしく、青ざめて震えた。

「……わたし……人違いだって言ってもわかってもらえなかったし、本当に、もし庶民が来てくれなかったらどうなってたか……」

「俺おれは絶対に来たさ。おまえに謝らないといけなかったんだからな」

「謝る？」

　シエラは、陣じんを見上げた。

「電話の着信拒否。迷惑電話の着信拒否を設定したときに、うっかり操作を間違えてたんだ」

「そ……操作を間違えてたの？　そ、そんなこと……だったのっ？　そ、そうよね。そういうの、冷静に考えれば、よくあるわよね……」

「それから、おまえが家に来いって言ったのを断ったことも」

「い、いいのよ。別にどうしても庶民に来てほしかったわけじゃないわ、軽音楽部のためにギターの練習をしたほうがいいんじゃないかと思っただけで。別に、わたしが庶民に来てほしかったわけじゃないんだから！」

「ボルカンの副作用を治す方法を調べに、中央図書館に行ってたんだよ。それで、そのときに本ほん田だに会ったんだ」

「え」

　シエラは、ハトが豆鉄砲を食らったような顔をして陣を見つめた。

　陣は、言いにくそうに視線をそらす。

「学校の図書館の本は、全部調べて何も書いてなかったし……登校してすぐ学校の図書館で調べ物をすると、夢中になって授業出ないまま一日終了とかになっちまうことも多かったから、休みの日にみっちり調べたいと思ってさ」

「調べて……くれてたの？」

「いや。中央図書館でも、結局まだ見つかってないんだ」

「でも、調べてくれたのよね」

　シエラは、大きな目でじっと陣を見つめた。陣はドキッとして、また目をそらした。

　ドキがむねむねして、否いな、胸がドキドキして、頬ほおも熱くなってくる。

「で、でも見つかってないからな」

「そう言ってくれたら良かったのに」

「探してるって言って、見つかるんだって期待させて、見つからなかったらがっかりするだろ。ほら今、がっかりしてるだろ？　がっかりしているに違いない！」

「誰だれも言ってないわよ」

　シエラは呆あきれてそう言って、それから、くすっと笑った。

「だけど……謝りにきた、って言ってたわね。わたし、携帯電話を置いてきちゃったのに、どうして居場所がわかったの？」

「姫ひめ小こう路じが、おまえを見かけたって言ってたからな」

「わざわざ探さなくても、魔法のランプで呼びつけられるじゃない。あのレディースたちに囲まれてたときも、何もしんどい思いして川を泳いで渡ってこなくたって、ちょっとどこかに隠れてわたしを呼びだせば、それで済んだことじゃないの？」

「ランプを寮に置いてきたんだよ」

「どうしてっ？　わたしが連絡したときにいつでも呼びだせるよう、肌身離さず持ってなさいって言ったじゃない！」

「でも、おまえが傷ついてるときに無理に呼びだしたりできるわけないだろ」

「それって、わたしに気をつかったってこと？」

「べっ、別に気をつかったわけじゃねーし！　そのっ……おまえが怒ったらうるさいからだし、それだけだし！」

「へーほーふーん」

　シエラは目を細めて陣じんを見た。陣は赤い顔のまま、怒った目を向ける。

「な、何だよ」

「ふふっ……別に？」

　シエラはほほえんだ。夕暮れの黄金に染まった光の中で、その笑顔はきらきらと輝いて見えた。陣は、胸がぎゅううっと締めつけられるのを感じた。

（し……しまった。座ざ堂どうは態度はアレだけど顔は可愛かわいいことを、うっかり失念していた。至近距離では、破壊力が強すぎるぜっ……）

　陣は胸を押さえて、ハアハアと肩で息をする。シエラは、夕ゆう陽ひの彼方かなたに目を向けた。

「ランプを使わないで……わたしの気持ちを無視しないでくれてありがとう、庶民。今日一日、わたしに寂しい思いをさせたこと、許してあげるわ……」

　小さな声で、シエラはつぶやく。陣は「えっ」と顔を向けた。

「今、何か言ったか？」

「えっ？　あっいいえ、何でもないわっ？」

　シエラはあわてて、両手を顔の前で振った。

「じゃ、じゃあわたし、もう帰るわ。もう日が暮れるし、ニコライや使用人たちが心配するから……」

「あっ、送るよ。いちおう脅しといたけど、あいつらがまだそのへんで待ち伏せしてたら危ないし、メガロドンのゾンビが襲ってきてもやばいしな」

　陣は、シエラと並んで歩きはじめた。シエラは何も答えなかったが、断りもしなかった。



　夕暮れの川沿いを、二人はてくてくと歩きつづける。

　シエラは、うつむいて黙っていた。陣も、何となく話すことが無くて黙っている。今になって、自分がシエラに言ったいろんなことが気恥ずかしくなってきた。

　けれど、あまりにも何もしゃべらないのも、どうにも居心地が悪い。

（こ、このまま、この重苦しい雰囲気に耐えながら家まで送るわけかな。そもそも、座堂はお迎えの車を呼ばなくていいのか？　あっ、携帯電話を持ってないから、呼べないわけか。俺おれも、座ざ堂どうの家の電話番号とか知らないし……。なら、タクシーを呼んだら？　あっ、でも『ここからタクシーで一人で帰れ』っていうのも、何か冷たーい感じかなあ……）

　悶もん々もんと悩みながら、陣じんは歩いた。しばらく歩いて、ついに静寂に耐えかね、口を開く。

「……あのっ、座堂。タクシーとか……」

「あっ、見て庶民！　観覧車！」

　陣のつぶやきは、シエラの明るい声にかき消された。はるか遠く、オレンジ色に染まる夕焼け雲を背景に、黒く観覧車が浮き上がって見えた。

　陣は、唐突に話を振られて少々うろたえ気味に答えた。

「あっ……あ、ああ、遊園地の観覧車だな」

「懐かしいわね。もう止まっちゃってるのかしら……もう五時回ってるものね」

「懐かしいって、行ったことあるのかよ」

「ものすごく小さな子供のころだったけどね」

　と、シエラは答えた。陣は驚いて「へー」と言う。

「座堂が遊びに行く遊園地って、ハリウッド・セレブみたいにネズミーランドを貸切りとか、ＵＦＪユニバーサル・フタジオ・ジヤパンを貸切りとか、そういうイメージがあるんだが」

「ふつうの日曜日に行ったわよ、たしかわたしがどこかでポスターを見て、行きたいって言ったのよね。パパとママがいっしょで、他ほかにもいっぱい親子連れがいて、豆汽車に乗ったりコーヒーカップに乗ったりしたわ。あそこ、子供用の乗り物がいっぱいあるのよね」

「子供用の遊園地だからな。まあ公園に毛が生えたようなものだし、入園料も乗り物も安いし」

「庶民は行ったことがあるの？」

「最初は幼稚園の遠足でな。あとは日曜日、愛あい花かんちにくっついて、何度も行ったっけ。親とは一度も行ったことないかな」

「わたしが行ったのも幼稚園のころよ、その一回だけだったけど。誘拐が怖いから遠足は行かせてもらったことがないし、小学校はスイスの寄宿学校に入ったから……。もしかしたら幼稚園のころ、同じ日に行って会ってるかもしれないわね」

　シエラは、懐かしそうにほほえんだ。

「庶民って、どの乗り物が一番好きだった？」

「スカイサイクルばっかり乗ってたなあ」

「高いモノレールの上を、乗り物をこいで進むやつ？」

「愛花が好きだったからな。あいつを隣に乗せて、俺ばっかりこいでたっけ。ファミリーコースターとかコーヒーカップは、スピードが出すぎて怖いんだってさ」

「何だか自転車で空を飛んでるみたいで、すてきよね。わたしも乗りたかったんだけど……スカイサイクルって、年齢制限があって乗れなかったのよね」

　夕ゆう陽ひに照らされた横顔が、寂しそうだった。陣じんは、少しとまどった。

「座ざ堂どうなら、こづかいでマイスカイサイクルを庭に作れるだろ。っていうか、ネバーランドみたいなマイ遊園地を造ったら、ここの百倍ぐらいの規模のが造れそうだが……」

「じゃなくて、わたしはあのスカイサイクルに乗りたかったのよ」

　シエラは、観覧車のほうをじっと見つめていた。陣はしばらく考えこんでいたが、口を開くことが少し恥ずかしそうでもあったが、思い切って口を開いた。

「座堂……あのさ。せっかくの日曜だし、もう日も暮れるけど……今日はもうあと少ししかないけどさ。せっかくだから、ちょっとだけだけど、いっしょに日曜日しないか？」

　シエラは驚いて陣に目を向ける。陣は照れ隠しに、怒ったような顔をしていた。

　シエラはクスッと吹きだし、それから、嬉うれしそうに明るく笑った。

「そうね。いいわよ」

　その笑顔を見て、陣はホッとした。言って良かった、と思った。



　二人は遊園地に向かって歩きだした。距離は、二キロ近くあった。

「座堂、足大丈夫か？」

「大丈夫よ」

「セレブのお嬢様だろ。タクシー乗ったほうがいいんじゃないか？」

「歩くのが楽しいのよ」

「足が痛くなっても知らんぞ」

「遊園地に行くまで、歩いていく時間って楽しくない？」

　そう言って少し先を歩いていくシエラは、本当に楽しそうだ。

　サンダルをはいた足は、羽でも生えているかのように軽い。薄手の秋色ワンピースのすそが、ふわふわと風に踊る。さらさらとした長い髪に夕陽がすけて、黄金の絹糸のようにきらめいていた。

　陣は呆ぼう然ぜんとして、思わず立ちどまってしまった。シエラとはかれこれ五ヶ月ほどのつきあいである。平均以上に彼女が可愛かわいい顔をしているということを知ってはいたが、それでも彼女を見るたびにドキッとしてしまう。

「どうしたの、庶民？」

　シエラが振りかえった。陣は我にかえり、あわてて小走りに追いかける。

「い、いや……別に。ちょっとぼんやりしてた」

　シエラが、また少し笑った。陣はくすぐったかった。



　住宅街の狭い道を歩いていくと、遊園地のメインゲートの前に出た。

　遠くに観覧車が見える。メインゲートの前で、閉まった券売所の物寂しい雰囲気を見て、シエラは残念そうにほほえんだ。

「当たり前だけど……もう閉まってるわね」

　ゲートの横に、緑色の電車の車両が飾られている。車両の後ろは、池になっていた。

　その前の広い歩道は桜並木になっていて、少し高くなった花壇があった。シエラは、家を出てからずいぶん長い距離を歩いたので足が疲れて、そこに腰をかけた。

「でも、せっかく来たから、悔しいからここにちょっといようかしら」

「ま、疲れたしな」

　陣じんも座る。夕焼けが青ざめはじめ、夕ゆう凪なぎが終わって涼しい夜風が吹きはじめる。目の前の、もう動かない都と電でんの車両がますます物悲しい。

　閑静な住宅街で耳をすませると、どうぶつ広場で飼われているヒツジやウシの声がときおり聞こえた。シエラは、その声に耳をすませる。

「庶民は、どうぶつ広場の動物って、さわったことある？」

「あるよ。小さいシカに餌えさやったり……春ごろはヒツジの毛刈り体験とかもやったことあるぜ。なんか大変だったけど」

「いいわね。わたしも餌買ってもらったんだけど、怖くてあげられなかったわ。大泣きしちゃって、機嫌を取るためにパパがあわてて売店でソフトクリームを買ってくれたの、覚えてるわ」

「遊園地の食堂って、カレーとか焼きそばとかラーメンとか、いわゆる海の家とかにもあるベタな和風ジャンクフードを置いてるよな。でも、おいしいよな」

「わたし、あれがおいしかったわ。ソーセージにホットケーキみたいな衣がついた……」

「アメリカンドッグか？」

「そういう名前なの？　ここに遊びに来たあのときしか、食べたことがないのよ。甘いような塩辛いようなケチャップ味のような、不思議な味だったわ」

「たしかに、あれはうまいよな。ソーセージだけでも皮だけでもうまくないのが、実に不思議なんだけど。最初に組み合わせた奴やつ、天才だよな。棒にこびりついたカリカリしたところを最後に食うのが、また最高なんだよな」

「実は、メアリーに頼んで作ってもらったことはあったの。とってもおいしかったけど、でも遊園地で食べたときのあの味とは、全然違ったのよね」

　シエラはため息をついた。

「そりゃー、メアリーさんが作ったってことは、超最高級のドイツソーセージにフランス産小麦の生地をつけて最高級の油で揚げて、手作りトマトソースをとろりとかけた、レストランで出したら一皿五千円ぐらい取られそうなアメリカンドッグだったんだろ。自分で言っててすごい腹減ってきたが」

「そういう作り方じゃないの？」

「アメリカンドッグの中身は、魚肉ソーセージだって聞いたことあるけど。それに、ふつうのケチャップをどっぷりつけるんだ」

「そうなんだ……何だかもう、その味も忘れちゃったかもしれないわ。すごくおいしかった、ってことしか覚えてないかも」

　シエラは遊園地のほうに目を向けて、懐かしそうに言った。

　陣じんはそんなシエラをしばらくじっと見ていたが、ふと、立ちあがった。

「そうだ。座ざ堂どう、ちょっとここで待ってろよ」

「えっ？　どこに行くの、庶民？」

　シエラは驚いて顔を上げた。不安そうな表情をしている。捨てられた子犬のようだ。

　陣は胸がきゅんとした。シエラは、また陣がいなくなると思っているのだろうか。ギターの練習を断られたとき、電話が着信拒否になっていたとき、そして一人で荒あら川かわの川べりを歩いているとき、シエラはこんな表情をしていたのだろうか……と考えると、すまない気持ちで胸がいっぱいになった。

「すぐ帰ってくるから。絶対すぐに帰ってくるから、ここで待ってろって。ふだん車で登下校してるのに、あんなに歩いたら明日足が痛くて歩けなくなるぞ」

　陣は立とうとしたシエラの両肩を押さえて、もう一度座らせた。

「本当に戻ってくるの？」

　シエラは、まだ心配そうだ。夕暮れが深くなって、心細い気持ちにもなっているらしい。

「当たり前だろ、薄暗くなってきてるのに女子ひとりほっとくなんて物騒じゃねーか。ニコライに知られたら、サーベルで八等分ぐらいにされるぜ」

　陣のことばに、シエラはしぶしぶ了解する。

　陣は、大急ぎで走っていった。シエラを、少しでも待たせまいとして。



　そして……十分もせずに、陣は戻ってきた。片手にレジ袋を持って、ぜーはーぜーはーと肩で息をしている。

　シエラはびっくりして、たずねた。

「どこまで買い物に行ってたの？」

「駅向こう……ギリギリ売れ残ってた」

　陣はどかっと腰をおろすと、レジ袋から長細い袋を取りだしてシエラに渡した。

　シエラが袋を開けると、中から木の串をさしたアメリカンドッグが現れた。シエラの表情が、とたんにきらきらと輝いた。

「……アメリカンドッグ！　すごいわ、どこに売ってたのっ？」

「コンビニに置いてあるんだよ」

「へええ！　コンビニなんて行ったことがないから、ちっとも知らなかったわ」

「コンビニのやつは、ケチャップとマスタードが物足りないんだけどな」

　陣じんは、小さなプラスチックのケースに入ったケチャップとマスタードを二つに折って、自分の分のアメリカンドッグにかけた。

「ところで座ざ堂どう。このＬ型の容器に別々のジャムやソースが入っていて、二つに折って出すこれは何て言うでしょうか」

「あら、ほんとに甘露じゃくし以外の新しいネタを仕入れてきたの？　あいかわらず負けず嫌いね」

「答えは、ディスペンパックでした」

「微妙すぎて呆ぼう然ぜんとするしかないんだけど、やっぱり感嘆したほうがいいの？」

「いや……俺おれもちょっと微妙なネタだとは思ったんだ。ほんとは、あの先の細いペコペコした容器に入ってるケチャップをどっぷりかけるのが、最高にうまいんだよなあ」

「それの正式名称、ケチャップボトルと言うのよ。マスタードが入ってるほうは、マスタードボトルね」

「何だろう。すっごい負けた気がするぞ」

　陣は悔しそうに、アメリカンドッグにかぶりつく。

　シエラもまねをしてディスペンパックを二つに折ってケチャップとマスタードをつけ、かぷり、とかじってみた。綺き麗れいな歯型が、くっきりと残る。

「……おいしい！」

　シエラはアメリカンドッグを見て、まさに驚嘆、といった表情を見せた。

「これだわ！　この味だわ！」

　シエラは、嬉うれしそうにアメリカンドッグをパクつく。トリュフとキャビアとフォアグラを主食にしていそうな大金持ちのお嬢様であるシエラが、一本百円ぐらいのアメリカンドッグを喜んで食べている姿は、どうにもミスマッチな感じがした。

「座堂って、たまに変なもの好きだよな」

「変なものじゃないわ、アメリカンドッグってふつうにおいしいじゃない。庶民が大急ぎで帰ってきてくれたから、できたてサクサクふわふわ状態だし」

　シエラは素直に喜んでいる。アメリカンドッグを頬ほおばりながら、どんどん青暗くなっていく空を背景にそびえ立つ観覧車を眺めていた。

「遊園地には入れなかったけど……何だかちょっぴり遊園地気分になれるわね」

「肉まんと焼きそばも買ってきてるぞ。それと、お茶とジュースとどっちがいい？」

「遊園地気分っていうか、本格的に食べるつもりね」

　レジ袋にてんこもりの食料を見て、シエラがちょっと呆あきれる。

「何を言ってるんだ。本格的に食べるつもりなら、カレーも買ってくるに決まってるだろ」

「庶民こそ何を言ってるの、おなかこわすわよ」

　シエラは、またくすくす笑う。

　いつもなら「食べすぎ！　頭ず蓋がい骨こつの中まで胃袋が詰まってるわけ？」ぐらい言いそうなのに、今のシエラはものすごく機嫌がいい。陣じんが側そばにいるだけで、楽しそうだ。

　陣は逆に、その笑顔に胸が痛くなった。三つめの肉まんを食べようとした手を止めて、陣はふと、真剣な表情でシエラに語りかける。

「なあ……座ざ堂どう」

「え？」

「俺おれも、親にずっと放ほうったらかしにされてたから。座堂はニコライやメアリーさんや使用人たちもいるし、学校でもみんなの憧あこがれの人気者だから、もしかして俺と違ってたとしたら、悪いけどさ」

　シエラは、陣が何を言うつもりなのだろうと思って、きょとんとしている。

「俺の場合は……親に放ったらかしにされてた関係で、人に置いて行かれるとか放って行かれるとか、そういう不安感が子供のころずっとあったんだよ。だから、今まで考えたこともなかったけど、もしかしたら座堂もそうなのかも……と思ってさ」

　陣は、強い表情でシエラを見つめ、はっきりと言った。

「言っとくけど、俺はぜったいに座堂を一人で放って行ったりしないからな」

　シエラは目をまん丸にした。それから、頬ほおを赤らめて焦ったように目をそらす。嬉うれしいような辛つらいような、複雑な表情でシエラはずっと目を伏せていた。

　陣も、言ってから急に恥ずかしくなって、顔をそむける。そのまま、五分ほどお互いに何も言わない、気まずい時間が流れた。

　静寂を破って、最初に口を開いたのはシエラだった。

「そうよね……。庶民って、そういう人だものね。わかってたのに、どうしてわたしったら、あんなに心配したのかしら」

　シエラは、軽く握ったこぶしで自分の額をコツンと叩たたいた。

　それから、陣のまだ湿っている服や髪を見た。川に飛びこんで、水草やゴミがいっぱいついている。

「あの……庶民。その制服、洗わなきゃよね」

「あ、ああ。うん、寮に帰ったら洗濯機で洗うよ」

　破られた沈黙にとまどいながら、陣がシャツを見下ろして言った。シエラがたずねる。

「寮に乾燥機なんてあったかしら？」

「無いけど……」

「わたしを呼びだしなさいよ。洗ってアイロンかけて乾かしてあげるから」

「えっ……？」

　シエラが自主的に「お手伝い」するなんて、どういう風の吹き回しか、と陣じんは驚く。

　驚いて顔を向けた陣を見て、シエラはちょっと頬ほおを赤くして、ぷいっと目をそむけた。

「そ、そんなに珍しそうな顔することないでしょっ？　わたしが洗ってあげるって言ってるんだから、黙って洗われなさいよ」

「なんで急に怒りだしたんだ？」

「べっ、別に怒ってなんかいないんだからねっ！」

　シエラは真っ赤になってどなった。頭のてっぺんから、もくもくっ、と煙が噴きだす。

　陣は、あわててシエラの頭を押さえた。

「わーっ、ちょっと待て！　こんな住宅地で爆発するな！」

「きゃあ！」

　油断していたシエラは、その勢いでころんと倒れてしまった。

　花壇の上に、仰あお向むけに転がる。その上に、陣が覆いかぶさった。

「……え……」

　陣が真っ赤になる。シエラが陣の体の下で、コチーンと固まった。

「……き……」

　シエラの顔が、みるみる紅潮する。次の瞬間、

「きゃああああああああああああああ！」

　コウモリが寄ってきそうな超音波を出して、シエラが叫ぶ。とたんに、都と電でんの後ろの池に「ちゅどーん！」と水柱が上がり、ヘラブナがぴちぴちと降ってきた。

「まあ、超常現象」

「おまえのせいだ！」

「っていうか、庶民のせいでしょ！」

　爆発音に驚いて、住宅地の家々から住人たちが顔を出す。

　しばらくするとウーウーウーとサイレンの音がして、消防車とパトカーも近づいてきているようすだ。ぐずぐずしていたら、爆弾犯人にされてしまう。

「やばい、座ざ堂どう！　逃げるぞ！」

　陣は走りだした。

「あっ、待って！」

　足が疲れていたシエラは、もたついた。一瞬、シエラは焦る。

　その手を、陣がつかんだ。シエラは、ハッと顔を上げた。

「行くぞ、座堂」

　陣が言った。シエラのほうを見てはいなかったが、耳が赤くなっていた。

　―――俺おれはぜったいに座堂を一人で放ほうって行ったりしないからな―――

　さっき陣じんが言ったことばが、夜風にまぎれてシエラの耳によみがえる。シエラの手をつかむ陣の手は、まるでシエラを包みこんでしまうほど、大きくてたくましかった。

　シエラは、陣の手をぎゅっと握りかえした。陣が、どきんと全身をこわばらせた。

「は、走るぞ」

　陣はうろたえながら、シエラの手を引いて、駅のほうへ走って逃げた。

　シエラは走りながら、息をはずませて、陣に言った。

「あ、あの、庶民」

「何だよ、がんばって走れって」

「最後はちょっと爆発したけど、いちおう今日は楽しかったわ。さっき、もしかしたら会ってたかもって言ったけど……ほんと、もし子供のころに庶民に会ってたら、いっしょにこんな日曜日を過ごしたりしたのかしら？」

「別に過去形でなくたって、来週来ればいいじゃないか」

「庶民と？」

　シエラが思わず足を止めて、陣を見つめる。その瞬間、陣はまるでデートに誘ったかのような文脈に気づいて、真っ赤になった。

「あっ……いや、そのっ！　軽音楽部のみんなで！　親交を深めるために！」

「みんなで？　いいわね、とっても楽しそう！」

　シエラはその提案が気に入ったようすで、手を叩たたいて喜んだ。

　あまりにも喜ばれたので、自分と二人よりもみんなといっしょのほうがいいのか……と、微妙に陣は複雑な気持ちになる。でも、

「じゃあ、お昼ごはんはみんなで芝生でお弁当を食べようかしら。神じん宮ぐう寺じさんは料理が上手だから、わたしも手伝わせてもらえたらいいな。卵焼きは自信あるのよ」

　と、もう一週間後のことを楽しみに考えているシエラを見ると、まあいいかという気持ちになった。

「じゃあ俺おれ、おにぎりでも担当しようかな」

「自分のおにぎりだけ巨大なのを作るつもりでしょ」

「心を読むなよ」

「図星だったのね」

　そんなことを話しながら、濃い青に染まった空の下、二人は手をつないで駅のほうへ走っていった。

　晴れ渡った空には、一番星が恥ずかしそうにきらめきはじめていた。



《完》



    

  
    
      


　　あとがき



　いよいよ「ぷいぷい！」は二学期に突入し、「ぷりぷり!!」となりました。新キャラが登場したり、旧キャラが復活したりしながら、文化祭に向かって、恋に部活に大忙しのシエラ様たちを、今学期もどうぞよろしくお願いします。

　私は中学生のころ、クラスで一番のお金持ちのお嬢様がバンドを立ち上げるというので、巻きこまれたことがあります。しかしフタを開けてみると、お嬢様はギターのコードを一つも弾けない状態（でもけっこう高いギターだった）、楽器が弾けるということで巻きこまれた人々は全員ピアノしか弾けない状態で、ギターを首からさげただけのボーカル＋キーボード五人、という妙な構成のバンドになりました。

　しかも、ピアノといってもソナチネとかなので、コードの概念が無くて、伴奏にもならない状態。さらに学校一カワイイと有名だった先輩がボーカルをしていたガールズバンドが大人気だったので、その陰にかくれて自然消滅してしまいました。

　にもかかわらず、高校ではしょうこりもなく、ＰＯＰ同好会に巻きこまれました。ギターが好きな男子三人が最初に立ち上げて、全盛期は男女合わせて十人ぐらいいました。

　ＰＯＰ同好会は自分達で作詞作曲した曲を文化祭で演奏したりして、けっこうがんばって活動していました。ブラバンとは仲良しだったので、夏休みに、お金持ちのブラバンがＯＢの差し入れのスイカをまる一個めぐんでくれたりしました。しかし結局メタル同好会と練習場の取りあいになって、一年ぐらいで活動を休止してしまいました。

　活動は休止したものの、部室はあったので、暇つぶしにみんなで小説を読んだり小説を書いたりと文芸部状態になっていました。もともと歌詞を書いたり音楽の雰囲気を解釈したりするのが好きな人ばかりなので、文学好きの素養はあったのですが、放課後だけでは時間が足りないので昼休みも部室にたむろしていました。

　昼休みは短いので、お弁当を食べていたら時間が半分ぐらいになってしまいます。それで十五分休みの間に一気に早弁して、昼休みはみっちり部室に入りびたっていました。

　そういうわけで、早食いには自信があったのですが、先日担当さんといっしょにごはんを食べたとき、私がまだ半分も行ってないのに担当さんが完食していてぶっとびました。そのとき担当さんが、

「編集長は、ぼくよりずっと早食いですよ」

　と証言してさらにびっくりしました。それもう咀そ嚼しやくしてませんから。むしろ丸まる呑のみですから。でも逃げるのは負け犬のすることです。編集長、いつか倒してやる（違）。

　なもり先生、二学期も可愛かわいいイラストどうもありがとうございました。読者の皆様、二学期のぷいぷい改めぷりぷりも、どうぞご愛顧よろしくお願いします！

　　二〇〇九年八月

　　夏なつ緑みどり＠コンビニアメリカンドックのあげたてのやつはけっこう最高



    

  
    
      

　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　　小説『腐った林檎と吸血鬼』（ＨＪ文庫）『科学探偵部ビーカーズ！』（ポプラ社）、漫画原作『獣医ドリトル』（小学館）、科学読み物『病原体と免疫がよ～くわかる本』（秀和システム）など、キーボードをすり減らしながら書いてます。

　　泣くほど好きなサイモン＆ガーファンクルの来日ツアーに行ってきました。バックバンドの人が「ボクサー」の間奏で怪しい手の動きを。ま、まさかそれはテルミン!?



　イラスト

　なもり

　　６月25日生まれ。

　　自分も学生の頃は色々と楽器をやっていたので、今後の展開にわくわくしています。

　　軽音楽部にも所属してましたが幽霊でした…。

　　公式ＨＰ「ELEGY SYNDROME」

　　http://www.geocities.jp/elegy_syndrome/
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